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次世代育成支援対策推進法の施行について

児童福祉法等の一部を改正する法律 (平成20年法律第85号｡以下 ｢改正法｣とい

うO)により次世代育成支援対策推進法 (平成 15年法律第 120号O以下 ｢法｣という｡)

の一部が改正されるところであり､改正法については平成20年 12月 3日に公布され､

｢児童福祉法等の一部を改正する法律について｣(平成20年12月5日付け厚生労働省

発雇児第 1205003号)により､雇用均等 ･児童家庭局長より貴職宛通達されたと

ころである｡

法第4条､第7条から第9条まで及び第22条の改正規定については､｢児童福祉法等

の一部を改正する法律の一部の施行期日を定める政令 (平成21年政令第27号)｣(別

添1参照)により､平成21年3月1日から施行され､平成21年2月27日に ｢次世

代育成支援対策推進法施行規則の一部を改正する省令 (平成21年厚生労働省令第19

早)｣ (別添2参照)が公布され､平成21年3月 1日から施行されているO

また､法の平成21年4月 1日施行分については､平成21年3月 16日に ｢児童福

祉法施行規則等の一部を改正する省令 (以下 ｢改正省令｣というO)｣(別添3参照)が公

布され､平成21年4月 1日から施行されることとなり､改正省令により､次世代育成

支援対策推進法施行規則 (以下 ｢則｣というO)の一部が改正されるところである｡

これら法等の都道府県労働局に関係する部分の主たる内容等は下記のとおりであるの
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で､その的確な施行に遺漏なきを期されたい｡

なお､本通達の施行に伴い､平成 16年4月1日付け基発第0401039号､職発

第0401045号､雇児発第0401014号 ｢次世代育成支援対策推進法の施行に

ついて｣は､廃止するO

記

第 1 法が制定された背景､経緯等

急速な少子化の進行は､今後､我が国の経済社会全体に極めて深刻な影響を与え

るものであることから､少子化の流れを変えるため､改めて国 ･地方公共団体 ･企

業等が一体となって､従来の取組に加え､もう-段の対策を進める必要があり､平

成14年9月20日に､厚生労働省において ｢少子化対策プラスワン｣を取りまと

めたところである｡｢少子化対策プラスワン｣においては､保育に関する施策など｢子

育てと仕事の両立支援｣が中心であった従来の取組に加え､｢男性を含めた働き方の

見直し｣-の取組が重要であることを明らかにし､さらに ｢地域における子育て支

援｣､｢社会保障における次世代支援｣､｢子どもの社会性の向上や自立の促進｣とい

う柱に沿って､総合的な取組を推進することとし､また､男女別の育児休業の取得

率､子どもの看護のための休暇制度の普及率及び小学校就学の始期までの勤務時間

短縮等の措置の普及率の具体的目標が設定されたところである｡

さらに､｢少子化対策プラスワン｣を踏まえ､平成 15年3月14日に､少子化対

策推進関係閣僚会議において､｢次世代育成支援に関する当面の取組方針｣を決定す

るとともに､平成 15年7月9日には､国､地方公共団体及び企業等における10

年間の集中的 ･計画的な取組を促進するため､第156回国会において､法が成立

したものである｡

その後､平成 18年 12月に発表された ｢日本の将来推計人口｣では､これまで

よりも急速に少子 ･高齢化や人口減少が進むという厳しい見通しが示されところで

あり､効果的な施策の再構築 ･実行を図るべく､平成19年 12月に ｢子どもと家

族を応援する日本｣重点戦略を取りまとめたところである｡

同重点戦略においては､現在の急速な少子化の背景には､｢結婚 ･出産 ･子育て｣

に対する国民の ｢希望｣と ｢現実｣の帝離が存在し､その主な要因として ｢就労｣

と ｢結婚 ･出産 ･子育て｣が ｢二者択一｣的な構造があることを指摘しており､少

子化の流れを変えていくためには､

① 働き方の見直しによる ｢仕事と生活の調和｣の実現と､

② 包括的な次世代育成支援対策の枠組みの構築

の2つの取組を ｢車の両輪｣として進めていく必要があり､包括的な次世代育成支

援対策の構築に向けた具体的な制度設計に直ちに着手するとともに､子育て支援の

充実､要保護児童に対する家庭的環境における養育の充実､地方自治体及び事業主

の取組の強化等について､先行して実施すべきとされたところである0
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これらを踏まえ､改正法が､第 169回国会に提出され､審議未了 ･廃案となった

ものの､第 170回国会 (臨時国会)に再提出され､成立したものである｡

第2 法の概要等

1 日的 (法第1条)

(1) 法は､我が国における急速な少子化の進行等を背景として､次世代育成支援対

策に関し､基本理念を定め､関係者の責務､行動計画の策定等について規定する

ことを手段として､｢次世代育成支援対策を迅速かつ重点的に推進｣することを

第一次的な目的とし､｢次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ､かつ､育成

される社会の形成に資すること｣を究極的な目的とするものであることO

(2) ｢家庭及び地域を取り巻く環境の変化｣とは､具体的には､核家族化や都市化

の進行により､育児に関し､親族や近隣からの支援を受けにくくなっていること､

育児に要する費用の増大､通勤時間の増加等により仕事と子育ての両立が困難な

状況の中で共働き夫婦が増加していること等を指すこと｡

2 定義 (法第2条)

(1) ｢次世代育成支援対策｣とは､次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ､か

つ､育成される環境の整備のための国若しくは地方公共団体の施策又は事業主の

雇用環境の整備等の取組をいうものであり､国や地方公共団体が講ずる施策のみ

ならず､事業主が行う雇用環境の整備を始め､次世代育成支援に資する各般の取

組を広く含む概念として定義したものであることO

(2) ｢子どもを育成し､又は育成しようとする家庭に対する支援｣とは､次世代育

成支援対策には､現に子どもがいる家庭に限らず､今後､子どもを持とうとする

家庭も含まれることを明らかにしたものであること｡

また､一般に､子育ては家庭において行われることから､｢子どもを育成し､

又は育成しようとする家庭に対する支援｣を次代の社会を担う子どもが健やかに

生まれ､かつ､育成される環境の整備の代表例として例示するものであり､諸般

の事情により行われる家庭以外での子どもの育成に対する支援についても､次世

代育成支援対策に含まれるものであること｡

(3) ｢事業主が行う雇用環境の整備その他の取組｣とは､育児休業の取得の促進､

子を養育する労働者に対する勤務時間短縮等の措置等の実施､子の看護のための

休暇制度の導入､所定外労働の削減､年次有給休暇の取得の促進等､その雇用す

る労働者を対象とした事業主が行う雇用環境の整備のほか､子どもの健やかな育

成に資する地域貢献活動等その雇用する労働者以外の者をも対象とした事業主

の各般の取組を指すものであること｡

3 基本理念 (法第3条)

(1) 法により推進される次世代育成支援対策は､国､地方公共団体又は事業主が保

護者による子育てを肩代わりする趣旨のものではなく､仕事と子育ての両立の負

担､子育てに伴う孤立感等､保護者が子育てについての責任を全うする上で直面
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する障害を除去するために行うものであることを明確にするとともに､子育ての

意義についての理解が深められ､子育ての喜びが実感されるように配慮して行わ

れる必要があることを明確にするものであること｡

(2) ｢父母その他の保護者｣とは､父母､父母以外の親権者､未成年後見人等の子

どもを現に監護する者を指すものであること｡

(3) ｢子育て｣とは､子どもを育成する行為一般を指す概念であること｡

(4) ｢家庭その他の場｣とは､子育てや次世代育成支援対策が行われ得るあらゆる

場所を指すことO

(5) ｢子育ての意義についての理解｣とは､子育ての意義や､子育てに対する考え

方は個々人によって異なるが､例えば､子どもを育てることは極めて重要なこと

であるということを認識すること等を指すものであること｡

(6) ｢子育てに伴う喜び｣とは､個々人によって､喜びの感じ方は異なるが､例え

ば､子どもの成長を感じること等を指すものであること0

4 国及び地方公共団体の責務 (法第4条)

次世代育成支援対策の実施主体は､国及び地方公共団体並びに事業主とされてい

るが (法第2条)､多種多様な施策､取組が展開されることが想定される中で､国及

び各地方公共団体が､相互に連携を図りながら､総合的かつ効果的にこれを推進す

るよう努める責務があることを定めるものであること｡

特に､次世代育成支援対策を一層推進するた糾 こは､働き方の見直しによる仕

事と生活の調和の実現と保育を始めとする子育て支援サービスの整備をともに

進めていくことが重要であり､法の成立後､国及び地方公共団体が展開してきた

次世代育成支援対策が整合性を保ち､より円滑かつ効果的に実施されるために､

改正法による法の一部改正により､国及び各地方公共団体が相互に連携を図る旨

を定めるものであること｡

5 事業主の責務 (法第5条)

(1) 労働者の職業生活と家庭生活との両立には､その雇用環境の状況が大きな影響

を与えることから､事業主に､多様な労働条件の整備を行うなど､労働者が職業

生活と家庭生活との両立を図ることができるよう雇用環境の整備に努めること

を責務として課すこととしたものであること｡また同時に､事業主が事業活動を

継続するに当たっては必要な人材の確保が不可欠であり､将来の労働力の維持確

保は､事業主の将来の人材確保を左右するものであることから､国や地方公共団

体の講ずる次世代育成支援対策に協力する責務を有することを規定したもので

あること｡

(2) ｢多様な労働条件の整備｣とは､職業生活と家庭生活との両立に資するような

勤務形態等､様々な労働条件の整備をいうものであり､例えば､

ア 育児休業､介護休業等育児又は家族介護を行 う労働者の福祉に関する法律

(平成3年法律第76号｡以下 ｢育児 ･介護休業法｣という｡)を上回る制度

の導入
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イ 労働基準法 (昭和22年法律第49号)に基づくフレックスタイム制や変形

労働時間制の活用

等が該当するものであること｡

(3) ｢その他の労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるようにするために

必要な雇用環境の整備｣とは､職業生活と家庭生活との両立に資するような福利

厚生の実施や周知啓発等の雇用環境の整備をいうものであり､例えば育児 ･介護

休業法に基づく育児休業等の権利等の関係法制度の周知､育児休業を取得しやす

い環境づくり又は所定外労働の削減のための環境づくり等が該当するものであ

ること｡

(4) ｢国又は地方公共団体が講ずる次世代育成支援対策に協力しなければならな

い｣とは､事業主に対して､国又は地方公共団体が次世代育成支援対策を実施す

るに当たって行 う各種の調査や依頼-の協力等の任意の協力を行 う一般的な義

務を課す規定であることO

なお､本条の規定は､事業主に対して､個別の施策について､何らかの具体的

な作為又は不作為の協力義務を課すものではないこと｡

6 国民の責務 (法第6条)

次世代を育成することは､我が国の将来にとって､重要な課題であることから､

国民の責務として､次世代育成支援対策の重要性についての理解と関心を深めると

ともに､国又は地方公共団体が講ずる次世代育成支援対策について協力することを

定めるものであること｡

なお､本条の規定は､国民に対して､個別の施策についての理解や関心を深める

ために何らかの具体的な作為義務を課すものではなく､また､個別の施策について

の具体的な作為又は不作為の協力義務を課すものではないこと｡

7 行動計画策定指針 (法第7条)

(1) 主務大臣は､次世代育成支援対策の総合的かつ効果的な推進を図るため､法第

8条第 1項の市町村行動計画及び法第9条第 1項の都道府県行動計画並びに法

第12条第1項の一般事業主行動計画及び法第19条第 1項の特定事業主行動

計画 (以下 ｢行動計画｣と総称する｡)の策定に関する指針 (以下 ｢行動計画策

定指針｣という｡)を定めなければならないことを規定しているものであること｡

なお､行動計画策定指針のうち､市町村行動計画及び都道府県行動計画に係る

部分並びに一般事業主行動計画に係る部分 (雇用環境の整備に関する部分を除

く｡)については､主務大臣は､厚生労働大臣､国家公安委員会､文部科学大臣､

農林水産大臣､経済産業大臣､国土交通大臣及び環境大臣であり､その他の部分

については､厚生労働大臣であること｡

(2) 行動計画策定指針の各項にらいて

ア 背景及び趣旨

法が制定されるまでの経緯を明らかにするとともに､行動計画策定指針が､

行動計画策定の指針 となるべき､次世代育成支援対策の実施に関する基本的

5



な事項､次世代育成支援対策の内容に関する事項､その他次世代育成支援対

策の実施に関する重要事項を定めたものであることを明らかにしたことo

イ 次世代育成支援対策の実施に関する基本的な事項

全ての計画に共通する次世代育成支援対策の実施に関する基本的な事項

として､次世代育成支援対策は法第3条の基本理念を踏まえて行われなけれ

ばならないことに加え､行動計画の策定の目的､次世代育成支援対策の推進

に当たっての関係者の連携 ･協働及び次世代育成支援対策地域協議会の活用

について考え方を示すものであること｡

り 市町村行動計画及び都道府県行動計画の策定に当たっての基本的な視点

市町村行動計画及び都道府県行動計画の策定に当たっての基本的な視点

を示したものであること｡

エ 市町村行動計画及び都道府県行動計画の内容に関する事項

市町村行動計画又は都道府県行動計画の策定に当たって､各市町村又は各

都道府県の実情に応じて盛り込むべき施策を例示しているものであること｡

なお､内容の例示として､｢仕事と生活の調和の実現のための働き方の見

直し｣及び ｢仕事と子育ての両立のための基盤整備｣が示されているところ

であること (市町村行動計画に関しては､行動計画策定指針五の 1の ｢(5)

職業生活 と家庭生活との両立の推進等｣､都道府県行動計画に関しては､行

動計画策定指針玉の2の ｢(5)職業生活と家庭生活との両立の推進等｣にお

いて示しているものであること｡)0

これは､仕事と生活の調和の実現のためには､地域の実情に応じ､市町村

及び都道府県が､自らの創意工夫を図りながら､取組を進めることが必要で

あり､市町村や都道府県が､地域の企業､都道府県労働局､関係団体等と密

接に連携､協力し合いながら行 う取組について例示しているものであること｡

オ -般事業主行動計画の策定に関する基本的な事項

一般事業主行動計画の策定に関する基本的事項として､一般事業主行動計

画の策定に当たっての基本的な視点､計画期間､次世代育成支援対策の実施

により達成しようとする目標､その他基本的事項について示すものであるこ

とo

(ア) -般事業主行動計画の策定に当たっての基本的な視点

一般事業主行動計画を策定し､当該計画を実施するに当たっては､労働

者の仕事と生活の調和の推進という視点､労働者の仕事と子育ての両立の

推進という視点､企業全体で取り組むという視点､企業の実情を踏まえた

取組の推進という視点､取組の効果という視点､社会全体による支援とい

う視点及び地域における子育ての支援とい う視点に立って取 り組むこと

が重要であること｡

(イ) -般事業主行動計画の計画期間

法上､一般事業主行動計画の計画期間についての定めはないが､各企業

の実情に応じて次世代育成支援対策を効果的かつ適切に実施することが

できる期間とすることが必要であるOこのため､法の一般事業主行動計画
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に係る部分が施行される平成 17年度から法の期限である平成 26年度

までの10年間を､おおむね2年間から5年間までの期間に区切り､これ

を計画期間として計画を策定することが望ましいこと｡

(ウ) 次世代育成支援対策の実施により達成しようとする目標

目標については､制度の利用状況に関するものや､仕事と子育ての両立

が図られるようにするための制度の導入に関するもの等､企業の実情に応

じて設定すべきであるが､可能な限り定量的な目標とする等､その達成状

況を客観的に判断できるものとすることが望ましいものであることa

また､企業の取組状況や課題を把握し､目標を設定するに際しては､｢両

立指標に関する指針の策定について｣(平成 15年4月8日雇児発第04

08001号)で示している両立指標の活用も考えられるものであること｡

カ その他基本的事項

一般事業主行動計画の策定に関するその他基本的事項として､推進体制の

整備､労働者の意見の反映のための措置､計画の周知､計画の実施状況の点

検及び基準に適合する一般事業主の認定について示すものであること｡

(ア) 推進体制の整備

一般事業主行動計画の策定やこれに基づく措置の実施を実効あるもの

とするため､まず､管理職や人事労務管理担当者に対し､その趣旨を徹底

することが必要であるとともに､子育てを行 う労働者を含めたすべての関

係労働者の理解を得ながら取り組んでいくことが重要であること0

このための推進体制は､各企業の実情に応 じ任意に定めるべきものであ

るが､行動計画策定指針においては､社内委員会の設置等､管理職や労働

者に対する研修 ･講習等､相談 ･情報提供を行 う窓口の設置や担当者の配

置を例示しているものであることO

また､各企業が一般事業主行動計画を策定する際に､同一業種の企業及

び事業主の団体等と連携することにより､より効果的な取組を進めること

も考えられるものであることO

なお､育児 ･介護休業法第29条に基づき選任した職業家庭両立推進者

を中心に､次世代育成支援対策を推進していくことも考えられること｡

(イ) 労働者の意見の反映のための措置

雇用環境の整備を効果的に実施するためには､多様な労働者のニーズを

踏まえることも重要であり､-般事業主行動計画の策定 ･実施に当たって

は､次世代育成支援対策に関する労働者の意見の反映について､企業の実

情に応じて工夫することが必要であることから､その方法として､労働者

や労働組合等に対するアンケー ト調査や意見聴取等の方法によることを

例示しているものであること｡

なお､労働者等に対する調査を実施する場合には､調査内容が労働者の

プライバシーに関することを多く含む可能性があることに留意し､個人情

報を漏洩したり､その結果が他の目的に流用される等のことがないよう､

結果の活用方法等に十分に注意することが必要であること｡
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(ウ) 計画の公表及び周知

一般事業主行動計画が策定された後は､適切な方法で公表するとともに､

自社の様々な両立支援の取組やその実施状況をあわせて公表する等その

公表方法を工夫することが期待されるものであることOまた､適切な方法

で計画を労働者-周知し､啓発資料の作成 ･配布､研修 ･講習の実施等を

あわせて行うことが期待されること｡

(エ) 計画の実施状況の点検

一般事業主行動計画の実施状況を把握 ･点検し､その結果を踏まえて､

計画の見直し等に反映させることが期待されるものであること｡

(オ) 基準に適合する-般事業主の認定

厚生労働大臣は､一般事業主からの申請に基づき､法第 13条に基づく

厚生労働省令で定める基準に適合する旨の認定を行 うことができ､この認

定を受けた一般事業主は､法第14条に基づき､認定を受けた旨を外部に

広く表示することができるoしたがって､一般事業主行動計画を実施し､

当該計画に定めた目標を達成した場合等に､認定を申請することを念頭に

置きつつ､計画の策定やこれに基づく措置を実施することが望ましいもの

であること｡

また､当該認定を受けることを希望する-般事業主は､法第 13条に基

づく厚生労働省令で定める基準を踏まえた一般事業主行動計画を策定す

ることが必要であること｡

認定を受けた企業は､認定を受けた旨の表示を積極的に活用することが

期待されるものであることO

キ 一般事業主行動計画の内容に関する事項

一般事業主は､オ及びカの一般事業主行動計画の策定に関する基本的な事

項を踏まえ､計画期間､次世代育成支援対策の実施により達成しようとする

目標並びに実施 しようとする次世代育成支援対策の内容及びその実施時期

を記載した-般事業主行動計画を策定するものであること0

本項においては､次世代育成支援対策として重要と考えられる事項を例示

するものであり､各企業の実情に応 じて､各々必要な事項を一般事業主行動

計画の内容に盛 り込むことが望ましいものであること0

8 一般事業主行動計画の策定等 (法第12条､欝12条の2)

(1) 基本的考え方

一般事業主行動計画の策定､実施を通じ､一般事業主による次世代育成支

援対策の取組を促進するため､一般事業主行動計画の策定及び策定した旨の

厚生労働大臣に対する届出等について規定するとともに､当該届出をしない

場合の厚生労働大臣の勧告について規定するものであること｡

また､一般事業主行動計画の公表は､事業主が他の企業における取組事例

を知り､国民が事業主の取組を知り､また就職希望者の企業選択に資すると

いった観点から､一般事業主行動計画を策定又は変更したときは公表しなけ
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ればならない旨及び当該公表をしない場合の厚生労働大臣の勧告について改

正法による法の一部改正により規定するものであること｡

さらに､策定した一般事業主行動計画について､従業員の理解を得ながら

企業全体で次世代育成支援対策の取組を推進するため､一般事業主行動計画

を策定又は変更したときは労働者に周知させるための措置を講じなければな

らない旨及び当該措置を講じない場合の厚生労働大臣-の勧告について改正

法による法の一部改正により規定するものであること｡

一般事業主行動計画の策定及び策定した旨の厚生労働大臣-の届出につい

ては､中小企業の事務負担等を勘案し､常時雇用する労働者数が300人 (辛

成 23年4月 1日以降は､100人)を超える一般事業主についてのみ､義

務を課しているが､本来､一般事業主行動計画の策定､実施を始めとする次

世代育成支援対策のための取組は､企業規模を問わず全ての事業主において

行われるべきものであることから､常時雇用する労働者数が300人 (平成

23年4月 1日以降は､100人)以下の一般事業主についても努力義務と

していること｡

(2) 一般事業主とは､国及び地方公共団体以外の労働者を雇用して事業を行 う

全ての事業主を指し､個人企業にあってはその企業主個人､会社その他の法

人組織の場合はその法人そのものを指すものであること｡したがって､独立

行政法人､日本郵政公社､国立大学法人､大学共同利用機関法人及び地方独

立行政法人は､一般事業主に該当すること｡

(3) ｢常時雇用する労働者｣とは､雇用契約の形態を問わず､事実上期間の定

めなく雇用されている労働者を指すものであり､次のような者は常時雇用する

労働者となること｡

ア 期間の定めなく雇用されている者

イ 一定の期間を定めて雇用されている者又は日々 雇用される者であってその

雇用期間が反復更新されて事実上アと同等と認められる者oすなわち､過去1

年以上の期間について引き続き雇用されている者又は雇入れの時から1年以

上引き続き雇用されると見込まれる者

(4) 常時雇用する労働者数が300人 (平成23年 4月 1日以降は100人)

を超える一般事業主が一般事業主行動計画を策定したときは､当該一般事業

主行動計画自体ではなく､｢一般事業主行動計画策定 ･変更届｣(則様式第 1

号｡以下 ｢策定等届｣というD)により､一般事業主行動計画を策定した旨を

届け出なければならないものであること｡一般事業主行動計画を変更したと

きも､策定したときと同様に､その旨を届け出なければならないこととされ

ていること｡

常時雇用する労働者が300人 (平成23年4月 1日以降は100人)以

下の一般事業主にあっては､一般事業主行動計画を策定し､又は変更した旨

の届出をするよう努めなければならないとされていること｡

なお､平成 17年4月 1日 (平成 23年4月 1日)において常時雇用する

労働者が300人 (平成 23年4月 1日以降は100人)以下の一般事業主
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であっても､その後､常時雇用する労働者数が300人 (平成 23年4月 1

日以降は100人)を超えた場合にあっては､その時点から-般事業主行動

計画を策定し､又は変更した旨を届け出る義務が課されるものであること｡

(5) ｢行動計画策定指針に即して｣とは､一般事業主行動計画を策定するに当

たっては､行動計画策定指針の ｢五 一般事業主行動計画の策定に関する基

本的な事項｣及び ｢六 一般事業主行動計画の内容に関する事項｣に示され

ている基本的事項を踏まえて策定しなければならないという趣旨であること｡

なお､行動計画策定指針の ｢六 一般事業主行動計画の内容に関する事項｣

に掲げられている項目は次世代育成支援対策として重要と考えられる事項を

例示しているものであり､その全ての項目を一般事業主行動計画に盛り込む

必要はなく､各一般事業主の実情に応じて､必要な事項を一般事業主行動計

画に定めることが望ましいものであることO

(6) ｢一般事業主が実施する次世代育成支援対策｣とは､次代の社会を担 う子

どもが健やかに生まれ､かつ､育成される環境の整備のための事業主が行 う

雇用環境の整備その他の取組をいうものであること｡

なお､｢雇用環境の整備｣には､子育てを行 う労働者等の職業生活と家庭生

活との両立を支援するための雇用環境の整備や､働き方の見直しに資する多

様な労働条件の整備など､当該一般事業主に雇用される労働者に対する雇用

環境の整備が含まれるものであり､｢その他の取組｣には､雇用される労働者

に対するものに限らない雇用環境の整備以外の次世代育成支援対策の実施が

広く含まれるものであること｡

(7) 一般事業主行動計画には､行動計画策定指針に即して､計画期間､次世代

育成支援対策の実施により達成しようとする目標､実施しようとする次世代

育成支援対策の内容及びその実施時期を定めるものであることO

(8) 一般事業主行動計画の策定義務のある一般事業主が､一般事業主行動計画

を策定し､又は変更した場合には､当該一般事業主行動計画自体を公表しな

ければならないものであること｡

一般事業主行動計画の策定の努力義務のある一般事業主が､一般事業主行

動計画を策定し､又は変更した場合には､当該一般事業主行動計画自体を公

表するよう努めなければならないものであること｡

(9) 一般事業主行動計画の策定義務のある一般事業主が､一般事業主行動計画

を策定し､又は変更した場合には､当該一般事業主行動計画自体を労働者に

周知させるための措置を講じなければならないものであること｡

一般事業主行動計画の策定の努力義務のある一般事業主が､一般事業主行

動計画を策定し､又は変更した場合には､当該一般事業主行動計画自体を労

働者に周知させるための措置を講ずるよう努めなければならないものである

こと｡

(10) ｢第 1項に規定する一般事業主が同項の規定による届出又は第 3項の規定

による公表をしない場合｣とは､一般事業主が､一般事業主行動計画を策定

せず､したがって届出をしない場合及び策定した場合であってもその旨の届
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出をしない場合又は一般事業主行動計画の公表をしない場合を指すものであ

ること｡

第 12条の2第3項において第 12条第6項を準用する場合における､

｢第1項の規定による措置を講じない場合｣とは､一般事業主が労働者に周

知させるための措置を講じない場合を指すものであること｡

(ll) 一般事業主行動計画を策定した旨の届出

常時雇用する労働者数が300人 (平成23年4月1日以降は100人)

を超える一般事業主が一般事業主行動計画を策定したときは､策定等届に必

要な事項を記載して､当該策定等届をその住所 (法人にあっては主たる事務

所の所在地)を管轄する都道府県労働局長 (以下 ｢所轄都道府県労働局長｣

という｡)に提出しなければならないものとされていること (則第1条の2)D

この届出は､策定後遅滞なく (概ね3ケ月以内に)行わなければならない

ものであること｡

また､常時雇用する労働者が300人 (平成23年4月 1日以降は100

人)以下の一般事業主が-般事業主行動計画を策定した旨の届出を行う場合

も同様とされていること (則第2条)｡

(12) 一般事業主行動計画の公表の方法

常時雇用する労働者数が300人 (平成23年4月1日以降は100人)

を超える一般事業主が一般事業主行動計画を策定又は変更したときは､イン

ターネットの利用その他の適切な方法により公表しなければならないもの

とされていること (則第1条の3)｡

この公表は､策定後遅滞なく (概ね3ケ月以内に)行わなければならな

いものであることO

｢インターネットの利用｣とは､仕事と家庭の両立の支援に積極的に取り

組んでいる企業の取組等を掲載しているサイ トである ｢両立支援のひろば｣

や自社のホームページの利用等を指すものであることo

その他の適切な方法としては､ ｢日刊紙-の掲載｣｢県の広報誌｣等の一

般の者が一般事業主行動計画を知り得る状況にする方法が考えられるが､イン

ターネットの利用が不可能な一般事業主については､事務所に備えっける等の

方法により､求めに応じて一般の者が一般事業主行動計画を知り得るようにす

る方法も差し支えないこと｡

また､常時雇用する労働者が300人 (平成23年4月 1日以降は100

人)以下の一般事業主が一般事業主行動計画を策定又は変更したときに公表

をする場合も同様とされていること (則第2条の2)0

(13) 一般事業主行動計画の労働者-の周知の方法

常時雇用する労働者数が300人 (平成23年4月1日以降は100人)

を超える一般事業主が一般事業主行動計画を策定又は変更したときは､事業

所の見やすい場所-掲示し若しくは備え付けること､書面を労働者-交付する

こと又は電子メールを利用して労働者-送信することその他の適切な方法に
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より労働者-の周知をするための措置を講じなければならないものとされ

ていること (則第2条の3)｡

この労働者-の周知をするための措置は､策定後遅滞なく (概ね3ケ月以

内に)行わなければならないものであること｡

その他の適切な方法としては､磁気テープ､磁気ディスクその他これらに

準ずる物に記録し､かつ､各作業場に労働者が当該記録の内容を常時確認でき

る機器を設置し､労働者に当該機器の操作の権限を与えるとともに､その操作

の方法を労働者に周知させること等により､労働者が一般事業主行動計画を随

時確認することができるようにする方法が考えられること｡

また､常時雇用する労働者が300人 (平成 23年4月 1以降は100人)

以下の一般事業主が一般事業主行動計画を策定又は変更したときに労働者

-の周知をする場合も同様とされていること (則第 2条の4)0

9 -般事業主行動計画の変更 (法第12条第1項及び第4項)

常時雇用する労働者数が300人 (平成23年4月1日以降は100人)を超え

る一般事業主は､一般事業主行動計画を変更したときは､策定等届に必要な事項を

記載して､当該策定等届1通を所轄都道府県労働局長あて提出しなければならない

ものとされていること｡また､次に掲げる事項については､変更後遅滞なく届け出

なければならないものであるが､その他の事項については､1年以内を限度として､

他の部分の変更の機会に一括して届け出ることとしても差し支えないものであるこ

と｡

なお､変更後遅滞なくとは､変更後概ね3ケ月以内を指すものであること｡

ア 事業主に係る属性 (氏名又は名称､代表者の氏名､住所及び電話番号)の変更

イ 一般事業主行動計画の計画期間

ウ 目標又は次世代育成支援対策の内容 (既に届け出ている策定等届の事項に変更

を及ぼすような教合 (事項の廃止､新たな事項の追加等)に限るO)

10 一般事業主行動計画を変更したときの公表及び周知 (法第12条第3項及び第5

項､法第 12条の2第 1項及び第2項)

常時雇用する労働者数が300人 (平成23年4月1日以降は100人)を超え

る一般事業主は､一般事業主行動計画を変更したとき公表及び労働者-の周知をし

なければならないものとされていること｡また､9イ及びりに掲げる事項について

は､変更後遅滞なく変更後の-般事業主行動計画の公表及び労働者-の周知をしな

ければならないものであるが､その他の事項については､1年以内を限度として､

他の部分の変更の機会に一括して変更後の一般事業主行動計画の公表及び労働者-

の周知をしても差し支えないものであることO

なお､変更後遅滞なくとは､変更後概ね3か月以内を指すものであること0

11 届出をすべきことの勧告 (法第 12条第6項､法第 12条の2第 3項)

(1) 厚生労働大臣は､法第 12条第 1項に規定する一般事業主が一般事業主行
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動計画の届出をしない場合､一般事業主行動計画の公表をしない場合又は一

般事業主行動計画を労働者に周知させるための措置を講じない場合には､そ

れぞれ､届出し､公表し､周知のための措置を講ずべきことを勧告すること

ができるものであること｡

(2) 本項の厚生労働大臣の権限は､第三者からの情報､職権等その端緒を問わ

ず､必要に応 じて行使しうるものであること｡なお､本項の厚生労働大臣の

権限については､則第 18条に基づき委任されていることにより､都道府県

労働局長が行使することも可能であること｡

12 基準に適合する一般事業主の認定 (法第13条)

(1) 基本的考え方

法においては､事業主に対し､その雇用する労働者に係る多様な労働条件

の整備その他の労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるようにする

ために必要な雇用環境の整備を行 うことにより､自ら次世代育成支援対策の

実施に努めることが責務として求められていることを踏まえ (法第 5条)､-一

般事業主が実施した雇用環境の整備に関し､行動計画策定指針に照らし適切

な一般事業主行動計画を策定したこと､当該計画を実施し目標を達成したこ

と等の基準を満たしていることを評価し､事業主による更なる取組を推奨す

る仕組みとして､認定制度が設けられたものであること｡具体的には､一般

事業主の申請に基づき､その雇用する労働者の職業生活と家庭生活との両立

が図られるようにするための雇用環境の整備に関し､当該一般事業主が厚生

労働省令で定める基準に適合するものである旨の認定を､厚生労働大臣が行

うことができるものであること｡

- なお､この厚生労働大臣の権限は､都道府県労働局長に委任されているも

のであること (則第 18条)O

(2) 法第 13条に基づく認定は､-般事業主行動計画を策定した旨を届け出た

一般事業主であれば､その常時雇用する労働者の数にかかわらず認定の対象

となるものであること｡

また一般事業主が､法の有効期間中に一般事業主行動計画を複数回策定し､

厚生労働省令で定める基準に複数回適合する場合は､当該一般事業主を複数

回認定することも可能であること｡

(3) 認定の基準

則第4条各号に定める基準をすべて満たすことが必要であること｡

なお､第4号の基準については､平成21年4月 1日以降に新たに策定又は

変更した-般事業主行動計画についての認定申請について適用するものであり､

第5号ただし書の男性についての看護休暇及び短時間勤務の制度の基準につい

ては､平成 21年4月 1日以降の認定申請について適用するものであること｡

ア 則第4条第1号の ｢雇用環境の整備に関し､行動計画策定指針に照らし適切

な-般事業主行動計画を策定したこと｣とは､雇用環境の整備に関し目標を策

定し､行動計画策定指針の ｢六 一般事業主行動計画の内容に関する事項｣の
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｢1 雇用環境の整備に関する事項｣のうち､1項目以上の内容が盛り込まれ

た一般事業主行動計画であって､当該計画に定められた事項が法令に違反して

いないものを策定したことをいうものであること｡

イ 則第4条第3号の ｢策定した一般事業主行動計画を実施し､当該一般事業主

行動計画に定めた目標を達成したこと｣とは､雇用環境の整備に関して､一般

事業主行動計画に定めた目標を､全て達成したことをいうものであること｡

なお､制度導入等の措置を講じることを目標とした場合は､当該措置が関係

法令を上回る内容でなければならないものであること｡

ウ 則第4条第4号の ｢策定した-般事業主行動計画について､適切に公表及び

労働者-の周知をしたこと｡｣とは､平成21年4月以降に新たに策定又は変更

した-般事業主行動計画について､適切に公表及び周知をしていることをいラ

ものであること｡

エ 則第4条第5号及び第6号は､育児休業等 (育児 ･介護休業法第2条第 1号

に規定する育児休業及び第23条第1項又は第24条第1項の規定に基づく措

置として育児休業の制度に準ずる措置が講じられた場合の当該措置によりする

休業をいうO以下同じ｡)に関して､男性については (ア)､女性については(イ)

の基準をそれぞれ満たすことが必要であることを明らかにしたものであること｡

(ア) 計画期間において､その雇用する男性労働者のうち育児休業等をしたもの

の数が1人以上であること｡ただし､当該計画期間内に､その雇用する男性

労働者のうち､育児休業等をしたものがいない常時雇用する労働者数が30

0人以下の-般事業主の敬合は､次の①～③のいずれかを満たせば足りるこ

と｡

(丑 当該計画期間において､その雇用する男性労働者のうち育児 ･介護休業

法第16条の2第 1項に規定する子の看護休暇を取得したものがいること

(1歳に満たない子のために当該休暇を取得した場合を除くo)O

② 当該計画期間において､育児 ･介護休業法第23条第1項に規定する勤

務時間短縮等の措置として､育児休業､介護休業等育児又は家族介護を行

う労働者の福祉に関する法律施行規則 (平成三年労働省令第二十五号｡)

第34条第1項第 1号に規定する短時間勤務の制度の措置 (同法第24条

第1項の規定に基づく措置として短時間勤務の制度の措置に準ずる措置と

して講じられているものを含む｡)を講じており､その雇用する男性労働

者のうち子の養育のために当該措置を利用したものがいることO

③ 当該計画期間の開始前3年以内の期間において､その雇用する男性労働

者のうち､育児休業等をしたものがいること｡

(イ) その雇用する女性労働者であって､計画期間において出産したものの数に

対するその雇用する女性労働者であって､当該計画期間において育児休業等

をしたものの数の割合 (以下 ｢育児休業等をしたものの割合｣という｡)が

10分の7以上であることOただし､当該計画期間において､育児休業等を

したものの割合が10分の7未満である常時雇用する労働者数が300人以

下の-般事業主の場合は､当該計画期間の開始前3年以内の目であって､当
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該事業主が定める目から､当該計画期間の末日までを計画期間とみなした場

合における育児休業等をしたものの割合が10分の7以上であれば足りるこ

と｡

オ 則第4条第7号は､育児 ･介護休業法第24条第 1項により事業主の努力義

務とされている措置を講じていれば足りること｡

カ 則第4条第8号の ｢所定外労働の削減､労働基準法 (昭和22年法律第49

号)第39条の規定による年次有給休暇の取得の促進その他の働き方の見直し

に資する多様な労働条件の整備のための措置を講じていること｣とは､次の(ア)

から(ウ)までのいずれかの措置を実施していること｡

なお､(ア)から(ウ)までの措置は計画期間終了時までに講じられていればよい

ものであることO

(ア)｢所定外労働の削減のための措置｣として､次のいずれかの措置が実施され

ていること｡

(1) 労働時間等設定改善委員会をはじめとする労使間の話合いの機会の整

備

(ii) ｢ノー残業デー｣や ｢ノー残業ウイーク｣の導入 ･拡充

(ijl) フレックスタイム制や変形労働時間制の活用

(Ⅳ) 時間外労働協定における延長時間の短縮

(Ⅴ) その他これらに準ずる措置

(イ) ｢年次有給休暇の取得の促進のための措置｣として､次のいずれかの措置

が実施されていること｡

(1) 年次有給休暇の計画的付与制度の導入

(il) 年間の年次有給休暇取得計画の策定

(班) その他これらに準ずる措置

(ラ)｢その他働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備のための措置｣と

して､次のいずれかの措置が実施されていること｡

(i) 職場優先の意識や固定的な性別役割分担意識等の是正のための取組

(ll) 子どもの検診や予防接種のための休暇制度の実施又は子どもの学校行

事-の参加のための休暇制度の導入

(111) その他これらに準ずる措置

キ 則第4条第9号の ｢法及び法に基づく命令その他関係法令に違反する重大な

事実がないこと｣とは､計画期間中に､関係法令に対する著しい違反のあった

一般事業主を認定から排除するための規定であり､軽微な違反のあった事業主

まで排除するものではないことO

｢その他関係法令｣は､育児 ･介護休業法､雇用の分野における男女の均等

な機会及び待遇の確保等に関する法律 (昭和47年法律第113号｡以下 ｢男

女雇用機会均等法｣という｡)､労働基準法等の関係法令をいうものであること｡

｢関係法令に違反する重大な事実｣とは､例えば計画期間中に育児 ･介護休

業法や男女雇用機会均等法に違反して勧告を受けたことや､労働基準法に違反

して送検され､当該事案が公になったこと等をいうものであること0
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13 表示等 (法第 14条)

(1) 一般事業主が労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるようにする

ために必要な雇用環境の整備のための取組を行 うことを奨励するため､法第

13条の規定による認定を受けた一般事業主 (以下 ｢認定一般事業主｣とい

うO)のみが､厚生労働大臣の定める表示を付することができるものとされた

ものであること｡

(2) ｢商品又は役務､その広告又は取引に用いる書類若しくは通信その他の厚

生労働省令で定めるもの｣として､以下のものが定められていること｡

ア 商品又は役務

イ 商品､役務又は一般事業主の広告

一般事業主の広告とは､会社案内等一般事業主そのものに関する広告をい

うものであること｡

り 商品又は役務の取引に用いる書類又は通信

商品又は役務の取引に用いる書類とは､カタログ､注文書及び契約書等商

取引の関係書類一般を指し､商品又は役務の取引に用いる通信とは､書状､

ファックス等商取引に伴 う書類以外の全ての通信や連絡を指すものである

こと｡

エ ー般事業主の営業所､事務所その他の事業場

オ インターネットを利用した方法により公衆の閲覧に供する情報

いわゆるインターネットホームページを指すものであること｡

カ 労働者の募集の用に供する広告又は文書

いわゆる求人広告又は求人票等を指すものであること｡

(3) 法第 13条の規定による認定-般事業主以外の者が(2)に掲げるもの等に

おける表示又はこれと紛らわしい表示をしてはならないこととされているこ

と｡

14 認定の取消し (法第 15条)

(1) 厚生労働大臣は､認定一般事業主が法第13条に規定する基準に適合しな

くなったと認めるとき､法又は法に基づく命令に違反したとき､その他認定

一般事業主として適当でなくなったと認めるときは､同条の認定を取り消す

ことができるものとされたこと｡

(2) ｢認定一般事業主として適当でなくなった｣場合としては､不正の手段に

より認定の申請を行い認定を受けていた場合等があること｡

(3) 認定一般事業主がその認定を取り消された場合において当該取消の日以後

は､当該取消に係る認定に係る法第 14条に基づく表示を付することはでき

ないものであること｡

15 委託募集の特例 (法第16条)

(1) 基本的考え方
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次世代育成支援対策を推進するための措置の適用を受ける労働者の代替要

員等又は当該措置の実施に係る労働者 (以下 ｢次世代育成支援対策措置要員｣

というO)の募集をしやすくすることは､事業主にとって重要であるばかりで

なく､労働者にとっても職業生活と家庭生活との両立が図られる雇用環境の

整備という観点から､強く望まれることであるが､労働者を臨機に募集する

ことは特に中小事業主にとって､事務負担となるだけでなく､知名度等から､

実際に必要な時期までに労働者を募集できない場合も生じ得るところであるO

そのため､法第16条において､一定の基準を満たした中小事業主団体に関

しては､事前に厚生労働大臣の承認を受けた後､その構成員たる中小事業主

から次世代育成支援対策措置要員の募集の委託を受けた場合､中小事業主団

体が厚生労働大臣に届出をすることによって当該次世代育成支援対策措置要

員の委託募集ができるようにしたものであることO

(2) 委託募集の特例の前提

委託募集を行うに際しては､募集を委託された団体は､単に募集を行うだ

けではなく､募集後雇用された労働者の労働条件について募集時の労働条件

との相違がないか等を常にチェックし､不適切な点があれば是正するように

指導できる立場にあることが前提となるものであること｡

そのために､その構成員たる中小事業主と密接に連携し合いながら構成員

たる中小事業主の雇用管理面について適切に指導していくことが可能でなけ

ればならず､このような観点から､次世代育成支援対策措置要員の確保に当

たっても､構成員たる中小事業主において次世代育成支援対策を実施しやす

い雇用環境の整備の事業を協同して行う団体であることを前提に､手続を緩

和したものであることO

(3) 次世代育成支援対策措置要員の範囲

ア 次世代育成支援対策措置要員は､中小事業主が次世代育成支援対策を推進

しようとするための措置の適用を受ける労働者の代替要員等又は当該措置

の実施に係る労働者である｡具体的には､行動計画策定指針の ｢七 一般事

業主行動計画の内容に関する事項｣に掲げられた措置の適用を受ける労働者

の代替要員等又は当該措置の実施に係る労働者であり､例えば次のようなも

のが考えられることO

(ア) 次世代育成支援対策を推進するための措置の適用を受ける労働者の代

替要員等

短時間勤務や隔日勤務等の労働者 (行動計画策定指針七の1の(2)のり

中 ｢短時間正社員制度導入の促進｣関係)

(イ) 次世代育成支援対策を推進するための措置の実施に係る労働者

(1) 事業所内託児施設において勤務する保育士 (行動計画策定指針七の

1の(1)のカ中 ｢事業所内託児施設の設置及び運営｣関係)

(ii) 次世代育成支援対策に係る労務管理の実施に関する業務を行う者

イ 雇用期間

次世代育成支援対策措置要員は､次世代育成支援対策を推進しようとする
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ための措置の適用を受ける労働者の代替要員等又は当該措置の実施に関し

て必要な労働者であるため､当該労働者の雇用期間は､基本的には､当該次

世代育成支援対策を講 じる期間と同一又はそれより短期である必要がある

が､訓練期間､引継期間等を考慮して､当該次世代育成支援対策を講じる期

間の前後にわたり､当該期間よりも若干長い雇用期間が設定されることは妨

げないものであること｡

(4) 中小事業主の範囲

中小事業主の範囲としては､一般事業主であって､常時雇用する労働者の

数が300人以下のものであることO

(5) 中小事業主団体の範囲

中小事業主団体の範囲は以下のとおりであること (則第 6条､第7条)O

ア 事業協同組合及び事業協同小組合並びに協同組合連合会 (中小企業等協同

組合法 (昭和 24年法律第 181号))

イ 水産加工業協同組合及び水産加工業協同組合連合会 (水産業協同組合法

(昭和 23年法律第 242号))

り 商工組合及び商工組合連合会 (中小企業団体の組織に関する法律 (昭和 3

2年法律第 185号))

エ 商店街振興組合及び商店街振興組合連合会 (商店街振興組合法 (昭和 37

年法律第 141号))

オ 農業協同組合及び農業協同組合中央会 (農業協同組合法 (昭和 22年法律

第 132号))

カ 生活衛生同業組合 (生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関する法

律 (昭和 32年法律第 164号))であって､その構成員の3分の2以上が

中小事業主であるもの

キ 酒造組合及び酒造組合連合会 (酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律

(昭和 28年法律第 7号))であって､その直接又は間接の構成員たる酒類

製造業者の3分の2以上が中小事業主であるもの

ク その直接又は間接の構成員の 3分の2以上が中小事業主である社団法人

(民法 (明治 29年法律第 89号))

(6) 次世代育成支援対策を推進するための人材確保に関する相談及び援助

ア 基本前提

(2)で述べた次世代育成支援対策を実施しやすい雇用環境の整備の事業と

して､中小事業主団体が､構成員たる中小事業主に対して､次世代育成支援

対策を推進するための人材確保に関する相談及び援助の事業 (以下 ｢相談援

助事業｣というD)を行っていることが前提となるものであることO

イ 承認基準の内容

承認基準告示に定める法第 16条第 2項に基づく承認中小事業主団体の

承認基準においては､相談及び援助の事業として実施又は実施することを予

定しているものとして､次のものが挙げられていること (承認基準告示第 1

%)0
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(ア) 次世代育成支援対策措置要員の確保を容易にするための､好事例の収集

及び提供の事業

｢次世代育成支援対策措置要員の確保を容易にするための､好事例の収

集及び提供の事業｣は例示であって､中小事業主団体は､構成員たる中小

事業主の次世代育成支援対策措置要員の確保を容易にするために､これら

と同程度の事業を行っていれば足りるものであること｡

(イ) (ア)のほか､次世代育成支援対策を推進するための措置の適用を受ける

労働者が雇用される事業所における雇用管理その他に係る講習会の開催､

相談指導､先進的な事例に関する見学会の開催等の事業

｢講習会の開催､相談指導､先進的な事例に関する見学会の開催｣は例

示であって､中小事業主団体としては､次世代育成支援対策に係る雇用管

理等に資する事業を行っていれば足 りるものであることO

(7) その他の承認基準

その他の承認基準としては､以下のものがあること｡

ア 事務処理体制の整備 (承認基準告示第2号)

上申 (6)の事業を行 うのに適当と認められる事務処理の体制が整備されて

いることO

｢事務処理の体制が整備｣とは､中小事業主団体の役員又は職員が事務の

担当責任者として決められていることをいうものであることO

イ 構成員たる中小事業主の3分の1以上が､一般事業主行動計画を策定した

旨の届出を行っていることD

ウ 適正な委託募集内容 (承認基準告示第4号)

募集に係る労働条件その他の募集の内容が適切なもので､かつ､労働者の

利益に反しないことが見込まれること｡

これは､

(ア)賃金が､同業種の賃金水準に比較して低くないこと｡

(イ)労働時間､休日その他の労働条件が､法定の労働条件以上であること｡

(ウ)募集従事者が､当該中小事業主団体の役員又は職員であることO

をいうものであることO

(8) 承認手続 (法第 16条第2項)

ア 法第 16条第 2項の規定により承認を受けようとする中小事業主団体は､

様式第 1号 ｢承認中小事業主団体承認申請書｣を作成して､当該申請書 1通

及びその写し2通をその主たる事務所の所在地を管轄する都道府県労働局

長を経て､厚生労働大臣に提出するものとすること (則第8条)｡

イ 承認

(ア) 厚生労働大臣は､中小事業主団体から｢承認中小事業主団体承認申請書｣

の提出を受けたときは､遅滞なく当該中小事業主団体が法令及び承認基準

に照らして適当であるか否か審査し､適当であると判断されるものについ

て承認するものであること｡

(イ) 承認期限は､承認 日から承認 目の属する年度から起算して5年度目の午

19



度の末日 (当該末日が平成 27年 3月31日以後である場合は､平成 27

年 3月31日)までとすること｡

(ウ) 厚生労働大臣は､承認をしたときは､遅滞なく､様式第2号 ｢承認中小

事業主団体承認通知書｣により､所轄の都道府県労働局長を経て､当該承

認に係る中小事業主団体 (以下 ｢承認中小事業主団体｣という｡)に対し

て通知するものとすること｡

(9) 承認の取消 (法第 16条第 3項)

ア 厚生労働大臣は､承認中小事業主団体が相談援助事業を行 うものとして適

当でなくなったと認めるときは､当該承認を取り消すものとしたものである

こと｡｢適当でなくなった｣場合としては､相談援助事業の実施に著しい支

障が生じて当該事業を実施する見込みがなくなった場合､当該承認中小事業

主団体が法令及び承認基準を満たさなくなったと認められる場合があるも

のであること｡

イ 厚生労働大臣は､承認中小事業主団体の承認の取消をしたときは､遅滞な

く､様式第 3号 ｢承認中小事業主団体承認取消通知書｣により､所轄の都道

府県労働局長を経て､当該承認に係る中小事業主団体に対して通知するもの

とすることo

ウ 承認中小事業主団体の承認の取消を行った場合における当該取消の日後

には､届出による委託募集を行うことはできないものであること｡

(10) 委託募集の届出 (法第 16条第4項)

ア 承認中小事業主団体が､その構成員たる中小事業主の委託を受けて次世代

育成支援対策措置要員の募集を行 う際には､承認中小事業主団体は､その主

たる事務所の所在地を管轄する都道府県労働局長に対して､委託募集の届出

を行 うものであること (則第 11条第2項)｡ただし､承認中小事業主団体

の主たる事務所の所在する都道府県の区域以外の地域 (以下 ｢自県外地域｣

とい う｡)を募集地域とする委託募集であって､-中小事業主が自県外地域

において募集しようとする労働者の数の合計が 100人以上である委託募

集又は-中小事業主が自県外地域において募集 しようとする労働者の数の

合計が100人未満であっても自県外地域のうち-の都道府県の区域にお

いて募集 しようとする労働者の数の合計が30人以上である委託募集につ

いては､厚生労働大臣に対して､承認中′j＼事業主が委託募集の届出を行 うも

のであること (則第9条､第 11条第2項)｡

イ 委託募集の届出の有効期間は6か月以内とするものであること0

ウ 承認中小事業主団体は､次世代育成支援対策措置要員の募集を行わせよう

とする中小事業主についてのみ､委託募集の届出を行 うものであることO

エ 承認中小事業主団体は､委託募集届出書 (様式第4号)を､都道府県労働

局長-の届出にあっては正本 1通､副本 2通を作成し､委託募集を開始する

目の7目前までに､厚生労働大臣-の届出にあっては正本 1通､副本3通を

作成 し､委託募集を開始する日の14日前までに､それぞれその主たる事務

所の所在地を管轄する公共職業安定所長 (以下 ｢所在地公共職業安定所長｣
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という｡)に対して提出するものであること(則第9条､則第 11条第2項)O

(ll) 委託募集の届出の受理 (法第 16条第5項)

ア 所在地公共職業安定所長は委託募集の届出の受付を行い､届出の受付から

2日以内に､副本 1通を保管のうえ､都道府県労働局長-の届出にあっては

正本 1通､副本 1通を､厚生労働大臣-の届出にあっては正本 1通､副本2

通をそれぞれ都道府県労働局長-送付するものとする｡うち厚生労働大臣-

の届出にあっては都道府県労働局長は副本 1通を保管のうえ所在地公共職

業安定所長から送付のあった日から2日以内に､正本 1通及び副本 1通を厚

生労働大臣へ送付するものであること｡

イ 届出書の送付を受けた都道府県労働局長 (厚生労働大臣への届出にあって

は厚生労働大臣)は､届出に係る募集の内容が､次世代育成支援対策措置要

員の募集を行わせようとしていることを確認 したうえで当該届出を受理し､

その副本 1通に確認の印を押し､届出の送付を受けてから2日以内に､所在

地公共職業安定所長 (厚生労働大臣-の届出にあっては都道府県労働局長及

び所在地公共職業安定所長)を経由して届出を行った承認中小事業主団体に

交付するものであること｡

り 所在地公共職業安定所長､就業地を管轄する公共職業安定所長 (以下 ｢就

業地公共職業安定所長｣という｡)及びその募集地を管轄する公共職業安定

所長 (以下 ｢募集地公共職業安定所長｣という｡)が異なる場合は､届出を

受理した都道府県労働局長又は厚生労働大臣は､受理した届出書の写しを､

就業地公共職業安定所長及び募集地公共職業安定所長に対して､それらの公

共職業安定所を管轄する都道府県労働局を経由して送付するものであるこ

と｡

(12) 労働者募集報告

委託募集に従事する承認中小事業主団体は､毎年度の委託募集の状況をと

りまとめ､様式第5号の労働者募集報告を作成し､当該年度の翌年度の4月

末日まで (当該年度の終了前に労働者の募集を終了させる場合にあっては､

当該終了の日の属する月の翌月末目まで)に委託募集の届出の受付を行った

公共職業安定所長に報告するものであること (則第 12条)0

(13) 報告の徴収 (法第 16条第7項)

厚生労働大臣は､必要と認めるときは､所轄の都道府県労働局長を通じて､

法第 16条第7項の規定に基づき､承認中小事業主団体に対し､相談援助事

業の実施状況について､随時報告を求めるものであることo

(14) 公共職業安定所の援助 (法第17条)

ア 公共職業安定所は､委託募集が効果的かつ適切に行われるよう､承認中小

事業主団体及び当該募集を委託する中小事業主に対して､求人条件の決定､

募集方法等について助言､指導を行うなど配意するものであること｡

イ 公共職業安定所は､求職者に対する職業紹介に際して､当該募集に係る求

人が次世代育成支援対策措置要員の募集を行わせようとしている中小事業

主からの求人である場合には､その旨説明するよう配意するものであること｡
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(15) その他の留意事項

承認中小事業主団体は､当該届出によっては､職業紹介に及ぶ行為をする

ことはできないものであること｡

16 -般事業主行動計画に対する国の援助 (法第 18条)

国は､一般事業主行動計画を策定､実施する一般事業主に対し､必要な助言､

指導､その他の援助の実施に努めることとしたことO

本条においては､法第12条第1項に基づき一般事業主行動計画を策定しその

旨を届け出なければならないとされている一般事業主のみならず､法第12条第

4項に基づき一般事業主行動計画を策定しようとする又は策定しその旨を届け

出た一般事業主に対しても､国が必要な助言､指導､その他の援助の実施に努め

るものとされていること｡

なお､これら援助の実施に当たっては､法第20条に基づく次世代育成支援対

策推進センターと連絡を密に行うものであること.

17 次世代育成支援対策推進センター (法第20条)

(1) 一般事業主行動計画の策定及び実施に関し､一般事業主その他の関係者に対し

て､相談その他の援助を行う次世代育成支援対策推進センター (以下 ｢センター｣

というO)について規定するものであること｡

(2) 基本的考え方 (法第20条第1項及び第2項)

ア 一般事業主行動計画について､その内容の充実や円滑な策定及び実施が図ら

れるようにするために､国としても支援を行うことが必要となるが､一般事業

主行動計画の内容には､勤務体制､人事管理の見直し等本来一般事業主が自主

的に決定する事項が定められるものである｡こうしたことから､育児休業制度､

労働時間制度等について知識を有していること､一般事業主行動計画の策定及

び実施に係る支援業務の遂行の確実性があること等の要件を満たす民間団体を

国が指定し､一般事業主行動計画の策定及び実施に係る支援を行わせる仕組み

を設けることとするものであること｡

イ ｢一般事業主の団体又はその連合団体 (法人でない団体又は連合団体であっ

て代表者の定めがないものを除く｡)｣とは､センターとして指定する対象は､

事業主の団体又はその連合団体であり､法人格の有無は問わないが､法人格の

ない団体又は連合団体で､代表者の定めがないものは､責任の所在が不明確と

なるおそれがあることから､法律上､指定の対象としないことを明記したもの

であること｡

ウ ｢雇用環境の整備｣とは､法第5条の事業主の責務を定めた規定等における

｢雇用環境の整備｣と同義であり､多様な労働条件の整備､育児休業を取得し

やすい職場の雰囲気の醸成など､子どもを育成し､又は育成しようとする労働

者が､子どもを育成しつつ､意欲､能力､経験及び技能の程度等に応じて､そ

の有する職業能力を十分に発揮することができるようにするために事業主が講

ずる各般の措置を指すものであること｡
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(3) 指定の申請 (法第20条第1項)

法第20条第 1項の規定による指定を受けようとする者は､名称及び住所､代

表者の氏名及び法第20条第2項に規定する業務 (以下 ｢センターの業務｣とい

う｡)を行おうとする事務所の所在地を記載した申請書を､厚生労働大臣に提出

しなければならないこと (則第14条第1項)｡

当該申請書には､次の書類を添付しなければならないこと (則第14条第2項)D

ア 定款､寄附行為等団体又はその連合団体の目的､組織､運営等を明らかにす

る書類 (団体が法人であるときは､登記簿の謄本を含む｡)｡なお､特別の法令

により設立された法人についてはこれら書類の提出を要しないものとすること｡

イ 最近の財産目録､貸借対照表及び損益計算書等資産の状況を明らかにする書

類 (申請の日の属する事業年度の直前の事業年度のものとする｡)｡ただし､申

請の日の属する事業年度の直前の事業年度のものが確定していない場合は､そ

の前の事業年度のもので足りるものとすること｡

ウ センターの業務の実施に関する基本的な計画｡なお､この計画は､当該業務

を開始しようとする目の属する事業年度から平成27年3月31日までのもの

とすることO

エ 役員及びセンターの業務を担当しようとする者の氏名及び略歴を記載した書

類Oなお､略歴については､役員の代表者及びセンターの業務を担当する者に

ついてのみ記載すれば足りるものとし､その他の役員については､氏名のみの

記載で足りるものとすること｡

(4) 指定の基準 (法第20条第1項)

法第20条第 1項の規定による指定は､次に掲げる基準に適合していると認め

られる者について行うこと (則第 15条)0

ア 則第14条第2項第3号に掲げる計画が､センターの業務の適正かつ確実な

実施のために適切なものであること｡

イ 則第14条第2項第3号に掲げる計画の適正かつ確実な実施に必要な経理的

及び技術的基礎を有するものであること｡

ウ センターの業務以外の業務を行っている場合には､その業務を行うことによ

ってセンターの業務の公正な実施に支障を及ぼすおそれがないものであることO

(5) 変更の届出 (法第20条第1項)

センターは､則第14条第1項各号に掲げる事項を変更しようとするときは､

あらかじめ､変更しようとする事項及び変更しようとする日を記載した申請書を､

厚生労働大臣に提出しなければならないものであること (則第16条)0

(6) 監督 (法第20条第3項及び第4項)

ア センターは､毎事業年度開始前に (指定を受けた日の属する事業年度にあっ

ては､その指定を受けた後遅滞なく)センターの業務に関し事業計画書を作成

し､厚生労働大臣に提出しなければならないこと (則第17条第1項)｡

イ センターは､毎事業年度終了後3月以内に､センターの業務に関し事業報告

書を作成し､厚生労働大臣に提出しなければならないこと(則第17条第2項)0

り 厚生労働大臣は､センターの業務の適正な運営を図るため必要があると認め
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るときは､センターに対し､その財産の状況又は事業の運営に関し報告又は資

料の提出を求めることができること (則第 17条第3項)O

エ センターの業務は､適正かつ確実に実施される必要があることから､センタ

ーの財産の状況又はその業務の運営に関し改善が必要な場合には､その改善に

必要な措置をとるべきことを厚生労働大臣が命ずることができること｡

オ センターが法第20条第3項の規定による改善命令に違反した場合に､厚生

労働大臣が同条第1項の指定を取り消すことができること｡

(7) センターの役員等の守秘義務 (法第20条第5項)

センターが､一般事業主行動計画を策定し､又は実施しようとする事業主から

の雇用環境の整備に関する相談等に応じる際には､勤務体制に係る情報や人事戦

略に係る情報を始め､企業経営上の秘密や労働者の個人情報を知り得る可能性が

高いため､企業又は労働者の法益を保護する観点から､センターの役員若しくは

職員又はこれらの職にあった者に対して守秘義務を課するものであること｡

なお､本条の違反に対しては､19のとおり､罰則 (30万円以下の罰金)が

設けられていること｡

18 次世代育成支援対策地域協議会 (法第21条)

次世代育成支援対策については､地方公共団体､事業主､労働者､住民､福祉関

係者､教育関係者等の多様な関係者が協力しつつ､自発的な取組が積極的に進めら

れることが重要であるため､法の推進を図るための活動を行う者が､地域における

次世代育成支援対策の推進に関し必要となるべき措置について協議を行 う場とし

て､次世代育成支援対策地域協議会を設置することができる旨を法上明記したもの

であること｡

次世代育成支援対策地域協議会については､法上､その実施主体､構成員､実施

形態､設置される区域等に関して､制限が設けられているわけではなく､地域の実

情に応じ活発な活動が行われ､国民的な広がりをもった次世代育成支援対策の推進

が図られることが期待されるものであること｡

なお､行動計画策定指針においては､次世代育成支援対策地域協議会の類型の例

として､｢市町村及び都道府県の行動計画の策定やこれに基づく措置の実施に関し､

意見交換等を行うための､地方公共団体､事業主､労働者､子育てに関する活動を

行 う地域活動団体､保健 ･福祉関係者､教育関係者､都道府県労働局等の幅広い関

係者で構成されるもの｣が挙げられており､都道府県労働局に対して､協議会の構

成員としての参加が求められた場合は､子育てしやすい職場づくり推進協力員や育

児両立支援職場環境整備コンサルタントの活用も含め検討した上､適宜の対応が求

められること｡

19 罰則 (法第26条第4号)

認定一般事業主についての適正な表示の確保､労働者の委託募集の特例の公正確

保及びセンターの業務の適正な運営の確保を目的として､所要の罰則を規定したも

のであること｡
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20 施行期日 (法附則第1条､改正法附則第1条)

法は､公布の日から施行されることとしたものであること｡ただし､行動計画策

定指針に係る規定は公布の日から起算して6月を超えない範囲内において政令で定

める目(｢次世代育成支援対策推進法の一部の施行期日を定める政令 (平成15年政

令第371号)｣により平成15年8月22日)から､地方公共団体及び事業主が行

動計画の策定等を行うこととされており､所要の準備を進めるために相当の期間を

要する行動計画､罰則(センターの役員又は職員の守秘義務違反に係るものを除くO)､

法人等に係る両罰規定については､平成 17年4月1日から施行されることとした

ものであること｡

改正法による法の一部改正の施行期日については､法第4条､第7条から第9条

まで及び第22条の改正規定については公布の日から起算して6月を超えない範囲

内において政令で定める日(｢児童福祉法等の一部を改正する法律の一部の施行期日

を定める政令 (平成21年政令第27号)｣により平成21年3月 1日)､一般事業

主行動計画の公表及び労働者-の周知等に関する改正規定については平成21年4

月1日､一般事業主行動計画策定義務の対象範囲を100人超とする改正規定につ

いては平成23年4月1日とするものであることO

21 法律の失効 (法附則第2条)

法は､平成27年3月31日限りでその効力を失うことを規定したものであるこ

とD

ただし､センターの役員又は職員であった者が､業務に関して知り得た秘密に関

する法第20条第5項の守秘義務 (同項に係る罰則を含むO)は､法の失効後もなお

効力を有することとしたこと｡

また､法の失効前にした行為に対する罰則 (法第24条から第27条まで)は､

法の失効後もなお効力を有することとしたこと｡

22 検討 (改正法附則第2条)

政府は､改正法の施行後5年を目途として､法の施行状況を勘案し､必要がある

場合には法の規定について検討を加え､必要な措置を講ずることとしたものである

こと0

23 業務分担

法､則及び行動計画策定指針等の周知及び啓発については､本省においては雇用

均等 ･児童家庭局が関係各局との連携を図りつつ行うものであること｡

また､都道府県労働局においては､雇用均等室が中心となり､局内各部とも連携

を密にして､周知及び啓発を行うとともに､地方公共団体､次世代育成支援対策推

進センター等の関係機関とも十分連携を図ること｡
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立
を
支
凄
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

無

芸
不
の
十

小
親
族
住
居
型
児
塗
壁
宮
守
業
者
は
'
垂
託
旧八重
の
人
橋
の
擁
護
~
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
､
欝
珪

者
を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
野
だ
行
う
と
と
も
に
､
発
育
者
等

(准
覇
者
及
び
補
助
者

(盛
者
者
が
行
う

養
育
に
つ
い
て
生
育
者
を
補
勧
す
る
者
を
い
う
.
第

E
条
の
三
十

一
に
お
い
て
同
じ
.)を
い
う
古
以
下
同
じ
｡)に

対
し
'
研
蜂
を
実
施
す
る
等
の
描
隆
を
談
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第

一
条
の
十

J

小
規
模
住
居
遡
児
童
拳
有
事
未
着
杜
､
垂
託
児
童
の
風
雅
~
信
条
､
社
会
的
身
分
又
は
入
居
に
葉

す
る
費
用
を
負
担
す
る
か
否
か
に
よ
っ
lJ
T
苦
別
的
取
淡
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
｡

第

一集
の
十
二

慧

昔

年
は
'
要
託
児
壷
に
対
し
'
法
第
m
+
三
条
の
十
告

Y
に
娼
げ
る
行
為
そ
の
他
車
託
児
童

の
心
身
に
有
啓
な
影
饗
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
.

第

一
集
の
十
三

輩
育
者
は
､
垂
託
児
鼻
に
対
し
睦
第
四
十
七
粂
帯
二
項
の
規
定
に
よ
り
惣
嫁
に
関
し
そ
の
児
童
の

福
祉
の
た
吟
に
必
要
な
枯
虻
を
採
る
と
き
は
'
身
体
的
背
痛
を
与
え
'
人
格
を
辱
め
る
等
そ
の
権
限
を
濫
用
し
て

は
な
ら
な
い
｡

宗

E
条
の
十
円

小
規
模
住
居
型
児
盤
餐
有
事
発
着
は
ー
小
規
模
住
居
型
児
塵
速
書
手
挙

世
行
う
住
居

(以
下

｢小

規
模
住
居
些
児
童
養
育
事
葬
所
J
と
い
う
J
ご
と
に
'
三
人
以
上
の
整

畳

を
際
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ

し
'
そ
の
1
人
を
除
き
､
柿
助
着
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

小
規
模
住
居
塾
児
表
立
帯
革
美
智
は
､
小
規
模
住
居
型
児
童
亜
育
事
業
所
ご
と
に
､

一
人
以
上
の
当
該
小
児
填

住
居
型
児
童
束
育
事
業
所
に
生
活
の
奉
鞄
を
軽
く
専
任
の
養
育
者
を
犀
く
も
の
と
し
'
そ
の
う
ち

1
人
を
当
衣
小

規
模
住
居
塾
児
喪
養
育
事
某
所
の
管
理
者
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第

一
魚
の
十
五

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
所
の
設
備
の
基
準
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

一

重
託
児
丑
の
居
室
~
台
所
-
浴
室
.
洗
面
所
､
便
所
そ
の
他
委
託
児
頚
が
口
常
生
拝
を
営
む
上
で
必
袈
な
設

備
及
び
食
堂
等
香
託
児
塵
が
相
互
に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
設
俄
を
設
け
る
こ
と
.

二

重
託
児
垂
の
年
齢
等
に
応
じ
､
男
子
と
女
子
の
居
室
を
別
に
す
る
こ
と
｡

三

第
l
号
に
掲
げ
る
設
備
は
ー
重
曹
者
等
が
委
託
泥
壁
に
対
し
て
適
切
な
発
育
を
行
う
こ

と
が
で
昔
る
も
の
で

あ
る
ほ
か
-
小
藩

住
居
塁
児
塁
発
育
藁

所
の
設
備
の
す
べ
て
が
委
託
児
童
の
適
切
な
魂
育
iL糞
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
.

El
垂
託
児
並
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
安
全
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
.･J.

兼

l
轟
の
十
六

小
規
模
住
居
型
児
盈
拳
育
歩
策
所
の
管
埋
着
は
ー
当
該
小
規
較
住
居
型
児
童
発
育
事
業
所
の
葺
背

着
等
及
び
業
務
の
管
理
そ
の
他
の
管
理
を
二
刀
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

小
規
模
住
居
型
児
丑
養
育
寄
港
所
の
管
理
者
は
､
当
該
小
規
模
住
居
型
児
童
生
育
事
菜
所
の
養
育
者
等
に
こ
の

省
令
の
魚
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
挿
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
｡

賠

l
条
の
十
七

小
成
模
住
居
塾
児
童
兼
官
事
業
者
は
､
小
規
模
性
居
室
児
東
亜
青
草
農
所
ご
と
に
ー
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
変
更
事
項
に
関
す
る
道
営
規
短
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

i

事
業
の
日
的
及
び
運
営
の
方
針

二

養
育
者
等
の
磯
確
､
農
奴
及
び
脇
務
の
内
容

A
一 九 八七六五 四三

入
居
定
見

発
育
の
内
容

飛
魚
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法

非
常
災
啓
対
策

委
託
児
丑
の
人
横
の
姓
譲
'
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
の
措
厘
に
関
す
る
事
項

舞

l
桑
の
二
十
T<
に
規
定
す
る
評
価
の
実
施
状
況
等
児
恵
自
立
生
活
填
助
の
賢
の
向
上
の
た
め
に
図
る
措
笹

の
内
容

そ
の
他
遜
常
に
関
す
る
鬼
頭
事
項

条
の
十
<

小
規
模
住
居
塑
児
童

青
笹
貴
著
は
､
垂
託
児
塵
に
赦
し
､
適
切
な
養
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
へ
小
親
墳
丘
居
盈
児
恵
美
育
事
業
所
ご
と
に
.
装
育
肴
等
の
勤
務
の
体
樹
を
定
め
て
･お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
～

崇

l
象
の
十
九

小
成
珠
住
居
型
児
童
養
育
事
貴
所
の
入
居
定
員
は
ー
五
人
又
は
六
人
と
す
る
｡

小
額
挽
住
居
型
児
東
亜
有
事
菜
者
は
ー
入
居
定
員
を
嘩
見
て
入
居
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
'
災
容
そ
の

他
の
や
む
を
得
な
い
串
倍
が
あ
る
場
合
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
｡

第

r
条
の
二
十

小
規
模
住
居
型
児
夜
曲空
け事
演
者
は
､
軽
匝
消
火
器
等
の
消
火
用
具
､
非
常
口
そ
の
他
非
常
災
轟

に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
.
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
､
こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
牲
意

と
訓
練
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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第

三
水
の
二
十

r

小
幾
模
住
居
型
児
童
養
育
事
兼
者
は
､
委
託
児
東
に
対
し
'
学
校
数
管
絃

(昭
和
二
十
二
年
絵

緑
茶
二
十
六
空

の
規
定
に
基
づ
く
哉
拐
取
有
の
ほ
か
､
必
要
な
敦
青
を
受
け
苫
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡

第
L

条の二十
二

小
規
模
住
居
些
児
定
盤
育
蓋

者
は
､
妻
舵
児
盃
の
使
用
す
る
設
備
､
食
器
等
又
は
飲
用
に
供

す
る
水
に
つ
い
て
は
ー
衛
生
的
な
哲
理
に
努
蛤
､
又
は
蘇
生
上
必
要
な
措
慨
を
荊
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
C

小
親
板
住
居
型
児
童
発
育
事
葉
音
は
~
小
規
模
住
居
壁
児
顛
並
育
串
焚
所
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
帝
が
発

生
し
､
又
は
ま
ん
延
し
た
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
論
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第

一
義
の
二
十
三

小
規
模
住
居
些
児
重
罪
育
串
装
着
は
､
食
事
の
提
供
に
当
た
つ
て
は
'
そ
の
献
立
は
I
で
書
る

限
り
､
変
化
に
富
み
1
番
蔑
児
童
の
健
全
な
発
育
に
必
要
な
栄
重
患
を
含
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

食
事
は
､
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
､
食
品
の
捜
曳
及
び
調
理
方
按
に
つ
い
て
柴
弟
並
び
に
套
託
児
藍
の
身
体

的
状
況
及
び
堵
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や

第 第

J
条
の
二
十
四

小
規
模
住
居
型
児
毛
並
育
砂
菜
者
は
､
児
童
相
談
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
当
該
小
成
挨
住
居
型
児

尭
弟
青
事
業
者
迦
び
に
そ
の
養
育
す
る
褒
託
児
亜
及
び
そ
の
保
環
者
の
意
見
を
聴
い
て
当
該
泰
託
児
塾
ご
と
に
作

成
す
る
自
立
支
援
引
回
に
従
っ
て

当
惑
垂
託
児
重
を
超
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

l
条
の
二
十
五

小
規
模
住
居
型
児
敢
選
管
妾

に
従
事
す
る
鐘
育
者
等
は
'
正
当
な
理
由
が
な
く
.
そ
の
兼
務

上
知
り
得
た
蚕
託
児
塵
又
は
そ
の
家
族
の
秘
密
を
瀕
ら
し
て
は
な
ら
な
い
｡

小
規
模
住
居
些
児
童
養
育
事
業
者
は
ー
薙
暮

等
で
あ
っ
た
者
が
.
正
当
な
理
由
が
な
く
~
そ
の
業
務
上
知
り

得
た
要
託
児
塵
又
は
そ
の
家
族
の
凝
離
を
備
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
､必
要
な
糟
腹
を
弾
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第

一
条
の
二
十
六

小
農
壌
住
居
些
児
東
発
育
率
米
所
に
は
ー
養
育
者
等
､
財
変
､
収
支
及
び
秦
託
児
室
の
処
遇
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
帳
縛
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
q

第

-
条
の
二
十
七

小
規
模
住
居
型
児
盤
益
有
事
発
着
は
-
そ
の
行
っ
た
毅
音
に
関
す
る
委
託
児
童
又
は
そ
の
保
革

着
等
か
ら
の
苦
倍
に
迅
速
か
つ
適
切
L
'対
応
す
る
た
め
に
ー
苦
浦
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
疋
す
る
等
の

必
要
な
措
匿
を
舘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

小
規
較
住
居
型
児
童
老
育
事
業
者
は
､
前
項
の
必
要
な
措
把
と
し
て
,
苦
情
の
公
正
な
解
決
を
図
る
た
め
に
ー

苦
情
の
解
決
に
当
た
っ
て
当
該
小
農
模
瞳
唐
製
児
童
養
育
事
業
所
の
養
育
者
等
以
外
の
者
を
関
与
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

弟

l
条
の
t
〓
T
八

小
規
模
住
居
些
児
東
亜
育
事
菜
者
は
'
自
ら
そ
の
行
う
幾
菅
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
'

定
用
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
､
そ
れ
ら
の
結
栄
を
公
表
し
､
常
に
そ
の
改
善
を
図
る
よ
う
舞
ゆ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

弟

言
不
の
二
十
九

小
規
模
住
居
型
児
東
亜
有
事
葬
者
は
､
都
道
府
県
知
事
か
ら
の
攻
め
に
応
じ
､
拳
託
児
塵
の
状

況
に
つ
い
て
､
定
期
的
に
都
道
府
県
知
苛
の
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第

f
免
の
三
十

小
規
模
住
居
型
児
垂
養
育
串
馨

は
､
緊
急
時
の
対
応
等
を
含
め
'
垂
託
児
恵
の
状
況
に二
応
じ
た

適
切
な
生
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
.
児
童
の
通
学
す
る
学
校
､
児
塵
相
談
所
-
児
壷
福
祉
施
設
'
児
鹿
家

妊
支
避
セ
ン
タ
-
､
児
塵
番
長
ー
公
共
威
菜
安
定
所
､
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
そ
の
他
の
適
切
な
支
迅
体
制

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
亡

弟

l
条
の
三
十

L

法
第
六
魚
の
二
第
八
項
LJ裁
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
'
絵
第
三
十
四
集
の
十
五

第

一
項
各
号
に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ
て
､
次
の
各
号
に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
と
す
る
｡

1

養
育
里
親
と
し
て
二
年
以
上
同
時
に
二
人
以
上
の
嚢
託
児
塵

(綾
第
二
十
七
粂
第

7
項
#
三
号
の
規
達
に
よ

り
里
親
に
蓉
託
さ
れ
た
児
藍
を
い
う
｡
以
下
こ
の
粂
及
び
第

1
魚
の
三
十
六
に
お
い
て
同
じ
｡)
の
垂
官
の
経
験

を
有
す
る
者

二

泰
香
里
規
と
し
て
五
年
以
上
登
録
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
1
滴
舞
し
て
五
人
以
上
の
委
託
児
童
の
魂
菅
の
横

教
を
有
す
る
者

三

三
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
脊

四

都
道
府
県
知
事
が
前
各
号
に
鴇
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
た
者

補
助
者
は
､
法
第
三
十
凶
桑
の
十
五
第

1
項
各
号
に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
.

第

一
鳥
の
三
十
二

法
壁

ハ
免
の
三
第

f
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
触
替
令
で
定
め
る
人
数
は
､
四
人
と
す
る
.

法
塁

ハ
魚
の
三
第

1
項
に
規
定
す
る
脚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
背
は
'
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
8

7

弟
子
務
姐
に
よ
っ
て
獲
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
宥

二

要
償
投
児
恵

(接
第
六
灸
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
雷
保
捜
児
童
を
い
う
t
以
下
同
じ
.)
の
三
親
等
内
の
親

族
で
あ
っ
て
'
要
保
碩
児
亀
の
両
親
そ
の
他
案
保
泣
児
渡
を
現
に
盗
賊
す
る
肴
が
死
亡
､
行
方
不
明
又
は
拘
禁

等
の
状
態
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
､
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
益
青
が
期
待
で
き
な
い
翼
保
嘗
児
藍
の
弟
青
を
希
望

す
る
着

手
i
集
の
三
十
]lr
法
第
六
灸
の
三
野

東

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
研
債

へ以
下
｢撃
青
果
類
研
憾
｣

と
い
う
.)は
ー
厚
生
労
働
大
畠
が
定
め
る
基
準
を
簡
た
す
課
程
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
.

罪

-
象
の
三
十
E
l

法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満

た
す
着
は
､
経
済
的

に
Egl痢
し
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
'
盤
苛
里
親
研
修
を
蜂
7
し
た
も
の
と
す
る
｡

第

川
島
の
三
十
五

専
門
里
親
と
は
､
次
灸
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
柴
育
里
親
で
あ
っ
て
'
次
の
各
号
に
掲
げ

る
要
保
賭
児
東
の
う
ち
J
蘇
道
府
県
知
事
が
そ
の
輩
青
に
関
し
特
に
文
鎮
が
必
翼
と
醒
め
た
も
の
を
蛍
育
す
る
も

の
と
し
て
寒
育
里
親
名
籍
に
登
爺
さ
れ
た
も
の
を
い
う
.

i

児
盃
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(平
成
十
二
年

法
縁
第
八
十
二
号
)
第
L亮

に
規
定
す
る
児
童
虐
待
等

の
行
為
に
よ
り
心
身
に
有
審
な
影
響
を
受
け
た
児
壷

二

非
行
の
あ
る
又
は
非
行
に
結
び
付
く
お
そ
れ
の
あ
る
行
動
を
す
る
児
塵

三

身
休
陣
容
､
知
的
障
音
叉
は
精
神
轄
音
が
あ
る
児
亜

集

l
条
の
三
十
六

専
門
皇
統
は
'
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
9

1

次
に
拘
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
｡

イ

並
育
里
親
と
し
て
三
年
以
上
の
要
託
児
並
の
養
育
の
援
崇
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
.

ロ

三
年
以
上
児
鼓
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
'
都
道
柵
県
知
甲
が
適
当
と
認
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
｡

ハ

都

道
府
県
知
事
が
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
詑
め
た
者
で
あ
る
こ
と
.

二

専
門
里
親
研
修

等
門
屠
所
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者

(以
下

｢専
門
里
親
覇
尊
者
｣
と
い
う
.)が
必
要

な
知
醜
及
び
絶
食
を
修
得
す
る
た
め
に
受
け
る
べ
き
研
修
で
あ
っ
て
ー
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
fP
の
を
い
う
U

以
下
同
じ
.)
の
課
程
を
俸
7
し
て
い
る
こ
と
｡

三

重
託
児
丑
の
養
育
に
専
念
で
き
る
こ
と
.

第

l
鳥
の
三
十
七

法
山草
丁
一
粂
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
､
都
道
府
県
知
新
が
同
条
第

i
項
第
二
号
へ
に
掲
げ
る
兼
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
音
と
認
め
た
者
と
す
る
.

第
二
粂
中
｢(昭
和
二
十
二
年
法
鞍
第
二
十
六
号
ご
を
削
る
｡

第
十
九
条
第

1
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
'
同
条
第
四
胃
中

-そ
の
家
庭
若
し
く
は
保
育
土
､
着
坊
師
そ
の
他

の
者
の
居
宅
又
は
J
を
削
り
'
r若
し
く
は
)
を

｢又
は
｣
に
改
め
二
審
黄
｣
の
下
に
r(市
町
村
又
は
そ
の
委
託
を
受

け
て
当
該
保
育
を
行
う
着
が
行
う
も
の
に
限
る
?)｣
を
加
え
'
同
号
を
同
条
第

1
号
と
し
.
同
条
第
五
号
中
r
(特
別

区
を
含
む
-
以
下
同
じ
｡)｣
を
削
り
､
同
考
を
同
条
第
二
号
と
L
I
同
条
第
六
号
を
削
り
ー
同
条
第
七
号
中

Tお
お

む
ね
三
歳
未
満
の
児
童
｣
を

r乳
幼
児
｣
に
改
め
ー
r事
業
｣
の
下
に
r(市
町
村
又
は
そ
の
垂
託
を
受
け
て
当
該
保
育

を
行
う
者
が
行
う
も
の
に
限
る
｡ご

を
加
え
'
同
等
を
同
条
第
三
号
と
Py

同
条
第
八
号
を
同
条
第
四
号
と
し
'
同

条
集
九
号
及
び
同
条
第
十
号
を
削
り
.
同
条
の
次
に
次
の
l
糸
を
加
え
る
.

窮
十
九
条
の
二

法
萄
二
十

1
灸
の
十
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
産
め
る
者
は
､
垂
経
に
係
る
事

痛
を
適
正
か
つ
円
滑
に
遂
行
し
う
る
能
力
を
有
す
る
人
員
を
十
分
に
有
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
'
敬
具
又
は
慌
員

で
あ
っ
た
者
が
､
正
当
な
理
由
が
な
く
.
そ
の
紫
務
上
知
り
得
た
児
恵
又
杜
そ
の
家
族
の
凝
譲
を
蘭
ら
す
こ
と
が

な
い
よ
う
､
必
裳
な
静
柾
を
謝
じ
て
い
る
者
と
す
る
｡

鴬
二
十
五
条
の
二
十
七
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
b

第
二
十
五
条
の
二
十
八

蛮
俣
野
児
盈
対
策
規
整
侵
関
は
.
法
第
二
十
五
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
磯
貝

の
縫
カ
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
轍
会
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
ir

同
条
第
五
項
の
棄
坊
に
探
る
事
務
を
麺
fSi

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
次
項
に
娩
定
す
る
馨
を
荘
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
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法
琴

1十
五
糸
の
こ
第
六
項
に
属
定
す
る
野
生
労
働
省
令
で
淀
め
る
も
の
は
ー
児
鼓
福
祉
司
た
る
米
格
を
有
す

る
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
次
の
各
nV･の
い
ず
れ
か
に
娘
当
す
る
者
と
す
る
｡

四

保
育
士

五

穀
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
を
有
す
る
者

六

児
塵
福
祉
施
設
最
低
基
準
英
二
十

一
粂
第
三
項
に
短
足
す
る
児
丑
指
襟
月

琴

F+
五
条
の
二
十
九

法
第
二
十
六
条
第

一
項
琴

毒

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
､
次
の
い

ず
れ
に
も
許
当
す
る
者
と
す
る
｡

一

重
託
に
係
る
兵
務
を
適
切
か
つ
醸
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
誼
や
b
れ
る
法
人
で
あ
る
こ
と
｡

二

重
託
に
振
る
持
寄
に
従
事
す
る
着
と
し
て
'
次
の
い
ず
れ
か
ーこ
級
当
す
る
者
を
匿
い
て
い
る
こ
と
.

イ

法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
妓
当
す
る
馨

口

絵
第
十
三
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

八

児
亜
相
談
所
長
又
は
都
道
府
鼎
知
事
が
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
宥
す
る
と
認
め
る

老

第
三
十
二
粂
中

r児
変
を
し
の
下
に

L小
鬼
貨
住
居
型
児
髭
鐘
育
事
業
を
行
う
着
又
は
｣
を
加
え
る
｡

第
三
十
六
灸
中

r実
施
等
L
の
下
に

｢若
し
く
は
児
童
自
立
生
活
禎
助
の
棄
施
し
を
加
え
る
｡

籍
三
十
六
灸
の
E
[を
第
三
十
六
条
の
三
十
二
と
L
t
同
灸
の
次
に
次
の
十

一
条
を
加
え
る
.

室

二
十
六
条
の
三
十
三

弦
琴

二
十
四
条
の
十

l
第

-
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
恵
め
る
事
項
は
､
次
の
と

お
り
と
す
る
｡

F

沓
鼻
の
種
類
及
び
内
容

二

経
営
者
の
氏
名
及
び
住
所

(法
人
で
あ
る
と
き
は
､
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
)
I

三

条
例
､
定
款
そ
の
他
の
基
太
約
款

四

腰
負
の
定
数
及
び
政
務
の
内
容

五

主
な
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

六
_
事
業
を
行
お
う
と
す
る
区
域

(市
町
村
の
番
託
を
受
け
て
啓
発
を
行
事
つ
と
す
る
音
に
あ
つ
て
は
､
当
級
市

町
村
の
名
称
を
含
む
.)

七

藁

の
用
に
供
す
る
施
設
の
名
称
~
私
琴
､
所
在
地
及
び
利
用
定
員

八

建
物
そ
の
他
設
備
の
鏡
検
及
び
柄
追
曲
び
に
そ
の
図
百

九

事
実
開
始
の
予
定
年
月
日

韓
琴

二
十
四
免
の
十

f
第

7
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
軍
っ
と
す
る
者
は
､
収
支
予
欝
率
及
び
啓
発
計
画
番

を
都
道
府
県
知
事
に
積
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
都
道
府
県
知
事
が
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
こ
れ
ら
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
壌
合
は
~
こ
の
限
り
で
な
い
p

第
三
十
六
条
の
三
十
四

弦
琴

二
十
g
l条
の
十

L
貸
三
項
に
規
建
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
串
項
喝

次
の
と

お
り
と
す
る
.

1

廃
止
又
は

休
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

二

廃
止
又
は
休
止
の
理
由

三

現
に
便
宜
を
受
け
て
い
る
乳
幼
児
に
対
す
る
措
置

偶

休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
'
休
止
の
予
定
期
間

第
三
十
六
条
の
亭
†
五

法
第
三
十
四
条
の
十
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
､
次
の
と
潜
り
と

す
る
｡

一

児
亜
福
祉
施
設
最
低
基
準
琴

二
十
二
条
の
規
定
に
準
じ
'
都
濃
の
対
義
と
す
る
乳
幼
児
の
年
齢
及
び
人
数
に

応
じ
て
'
必
要
な
設
備

ハ医
務
裏
､
調
理
壷
及
び
慮
外
遊
戯
場
を
除
く
｡)を
設
け
る
こ
と
.

二

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
琴

二
十
三
免
訴
二
項
の
穎
定
に
準
じ
､
事
業
の
対
象
と
す
る
乳
幼
児
の
年
齢
及
び

人
数
に
応
じ
て
､
当
磯
乳
幼
児
の
処
遇
を
行
う
保
育
士
を
憧
く
こ
と
｡
た
だ
し
J
当
該
保
育
士
の
数
は
二
人
を

下
る
こ
と
は
で
舌
な
い
こ
と
.

三

児
童
福
祉
施
紋
最
低
基
準
夢

二
十
五
条
の
規
定
に
準
じ
'
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
｡

四

食
事
の
提
供
を
行
う
慧

B
(埜

妹
外
で
調
理
し
運
搬
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
も
含
U

)
に
も
い
て
は
'

当
該
施
設
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
必
要
な
調
理
の
た
め
の
加
熱
.
保
存
等
の
折
埋
機
能
を
有
す
る
貌
偶
を
嘩
見

る
こ
と
.

軍

事

六
条
の

三
十
六

法
孝

二
十
匹
条
の
十
四
に
規
定
す
る
聾

目
鼻
親
名
将
に
は
､
次
に
鴇
げ
る
事
項
を
登
録
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

1

登
録
番
号
及
び
登
環
年
月
日

二

億
所
､
氏
名
'
性
別
､
生
年
月
日
'
暇
巣
及
び
健
病
状
簸

三

同
居
人
の
氏
名
.
性
粥

生
年
月
日
､
職
業
及
び
施
虎
状
腰

七 六 五 四

幾
育
里
親
研
修
を
修
了
し
た
年
月
R

l
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
'
要
保
襲
児
童
を
重
曹
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
は
そ
の
旨

専
門
里
親
の
場
合
に
は
そ
の
冒

そ
の
他
都
道
府
県
知
琴
が
必
要
と
認
め
る
事
項

窮
二
手
六
条
の
三
十
七

兆
芸
E星

親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者

(以
下

惑

膏
里
親
希
望
芦

と
い
う
J
は
､
そ

の
居
吐
地
の
都
道
府
県
知
事
に
~
次
に
掲
げ
る
単
項
を
記
載
し
た
申
滴
番
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

7

養
育
里
親
希
望
者
の
住
所
ー
氏
冬

性
別
.
生
年
月
日
.
職
業
及
び
鍵
康
状
嬉

二

者
青
果
親
希
望
者
の
同
居
人
の
氏
名
ー
性
別
.
生
年
月
日
､
頂
巣
及
び
健
康
状
態

三

重
官
里
親
研
磨
直
感
丁
し
た
年
月
日
又
は
修
了
す
る
見
込
み
の
年
月
日

匹

養
育
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
理
由

五

f
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
'
藁
探
題
児
並
を
養
育
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
垢
合
に
は
そ
の
旨

六

従
前
に
里
親
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
は
そ
の
旨
及
び
他
の
都
道
府
県
に
お
い
て
里
親
で
あ
っ
た
場
合
に
は

当
該
叡
道
府
県
名

七

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
組
め
る
不
項

専
門
里
親
希
望
者
は
'
前
項
各
号
に
掲
げ
る
塀
項
の
操
か
､
次
に
掲
げ
る
事
項
を
裾
聴
し
た
申
繕
軍

で
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一

第

1
条
の
三
十
六
弟
l
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
露
伴
及
び
第
三
号
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実

〓

専
門
里
親
研
修
を
修
了
し
た
年
月
日
又
は
修
了
す
る
見
込
み
の
年
月
日

舞

f
項
の
申
請
者
に
は
'
次
に
絡
げ
る
沓
類
を
琴
tt
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ

1

養
育
真
親
希
望
者
及
び
そ
の
同
居
人
の
履
歴
笹

こ

養
育
里
親
希
里
者
の
居
住
す
る
家
康
の
平
面
図

三

養
育
里
親
研
修
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
喋
7
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
審
額

田

培
第
三
十
B
I県
の
十
五
第

l
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
頼
当
し
な
い
著
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
著
類

五

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
緩
め
る
も
の

専
門
里
親
希
望
者
は
､
前
項
督
下
葉

三
号
を
除
く
.)に
掲
げ
る
寄
類
の
ほ
か
､
次
に
籍
げ
る
容
類
を
#
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

】

第

1
灸
の
三
十

六
第

l
尋
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
紘
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
沓
類

二

専
門
里
親
研
捗
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
修
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
金
額

第
三
十
六
条
の
三
十
八

都
道
府
県
知
事
は
'
前
条
第
1
項
又
は
第
二
項
の
申
請
番
を
受
理
し
た
と
き
は
'
当
該
養

育
里
宋
希
望
者
が
欝

1
条
の
三
十
四
に
規
定
す
る
要
件

(専
門
盟
環
希
望
者
に
つ
い
て
は
1
第

一
条
の
三
十
六
に

規
定
す
る
要
件
)
に
該
当
す
る
こ
と
そ
の
他
要
保
稚
児
盆
を
垂
託
す
る
着
と
し
て
適
当
と
綻
め
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
調
査
し
て
'
速
や
か
に
､
養
育
里
親
名
簿
に
登
録
し
､
又
は
し
な
い
こ
と

(専
門
里
親
にこ
っ
い
て
は
'
専
門

里
親
と
し
て
登
録
し
｢
又
は
し
な
い
こ
と
)
の
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

都
道
府
県
効
率
は
'
前
項
の
決
定
を
行
っ
た
と
き
に
.
遅
妨
な
く
'
そ
の
旨
を
当
該
幾
育
里
親
希
望
者
又
は
当

該
専
門
里
親
希
望
者
に
簿
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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第
三
十
六
条
の
三
十
九

尊
青
里
親
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
蟹

p
に
は
､
当
該
各
号

に
定
め
る
者
は
'
そ
の
日

へ第

言
下
の
場
合
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
事
尖
を
知
っ
た
且

か
ら
三
十
日
以
内
に
'
そ

の
旨
だ
当
該
登
録
を
し
て
い
る
都
道
府
県
知
邪
又
は
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
住
所
地
を
管
軸
す
る
都
道
府
県
知

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
亡

1

死
亡
し
た
場
合

そ
の
相
統
人

二

法
第
三
十
四
条
の
十
t<
第

一
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
堀
合

そ
の
後
見
人
又
は
俣
値
入

三

弦
第
三
十
四
典
の
十
五
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合

本
人

四

第

1
灸
の
三
十
四
に
規
定
す
る
蛋
件
に
絶
望
し
な
く
な
っ
た
場
合

本
人

養
育
里
親
は
'
第
三
十
六
条
の
三
十
六
各
号
に
掲
げ
る
fS･項
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
､
遅
滞
な
く
､

こ
れ
を
蔀
逆
府
肢
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第
三
十
六
条
の
四
十

都
道
府
県
知
事
は
.
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
酸
当
す
る
場
合
に
は
'
養
育
里
親
名
痔
の
登

録
を
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一

本
人
か
ら
登
穀
の
消
除
の
申
a
i

が
あ
っ
た
場
合

二

前
条
欝

…
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合

三

前
条
第

.
萌
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
く
て
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
判
明
し
た
蟻
合

四

不
正
の
手
段
に
よ
り
袈
育
里
親
名
辞
へ
の
聾
象
を
受
け
た
場
合

都
道
府
税
知
叫
は
'
次
の
各
局
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
性
'
弟
育
里
顎
名
簿
の
登
録
を
消
除
す
る
こ

と
が
で
書
る
｡

1

控
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
r<
条
の
規
定
に
連
反
し
た
場
合

二

韓
第
四
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
て
'
報
告
を
せ
ず
､
又
は
虚
偽
の
紙
質
を
し
た
億

･10都
道
府
県
知
和
は
'
専
門
里
親
と
し
て
登
録
を
受
け
て
い
た
者
が
弟

l
条
の
三
十
K
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
鮫

当
し
な
く
な
っ
た
と
巷
は
､
専
門
里
親
で
あ
る
旨
の
記
載
を
輔
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
d

第
三
十
六
森
の
g
l十

l

農
育
里
親
名
辞
の
登
鼓
の
有
効
期
飼

(以
下

｢有
効
期
間
｣
と
い
う
.)
は
､
五
年
と
す
る
｡

た
だ
し
ー
専
門
里
規
と
し
て
の
登
鋲
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
r
二
年
と
す
る
｡

苫
二
二十
六
魚
の
E
l十
二

養
育
里
親
名
辞
の
登
録
は
､
弟
脊
里
親
の
中
的
k
よ
り
更
新
す
る
.

登
静
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
着
は
'
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
行
う
研
修

(以
下

丁更
新
研
修
L
と
い
う
｡)
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

前
条
の
点
食
は
､
更
新
後
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
.

第

1
項
の
中
綿
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
､
有
効
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
更
新
研
鐙
が
行
わ
れ
な
い
と
き
又

は
行
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
全
て
の
視
程
が
修
了
し
て
い
な
い
と
き
時

空
Rq
の
萱
轟
は
'
有
効
期
間
の
韓
丁
の
日

後
も
そ
の
研
修
が
修
了
す
る
ま
で
の
間
は
､
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
｡

前
項
の
場
合
に
お
い
て
､
登
希
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
､
そ
の
有
効
期
間
は
'
従
前
の
有
効
期
間
の
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
｡

第
三
十
六
条
の
四
十
三

弄

l
糸
の
三
十
二
簾
二
項
各
号
に
掲
げ
る
着
に
係
る
諾
定
等
に
つ
い
て
は
'
養
育
里
親
の

認
定
等
に
準
じ
て
､
都
議
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
す
る
｡

第
三
十
六
糸
の
こ
l第
六
号
を
削
り
~
同
魚
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
､
第
四
号
を
第
五
号
と
L
t
琴

二
号
の
次
ヒ

次
の
一
考
を
加
え
る
｡

国

運
駕
規
程

第
三
十
六
条
の
三
第
七
号
中

｢児
束
自
立
生
活
復
改
事
業
を
行
撃
つ
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
'｣
を
削
り
､
r.
節

在
地
及
び
r<
所
定
声

を

r及
び
所
在
地
｣
に
改
め
'
同
条
を
第
三
十
六
条
の
三
十

1
と
す
る
｡

第
三
率
の
車
名

を
削
る
｡

第
三
十
六
糸
の
こ
を
琴

二
十
六
条
の
二
十
八
と
し
'
同
点
の
次
に
次
の
こ
糸
及
び
貴
名
を
加
え
る
｡

肇

二
十
六
条
の
二
十
九

法
第
三
十
三
条
の
十
五
#
1頑

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
､
次
の
と

お
り
と
す
る
｡

1

溢
第
三
十
三
条
の
十
二
第

1
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
､
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
薯
し
く
は
孝

二
十

三
条
の
十
四
琴
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
文
は
相
鼓
の
対
象
で
あ
る
披
培
斑
児
童
等
虐
待

(法
琴

一手
三
条
の

十
に
規
定
す
る
禎
培
旺
児
垂
等
虐
待
を
い
う
｡
以
下
同
じ
.)に
係
る
小
競
擁
住
居
観
児
虫
垂
好
事
果
､
里
親
､

乳
児
続
,
児
重
雄
等
滋
設
t
知
的
締
春
児
施
設
等
I
情
緒
陣
奮
児
短
期
治
療
施
設
､
児
童
自
立
支
援
施
設
'
指

定
医
療
穀
閑
､
法
第
十
二
条
の
四
に
規
定
す
る
児
畠
を
二
時
保
泣
す
る
地
紋
又
は
法
孝

二
十
三
粂
第
1
項
若
し

く
は
第
二
項
の
費
託
を
受
け
て
T
特
採
韻
を
加
え
る
春
ヒ
お
け
る
事
業
若
し
く
は
兼
務

(以
下
こ
の
粂
及
び
次

条
に
お
い
て

慮

設
等
｣
と
総
称
す
る
J
の
名
称
､
所
在
地
及
び
確
別

〓

被
措
健
児
産
等
虐
待
を
受
け
た
又
は
受
け
た
と
思
わ
れ
る
破
婚
故
泥
亀
等
の
性
別
.
年
齢
及
び
そ
の
他
の
心

身
の
状
況

三

蔵
摺
丑
児
童
等
虐
待
の
種
別
､
内
容
及
び
発
生
要
田

El
被
措
匿
児
蛍
等
虐
待
を
行
っ
た

施
設
職
員
等

(鴇
等

二
十
三
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
施
設
琴

只
等
を
い

う
｡
次
粂
に
お
い
て
同
じ
.)
の
氏
名
~
生
年
月
日
及
び
臨
硬

玉

都
道
府
県
が
行

った
措
置
の
内
容

大

嶺
措
匝
児
童
等
虐
待
が
行
わ
れ
た
施
設
等
に
お
い
て
改
琵
稽
雷
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
内
容

等

二
十
六
条
の
三
十

枚
夢

二
十
三
粂
の
十
六
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

t

硬
指
腹
児
童
等
虐
待
が
あ
っ
た
施
設
等
の
種
別

二

被
捨
置
児
童
等
虐
待
を
行
っ
た
施
設
減
員
等
の
職
検

束
三
貴

事
案
'
凄
育
里
毘
及
び
施
設

第
三
十
六
魚
の
次
に
次
の
二
十
六
条
を
加
え
る
｡

夢

二
十
六
条
の
二

都
道
府
県
は
､
法
第
三
十
三
魚
の
六
策

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
J
法
第
六
条
の
二
第

E
項
に
規

定
す
る
義
務
扱
育
終
了
児
藍
等

(以
下

r#
務
教
育
終
了
児
虫
等
し
と
い
う
｡)
に
対
し
､
当
該
義
務
塾
宵
終
了
児

塵
等
が
共
同
生
活
を
営
む
べ
き
住
居
に
お
い
て
相
談
そ
の
他
の
員
備
生
括
上
の
援
助
及
び
生
樟
指
溝
並
び
に
就
菜

の
支
頗

(以
下

r児
垂
自
立
生
汚
嘘
助
｣
と
い
う
.)を
行
う
と
き
は
'
省
萩
義
務
故
育
終
了
児
童
等
が
自
立
し
た

皇
帝
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
当
該
溢
紡
扱
者
終
了
児
童
等
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
際
か
れ

て
い
る
碑
蟻
に
応
じ
て
靖
切
な
児
塗
自
立
生
暗
扱
助
を
行
い
､
又
は
児
老
自
立
生
活
蛙
助
を
行
う
こ
と
を
委
託
し

て
行
う
も
の
と
す
る
｡

革

二
十
六
条
の
三

法
第
六
魚
の
二
弟

l
項
に
規
定
す
る
児
虚
自
立
生
活
竣
功
功
業
は
､
義
務
鞍
育
終
了
児
童
等
が

自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
児
尭
自
立
生
活
援
助
を
行
い
､
あ
わ
せ
て
'

児
壷
自
立
生
活
畠
助
の
実
施
を
解
除
さ
れ
た
者
に
つ
き
相
鉄
そ
の
他
の
捜
助
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.

第
三
十六
条
の
四

泥
亀
皇
止
生
活
捜
助
事
美
を
行
う
者

(以
下

r児
竜
自
立
生
活
壌
助
事
凝
着
｣
と
い
う
J
は
､

児
寅
自
立
生
活
援
助
事
兼
の
利
用
者

へ児
竜
自
立
生
活
援
助
都
兼
を
行
う
住
居

(以
下

r児
表
自
立

生括壌助
事

某
所
｣
と
い
う
J
に
入
居
し
て
い
る
者

(以
下

r入
居
者
｣
と
い
う
.)
及
び
児
東
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
解
除

さ
れ
た
着
で
あ
っ
て
相
談
そ
の
他
の
壊
助
を
受
け
る
者
を
い
う
.
以
下
同
じ
O)
に
対
し
､
鹿
策
に
関
す
る
相
談
'

そ
の
適
性
に
応
じ
た
焼
場
の
開
拓
'
就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
持
寄
そ
の
他
の
必
要
な

支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
｡

児
童
自
立
生
活
援
助
琴
発
着
は
'
利
用
者
に
対
し
､
対
人
開
陳
'
健
康
管
理
､
余
喝
描
用
及
び
家
事
そ
の
他
の

利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
汚
及
び
社
会
生
宿
を
営
む
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
相
鼓
､
指
導
そ
の
他
の
援

助
を
行
う
も
の
と
す
る
J'

第
三
十
六
集
の
五

児
童
自

立
生
活
嶺
肋
事
業
者
は
､
利
用
者
の
人
格
の
浜
等
､
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
ー
受
任
者

を
設
笹
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
ーこ
､
そ
の
蔵
鼻
に
対
し
､

併
催
を
実
務
す
る
等
の
措
置
を
陪

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
b

琴

千
丁
大
島
の
六

児
童
自
立
生
括
竣
功
串
弟
者
は
.
利
用
者
の
圏
潜
､
信
条
'
社
会
的
身
分
又
は
入
居
に
要
す
る

栄
用
を
負
担
す
る
か
曹
か
に
よ
っ
て
'
歪
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
.

第
三
十
六
集
の
七

児
塞
自
立
生
括
嶺
別
事
秦

に
従
事
す
る
構
且
は
.
利
用
者
に
対
し
ー
法
弟
三
十
三
条
の
十
各
号

に
掲
げ
る
行
鞠
そ
の
他
利
用
者
の
心
身
に
有
奮
な
影
響
を
与
え
る
行
謁
を
し
て
は
な
ら
な
い
.

第
三
十
六
条
の
<

児
塵
自
立
生
活
睦
的
事
薬
孝
は
'
児
蛮
自
立
生
活
援
助
率
果
所
ご
と
に
'
指
導
見

(児
童
自
立

生
活
援
助
事
業
所
に
お
い
て
､
主
と
し
て
児
亜
自
立
生
拝
援
助
を
守
っ
者
を
い
ラ
.
以
下
同
じ
｡)
及
び
管
理
者
を

除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
.
管
理
者
は
､
拍
串
員
を
雅
ね
る
こ
と
が
で
き
る
.

指
導
良
の
数
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

一

入
居
者
の
数
が
六
ま
で
は
､
三
以
上
｡
た
だ
し
.
そ
の
二
人
を
除
き
'
繍
助
長

(指
導
点
が
行
う
児
童
自
立

生
済
珪
砂
に
つ
い
て
指
導
員
を
補
助
す
る
者
を
い
う
｡
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
｡)を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
｡

二

入
居
者
の
款
が
六
を
超
え
る
と
き
は
'
三
に
､
入
居
者
が
六
を
超
え
て
三
又
は
そ
の
場
紋
を
増
す
ご
と
に

1

を
加
え
て
得
た
数
以
上
.
た
だ
し
､
そ
の
得
た
款
か
ら

一
を
減
じ
た
欲
を
除
き
'
補
助
具
を
も
っ
て
こ
れ
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
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措
噂
員
は
ー
法
集
三
十
四
条
の
十
五
第

l
項
各
号
に
鼠
定
す
る
着
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
着
で
あ
っ
て
'

児
童
の
自
立
支
鏡
に
無
意
を
有
し
､
か
っ
へ
次
の
各
uLni
,規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

1

児
童
指
凄
貝
の
旋
格
を
有
す
る
着

二

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
省

三

二
年
以
上
児
童
笹
祉
事
案
又
は
社
会
福
祉
部
某
に
従
解
し
た
者

E
i

都
道
府
県
知
軍
が
前
各
号
に
摘
げ
る
着
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
9
･た
者

甫
助
員
は
､
法
第
三
十
四
免
の
十
五
第

一
項
各
号
に
規
定
す
る
昔
の
い
ず
れ
ij
も
蒸
婆
し
な
い
着
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
.

錦
三
十
六
条
の

九

児
塵
自
立
生
拓
壊
助
事
業
所
の
設
薪
の
基
準
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
.

]

入
居
者
の
居
室
そ
の
他
入
居
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
設
備
及
び
食
堂
等
入
居
者
が
相
互
に
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
ウ

ニ

入
居
者
の
居
壷
S
H

墓
の
定
員
は
'
こ
れ
を
お
お
む
ね
二
人
以
下
と
し
､
そ
の
両
横
は
.

1
人
に
つ
き
三
･

三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
｡

三

男
女
の
居
蓋
を
別
に
す
る
こ
と
.

四

第

1
号
に
掲
げ
る
設
飴
は
'
濁
且
が
入
居
者
に
対
し
て
適
切
な
壌
助
及
び
生
活
操
車
を
行
う
こ
と
が
で
卓
る

も
の
で
あ
る
こ
と
.

五

入
居
着
の
民
地
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
安
全
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
.

第
三
十
六
集
の
十

児
塵
自
立
生
括
援
助
率
菜
者
は
､
児
童
自
立
生
活
援
助
を
提
供
し
た
際
に
は
'
食
事
の
提
供
に

要
す
る
党
用
及
び
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
幾
用
の
う
ち
入
居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と

が
適
当
と
諦

め
ら
れ
る
焚
用
の
鮫
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

前
項
の
架
用
の
額
は
､
入
居
者
の
桂
済
的
負
担
を
勘
衆
し
た
適
正
な
額
と
す
る
よ
う
配
慈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.
ま
た
'
当
該
額
は
､
運
営
洩
擬
に
定
め
た
額
を
革
兄
で
は
な
ら
な
い
｡

児
墜
内
子
事
一括
援
助
串
業
者
は
1
第

t
項
の
兼
用
の
怨
に
係
る
児
亜
自
立
生
活
援
助
の
提
供
に
当
た
つ
て
は
､

あ
ら
か
じ
め
'
入
居
者
に
対
し
､
当
地
児
京
自
立
生
済
披
助
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
､
入
居
者

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
三
十
六
集
の
十

l

児
塵
自
立
生
括
競
助
事
業
所
の
管
理
者
は
r
当
該
児
墾
自
立
生
済
援
助
泰
男
所
の
職
員
及
び

兼
務
の
管
理
そ
の
他
の
管
理
を
､

一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

児
塵
自
立
生
清
捷
助
事
業
所
の
管
理
者
は
.
当
紋
児
丑
自
立
生
活
蛭
功
串
蓑
所
の
職
員
に
こ
の
省
令
の
規
定
を

遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
.ES指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
｡

第
三
十
六
集
の
十
二

児
或
自
立
生
活
披
執
事
葉
巻
は
､
児
塵
自
立
生
活
鰻
敬
啓
某
所
ご
と
に
､
次
の
各
号
に
掲
げ

る
中
黒
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
..

1

番
叢
の
員
的
及
び
運
営
の
方
針

二

梅
丘
の
職
歴
'
見
救
及
び
職
務
の
内
容

三

入
居
定
貞

四

児
童
自
立
生
活
嶺
助
の
内
容
並
び
に
入
居
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
租
税
及
び
そ
の
簸

五

入
居
者
の
希
望
に
応
じ
て
'
入
居
者
の
所
持
す
る
物
の
保
管
を
行
う
腐
食
に
は
~
保
管
の
方
法
及
び
入
居
者

に
対
す
る
保
管
の
状
況
の
報
告
の
方
泣

六

緊
急
時
等
i
Lこお
け
る
対
応
方
活

七

非
億
災
害
対
策

八

利
用
者
の
人
権
の
峠
y
:r
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
の
措
際
に
関
す
る
部
項

九

琴

二
十
六
条
の
二
十
三
に
規
定
す
る
評
価
の
実
施
状
況
等
児
童
自
立
生
活
雀
助
の
質
の
向
上
の
た
め
に
回
る

措
紅
の
内
容

十

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

警

手
六
条
の
十
三

児
垂
自
立
生
活
援
助
寄
集
者
は
､
入
居
者
に
対
し
､
適
切
な
児
塵
自
立
生
括
援
助
を
堀
供
で

き
る
よ
う
,
児
童
自
立
生
活
蹟
助
等
来
所
1J
と
に
~
轡

穴
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

児
蛮
自
立
生
活
壌
助
事
業
脊
柱
'
職
鼻
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
'
そ
の
研
修
の
嬰

蔓

礁
催
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

革

一宇
六
条
の
十
四

児
塑
自
立
生
汚
嶺
助
事
要
所
の
入
居
定
員
は
､
五
人
以
上
二
十
人
以
下
と
す
る
｡

児
童
自
立
生
活
項
的
事
菜
者
は
'
入
居
定
見
を
昏
凡
て
入
居
さ
せ
て
娃
な
ら
な
い
.
た
だ
し
'
災
寧
そ
の
他
の

や
む
を
得
な
い
事
鮪
が
あ
る
坂
合
は
.
こ
の
限
り
で
な
い
.■

軍

手

六
条
の
十
五

児
薮
自
立
生
清
頗
助
事
業
菅
は
.
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
､
非
常
口
そ
の
他
非
常
災
宙

に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
'
非
常
災
啓
に
対
す
る
具
体
的
計
撃

等

一て
t
こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
注
意

と
訓
練
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

琴

二
十
六
条
の
十
六

児
藍
自
立
生
帯
嶺
助
却
渠
者
は
､
児
塵
卓
立
生
活
蛙
助
の
輿
鬼
を
希
望
す
る
義
務
教
育
銘
7

児
意
等

(以
下

｢児
童
自
立
生
活
凄
助
巣
鷹
希
望
者
｣
と
い
う
.)
の
入
居
に
狩
し
て
は
､
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
､

生
清
歴
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

児
兎
自
立
生
活
感
助
等
菜
者
柱
､
入
居
者
の
退
居
に
転
し
て
振
ー
当
該
入
居
者
に
対
し
.
適
切
な
相
談
そ
の
他

の
担
助
を
行
う
と
と
も
に
､
福
也
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
音
叉
は
当
該
入
居
者
の
聴
噂
等
と
の
密
接
な
連
携
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

琴

二
十
六
条
の
十
七

児
藍
自
立
生
活
瞳
助
事
業
者
は
'
入
居
者
の
使
用
す
る
設
喝

金
串
等
又
は
飲
用
に
供
す
る

水
に
つ
い
て
は
､
衛
生
的
な
管
篭
に
妬
め
､
又
は
備
生
上
必
要
な
格
隆
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

児
丑
自
立
生
活
壌
助
平
菓
者
は
､
児
童
自
立
生
暗
損
助
邸
某
所
に
お
い
て
感
敷
症
又
は
食
中
毒
が
発

生
し
.
又

は
云
ん
軽
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
持
直
を
許
ず
る
よ
う
好
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第
三
十
六
条
の
十
八

児
亜
自
立
包
括
換
助
審
菜
に
お
い
て
､
.<
居
着
に
金
串
を
提
供
す
る
と
き
は
.
そ
の
献
立
は
､

で
き
る
限
り
.
変
化
に
富
み
.
入
居
者
の
健
全
な
塑
宵
に
必
要
な
栄
養
丑
を
合
]有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡食

事
は
､
前
項
の
規
達
に
よ
る
ほ
か
'
食
品
の
戒
顛
及
び
調
理
方
法
に
つ
い
て
栄
養
並
び
に
入
居
者
の
身
体
的

状
況
及
び
晴
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
q

琴

二
十
六
条
の
十
九

児
童
自
立
生
活
纏
助
事
発
音
は
､
入
居

者
の
希
望
に
応
じ
て
､
入
居
者
の
所
持
す
る
物
の
保

管
を
行
う
場
合
に
娃
'
あ
ら
か
じ
め
'
運
営
規
程
ーこ
保
管
の
方
法
及
び
入
居
者
に
対
す
る
保
管
の
状
況
の
報
告
の

方
法
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

児
藍
自
立
生
活
綾
執
事
染
着
は
､
前
項
の
良
管
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
､
入
居
者
に
対
し
､
あ
ら
か
じ
め
定
め

た
保
管
の
方
法
及
び
保
管
の
状
況
の
報
告
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
､
入
居
者
の
岡
倉
を
絹
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡

児

登自
立
生
清
壌
助
等
東
者
は
､
入
降
着
に
対
し
'

1
月
に
!
回
以
上
､
第

7
項
の
県
管
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第
三
十
六
条
の
二
十

児
皇
自
立
生
活
捷
助
啓
発
に
従
事
す
る
職
員
は
l
正
当
な
理
由
が
な
く
､
そ
の
策
務
上
知
り

得
た
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
の
藤
野
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
｡

児
塵
自
立
生
活
壌
助
事
葉
巻
柱
､
勝
負
で
あ
っ
た
者
が
'
正
当
な
理
由
が
な
く
､
そ
の
菜
摘
上
知
り
得
た
利
用

者
又
は
そ
の
家
族
の
秘
寧

iJ嘩
D
す
こ
と
が
な
い
よ
う
.
必
震
な
潜
笹
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

窮
三
十
六
象
の
二
十

t

児
童
自
立
生
倍
増
助
辞
難
所
に
は
､
膝
q

尉
産
ー
収
支
及
び
入
居
者
の
処
遇
の
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
板
辞
を
塵
博
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

琴

二
十
六
条
の
二
十
二

児
藍
自
立
生
藷
頚
肋
事
染
着
は
､
そ
の
提
供
し
た
児
童
自
立
生
活
接
勘
に
関
す
る
利
用
者

等
か
ら
の
苦
倍
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
~
舌
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
艦
す
る
等
の
必

要
な
糖
密
を
封
じ
な
吋
ね
ば
な
ら
な
い
｡

児
塵
自
立
生
韓
撰
助
平
発
着
は
､
苦
情
の
公
正
な
解
決
を
図
る
た
め
iF

普
情
の
虜
決
に
当
た
っ
て
当
鼓
児
亙

自
立
生
活
榛
助
事
業
所
の
液
晶
以
外
の
着
を
関
与
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
三
十
六
条
の
二
十
三

児
童
自
立
生
帯
環
助
事
発
着
は
､
自
ら
そ
の
権
供
す
る
児
壷
自
立
生
活
填
助
の
質
の
評
価

を
Lt=う
と
と
も
に
'
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
.
そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
.
借
に
そ
の
改
善

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

仙雪
子
ナ
六
条
の
二
十
匹

児
童
自
立
生
括
援
助
軍
素
者
は
､
都
道
牌
県
知
事
か
ら
の
求
め
に
応
じ
/
入
居
者
の
状
況

に
つ
い
て
'
定
期
的
に
都
道
府
県
知
事
の
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
.



32(号外第 51号)平成21年 3月 16日 月曜日

夢

二
十
六
条
の
二
十
五

児
柔
豊

生
酒
壌
執
事
発
着
は
､
宋
急
時
の
対
応
等
を
含
め
-
入
居
者
の
状
況
に
応
じ
た

蒸
切
な
児
童
阜
止
生
活
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
児
泰
相
政
所
'
児
畳
拓
祉
施
投
､
児
童
家
庭
支
擾
セ

ン
タ
I
.
児
童
秦
見
.
公
共
戟
某
安
定
所
'
脊
索
等
開
床
機
関
と
の
建
地
そ
の
他
の
適
切
な
支
援
体
制
を
砥
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

崇
三
十
六
条
の
二
十
六

法
第
三
十
三
集
の
六
第
二
項
に
腰
元
す
る
樫
生
労
働
省
令
の
定
め
る
事
項
は
､
次
の
と
お

り
と
す
る
七

】

児
塵
自
立
生
活
援
助
実
施
希
望
者
の
氏
名
､
居
住
地
-
生
年
月
日
及
び
娘
繋

二

児
東
自
立
生
活
題
助
の
莫
魔
を
奇
襲
す
る
理
由

三

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
詔
め
る
事
項

法
夢

二
十
三
条
の
六
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
申
込
者
は
'
児
童
自
立
生
括
竣
功
実
施
希
望
者
の
居
住
地
の
都

道
府
県
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

前
項
の
申
込
番
に
杖
､
技
第
五
十
六
粂
策
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
板
の
決
定
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に

関
す
る
許
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
_A;

法
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
後
毅
の
規
定
に
よ
り
申
込
番
の
提
出
を
代
行
す
る
児
童
自
立
生
防
塩
助
事
轟
音

は
.
宙
道
府
県
と
の
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
ー

児壷日立
生
肩
援
助
実
施
希
望
者
の
鶴
舞
を
受
け
た
と
き
は
､

速
や
か
に
.
当
絃
児
童
自
立
生
活
頚
助
実
施
希
望
者
の
居
低
地
の
都
濃
府
県
ilニ当
該
申
込
額
を
頻
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
A

都
道
府
県
は
'
義
務
教
育
終
了
児
並
等
で
あ
っ
て
児
童
自
立
生
市
境
助
の
爽
漆
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
た

者
に
対
し
て
は
､
第
二
項
に
よ
る
申
込
み
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
ー
児
亜
自
立
生
活
援
助
の
爽
梅
の
申
込
み
を

勧
爽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
三
十
六
条
の
二
十
七

法
第
1二
十
三
条
の
六
薦
五
項
は
規
定
す
る
厚
生
労
働
督
令
の
定
め
る
事
項
は
､
次
の
と
お

り
と
す
る
｡

I;
$
lJII
i.,
ミ

∵
1

塞

官
立
生
清
榎
即
事
菜
箸
の
名
称
迭
ひ
児
輩
n
正
坐
静
磨
功
業

所
の
位
麻
に
脚
す
る
事
項

児
塵
自
立
生
括
援
助
寄
某
所
の
施
設
及
び
設
備
の
状
況
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
児
童
自
立
生
活
感
助
串
策
の
潔
常
の
状
況
に
網
す
る
事
項

イ

児
並
自
立
生
招
讃
助
事
某
所
の
入
居
定
見
､
入
居
状
況
及
び
職
員
の
状
釈

口

児
整
良
工
止
生
措
故
肋
の
実
施
の
方
針

ハ

そ
の
他
児
坐
自
立
生
拝
趨
助
の
実
施
に
関
す
る
事
項

四

遊
芸

積

五

法
第
五
十
六
条
房
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
嶺
に
関
す
る
事
項

六

児
表
自
立
生
活
頒
助
事
某
所
へ
の
入
居
手
続
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
詑
み
る
事
項

法
琴

二
十

三
条
の
六
第
五
項
に
潰
走
す
る
情
報
の
提
供
は
､
寺
務
教
育
終
了
児
塗
等
そ
の
他
関
係
者
が
当
該
情

報
を
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
.

弟
三
十
r<
条
の
三
を
削
る
フ

第
四
十
九
条
の
二
第

ご
て
中

｢乳
児
又
は
幼
児

〔以
下

｢乳
幼
児
J
と
い
う
J
｣
を

r乳
幼
児
J
に
改
め
.
同
号

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
.

へ

7
時
預
か
り
事
業
を
行
う
保
育
所
以
外
の
施
設
に
あ
つ
て
は
､
当
該
藁

の
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
数

第

四十
九
条
の八第
一項第
三
号
巾

｢第
十
八
条
の
七
第

ご
P
l
を

｢策
十
八
魚
の
七
第

1
項
｣
に
改
め
る
｡

糸
の
こ
第

一
項

条
の
二
第
二
項

桑
の
三
第
二
項

指

定

都

市

の

市

艮

及
び
児
虫
相
談
所

設

綻

市

の

市

長

第
三
十
六
条
の
八

第
三
十
六
条
の
二

第
三
十
六
糸
の
こ

第
三
十
六
東
の
こ

第
三
十
六
糸
の
こ

業
二
項

第
三
十
六
糸
の
こ

第
三
十
六
糸
の
三

第
三
十
六
魚
の
三

第
三
十
六
条
の
三

第
三
十
六
糸
の
三

第
三
十
六
灸
の
三

第
三
十
六
条
の
三

第
二
項

第
三
十
六
兵
の
三

第
二
項

第
三
十
六
灸
の
E
l

項
及
び
寅
三
項

第
三
十
六
条
の
E
l

第
三
十
六
灸
の
四
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知事 知 知1 舟 知挙 歩 # 事

詮指 描定都 stゝ与ヒ 般指 放指 指 成指 窪都鑑定市軒 厚定市部 想定市部 定都 配定市部 長節 荘定市部

の野市の 市及 の市市の の市布の 市皮 の市市の 市政 の市市の 市蚤児長市義 ぴ児 慮市良 長市長 び児 長市良 ぴ児 長市長
及 i 及 及 塵 及 並 及 息

ぴ脂 相俄 ぴ児 ぴ児 相淡 び児 個氷 び児 相読
確 節 A 尭 所 尭 釈 逮 釈

相 読 棉 や 設柾 相 設髄市 相JIA 般

l 1

°a::

に

改

め

る

｡

附
則
中
幕
五
十
六
糸
の
次
に
次
の
i
魚
を
加
え
る
｡

第
五
十
七
集

児
童
福
祉
法
等
の
t部
を
改
正
す
る
法
律

華

成
二
十
年
接
待
第
八
十
五
号
)
附
則
第
三
魚
た
だ
し

藩
の
鏡
定
に
よ
る
別
段
の
申
出
は
､
孝
子
放
線
に
よ
っ
て
垂
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親
に
な
る
こ
と
を
希

望
す
る
旨
を
記
載
し
た
申
出
苛
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
.

(次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
克
則
の
f
部
改
正
)

重

義

次
世
代
育
成
支
旗
対
策
推
進
法
施
行
規
則

率

成
十
五
年
原
生
労
働
省
令
崇
首
二
十
二
号
)
の
E
郡
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
.

第

】
粂
琴

専
中

ra
四
号
.
聾

八
号
及
び
第
八
号
か
ら
第
十
号

hSで
｣
を

東

l
D守
及
び
第
Erき

に
改
め
I

向
号
を
同
条
第
四
号
と
L
t
同
条
第

1
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
.

二

児
童
福
祉
法
策
六
条
の
二
第
六
項
に
競
売
す
る
地
域
子
育
て

支
援

機
点
峯
莱

三

児
童
福
祉
法
･璽
ハ魚
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
1
時
預
か
り
事
業

舞

l.衆
の
二
の
次
に
次
の
l
魚
を
加
え
る
e

(法

第
十
二
粂
第
三
項
の
公
表
の
方
法
)

第

E
象
の
三

怯
第
十
二
条
第
三
項
の
線
窪

に

よ
る
公
表
は
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に

よ
る
も
の
と
す
る
p

琴

嘉

の
見
出
し
中

東

十
二
免
琴

二
項
｣
を

｢第
十
二
条
第
班
項
｣
に
､
同
条
中

r前
垂

を
東

7
条
の
こ
｣

に
,
東

十
二
粂
琴

二
項
｣
を

r第
十
二
集
束
E
Z項
J
に
改
め
､
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
q

(法
第
十
二
条
第
五
萌
の
公
表
の
方
法
)

窮
二
条
の
二

籍

】
免
の
三
の
規
定
は
ー
法
第
十
二
鳥
第
五
項
の
公
表
を
行
う
中
小
事
炎
主
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

(汝
第
十
二
条
の
二
第

1
項
の
周
知
の
方
法
)

第
二
条
の
三

法
楽
十
二
条
の
〓
策

一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
I
都
菜
所
の
見
や
す
い
場
所
へ
掲
示
し
若
し
く
は

備
え
付
け
る
こ
と
t
を
面
を
労
働
者
へ
交
付
す
る
こ
と
又
は
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
労
働
者
へ
送
信
す
る
こ
と

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
さ

(洩
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
周
知
の
カ
怯
)

琴

E集
の
四

前
条
の
成
定
は
､
珪
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
周
知
を
行
う
中
小
事
集
主
に
つ
い
て
準
用
す
る
9

第
四
条
中
島
八
号
を
第
九
考
と
し
､
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
､
第
四
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
｡

E
L
計
画
期
間
に
お
い
て
､
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児
休
兼
等

(育
児
休
秦
'
介
壌
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
脈管
懲
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
経
緯

(平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
｡
以
下

r育
児

･
介
錯

休
業
法
｣
と
い
う
｡)琴

一灸
策

1
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
及
び
第
二
十
三
粂
第

1
項
又
は
第
二
十
四
条

第

Z

項
の
規
定
に
基
づ
く
摺
鉦
と
し
て
育
児
体
巣
の
制
度
に
鞄
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
壌
合
の
当
肪
摺
匪
L
Jよ
り

す
る
休
業
を
い
う
っ
以
下
同
じ
｡)を
し
た
も
の
の
数
が
一
人
以
上
で
あ
る
こ
と
｡
た
だ
し
'
当
該
計
同
期
間
に

お
い
て
'
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
育
児
仕
業
等
を
し
た
も
の
が
い
な
い
中
小
事
業
主
_こ
あ
っ
て
は
､

次
の
イ
ー
ハ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
.

イ

当
該
計
画
畑
問
に
お
い
て
､
そ
の
窟
用
す
る
男
性
労
触
者
の
う
ち
育
児
･
介
経
休
皐
抵
第
十
六
集
の
二
第

一
項
に
虎
走
す
る
予
の
香
淀
休
暇
を
取
得
し
た
も
の
が
い
る
こ
と

(
1
歳
に
沸
た
な
い
子
の
た
め
に
当
漁
休

暇
を
取
得
し
た
場
合
を
除
く
l).

El

当
該
計
画
期
間
に
お
い
て
'
育
児

･
介
護
休
業
睦
第
二
十
三
条
束

i
項
に
規
定
す
る
勤
海
時
間
短
縮
等
の

措
硬
と
し
て
､
育
児
休
業
.
介
帯
休
糞
等
育
児
又
は
家
族
介
韻
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則

(平
成
三
年
労
働
省
令
第
二
十
五
号
?)第
三
十
Ei粂
第

1
項
第

一
号
に
規
定
す
る
宕
時
間
勤
坊
の
制
度

の
措
監

(同
法
第
二
十
四
粂
第

t
項
の
競
走
に
基
づ
く
捨
鉦
と
し
て
短
時
間
勤
務
の
制
度
の
捨
置
に
準
ず
る

措
既
と
し
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
.)を
餌
じ
て
お
り
､
そ
の
雇
用
す
る
男
性
労
働
者
の
う
ち
子
の

養
育
の
た
め
に
当
該
精
髄
を
利
用
し
た
も
の
が
い
る
こ
と
.

ハ

当
該
計
画
期
間
の
開
始
前
三
年
以
内
の
期
間
に
お
い
て
r
そ
の
有
用
す
る
男
性
労
勝
者
の
う
ち
育
児
休
兼

等
を
し
た
も
の
が
い
る
こ
と
｡

第
振
粂
申
第
四
号
を
第
五
号
と
L
J
第
三
号
の
次
に
次
の
1
号
を
加
え
る
.

四

策
定
し
た
!
般
事
案
五
行
勤
剤
軒
に
つ
い
て
､
適
切
に
公
表
及
び
労
働
着
へ
の
周
知
を
し
た
こ
と
'

第
十
八
集
中

｢'
琴

二
項
及
び
第
四
P
J
を

｢

弟
E
l項
及
び
塁

ハ
項
.
第
十
二
条
の
二
等

二
項
｣
に
改
め
る
こ
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(日.奉工染規格A列4)

都道府脹労倣属長 殿

一般事業主行動計画策定 ･変監同

属出年月日

一般事業主の氏名又は名称

(法人の嶺合)代表者の氏名

住 所

電 顕 番 号

｢般串簾主行動計画を･(策定 ･変更)したので､次世代育成支塩対兼推進汝箱12免 (第 1

項 ･第4塀)の規定に基'3き､下把のとおり届け出ます.

記

1一常時婿用する労働者の故 人

2.-般事案主行胸計画を (策定 ･変丈)･した日 平成 年 月 Et
3.変更した場合の変死内容

(9 一般寄集主行数敵国の新野期間

② EI捉又は次世代育成支壌対贋の内容 (鹿に都連府県労鮮局長に届け出た-一般革弟全行

動計画策定 ･変実届の事項FC変更を及ぼすような場合に限る｡)

◎ その他

4.-般事業美行助計歯の計画期間 平成 年 月 日～平成 年 月 El

5.E]掠
rS

展関取壇の整備に関するものを定めている

◎以外の次牡代育成交連対髄に関するものを定めている

(丑と②の両方を定めている

6.｢暇事業主行肋計画の公袋の方法

① インターネットの利用 柑 社のホームぺ-ジ ･両立支塩のひろば ･その他 ( ))

@ その他の公表方法

(

7.-･瀬乎巣立行劫計国の労倣着への周知の方法

(》 事業所内の見やすい場所への掲示文は備え付け

◎ 背面による労漁者への交付

@ 砲手メールによる出店

◎ その他の周知方牧

(

8.次世代育成支攻:貯荒の内容 (第三両t=罷職すること)

9.次世代育成真横対詫推進法第13条に基づく措定の申諸をする予定 摘◆･無 ･未定)

(鰭二面)

(記載寅額)

1 r届出年月日｣掬臥 布道府県労働局長に r-般串簸義行妙計固策定 ･変更届J似 下r届

Etl番｣という｡)を振出する年月日を紀戦すること｡

2.r一棟事粟立の氏名又は名称.代表者の氏名､鹿所及び鬼瀬番号｣秘結､申詩を行う一

般串巣主の氏名又は名札 政所及び密ま番号を怒蔵すること｡氏名については･記名押印

叉は自郵 こよる署名のいずれかにより記敵すること｡-二股事蘇主が法人の場合にあって臥

絵人の名称､主たる事務所の所在地及び代森者の氏名を記載すること｡代表者の氏名につ

いては 記名押印又は白菜i=よる署名のいずれかにより記載すること.電話番号について

は､主たる罫轟所の奄鼓番号を記載すること｡

3,トー題辞策主行動計問を (策定 -変更)畑 は､脹当する文字をOで田むことJ第12轟く第

1項 ･第4項)｣棚は:.常時雇用する労働者の故が301人 (平成幻年4月1日以降は.101人)

以上の一般事兼主は声 1卿 文字をOで･300人 く平成2挿 4月1日以降は1LOO人)以下

の一般客兼主は第4項の文字を0で凹むこと｡

4.(1,常時潜用する労働着の軌 牌は届出者を浸出する日又は横川するEI前の lか月以

内のいずれかa)日に食いで常時庶用する労働者の数を貯載すること.

5.r2.一般事連立行動計画を 傭 寵 ･茨買)したE3J柵は.葱当する文字をOで戚むと

ともに､難産又は変更した日を記載すること｡

6,r3.変更した場合の変更内執 aFl杜､鼓当するものの番号をDで院むこと.

7.r4.-脚 業主行動計回の常闇押批 椀臥 男定した一艇事業主行数計間の計同期間

の初日及び来日の年月日を併載すること.

8.r5.日展j柵は､達成しようとする目標として-般事業主行動計画に定めたものに該

当するものの番号をOで囲むこと.

9,r6.一般事業主行動計画の公表の方軌 の榔 ま.該当するものの番号をOで囲み,①

を囲んだ敬合札 その方法を妬むれ 記載すること｡｢② その他の公安方位｣の番号を0

で囲んだ場合は.◎以外の公表の方法を置職すること.なお.盟液胸については､公表が

親株である平井主については､慮ず記載すること｡また､努力益講である事業主について

は､公表を行っている場合に記載すること｡

10.r7.一段事業主行動計画の労務者への周知の方法｣の掬臥 舷当するものの番号を0

で囲み.｢④ その他の周知方法jをOで囲んだ場合は､①から③以外の周知a)方法を記服

すること｡な乱 当議柵については.周知が義務である事尭主について臥 必ず記職する

こと,また､努力義務である事果主については､伺h]を行っている場合に記概すること.

llrS.次世代育成支援封鷹の内容｣蛸臥 一般等巣主行動計画の内容として定めた革項

について､行軌計同罪定指針 (平成15年国家公安委旦会.文部科学乱 厚生労働者､農林

水産乱 題辞蓮如 ､国士変速軌 毘填雀卓示第 1号)に掛 ､て一般事業主行動計国に座

り込むことが望ましいときれている事項を定めた場合臥 そのEEE号 くまのuゆ アからシ､

1のく2)のアからオ.2のu)からtS))をOで四臥 その他の項目を定めた場合は1のr】)のrそ

の他｣､iのく2)の ｢その他｣又は2のrその他｣にその概要を記戟すること｡変更届の場

合は､変更後の一般事発車行動計画の内容として定められている頃日のすべてについてO
で囲み叉ij:記職すること.

12.｢9.次世代育成支援対兜推進汝鴇13糸に基づ(認定の申帝をする予定】欄は､該当す

る文字を0で囲むこと.
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ここ 育児休講を収得しやすく.功19枚帰しやすいぬJj2の蛙低として次郎 ､ずれ か一つ比 とのJ紐 の範施

廿盟主醍と常壁響の甜血を文dlすち太めこつ阻IT]ぬ喋めl左節

汁. ㈹ 帽同軸Z#糾BE

刀

辛 ･7.とLbを廿てる労的勧 呼 育てのためのサービスをStm]する野に累する幣用の覗UJの持直の洪瓦

ク

チ

コ 軍配芸宗詑筆書破き㌶蛸壷防最悪血 棚 でのた眺 必軌 常用の鮒 L'0如 な押 甘

･叶 募鮎 雀漂慣 増 益 韻 集駆 詣お袋悪評ふi" 如 鵬 ､m 雑 炊 基づく育児械 掩仇

シ

千め也

2多幽応を景悪賢茄技師すら 7

イ

ウ

エ

オ

千め他

2チる1ーyBJ.項外の汰世代TT地文tS対椛lこ帆 E上l 僅 差遇 蒜 ㌫ 妄評 空転 撃 響雪盲電 品ル の設折 の盟か 舶 伽 如 店桝 を75Ja

E2)

LSつ

H､盟篭 姦忘巌 芸栗 等讐笠最幣畠:-3慧欝哉霊宝&tp的 ため.ik3紬 に帥 て紙 放醐

l6) 芸誌吉遠野 糾 ンターンシV/プ御 欽緋 漁船 の跳 .トライアル朋 恥 温じ姐 入れ又ーま髄

嘩鳩取l柵 軸篤QL&yrtii常食ゆ○

様式第二号 (第三魚関係)(第1面･第2両)

都貨府県労働局長 殿

基準適合一般事業主認定申請番

句爺年月日

一般事其主の氏名又は名称

(鴇人の壌合)代表者の氏名

(日本工業規格A列4)

任 所

噂 話番号

次世代育成支援対紫推進法節ユ3魚の沼定を受けたいので､下記のとおり申謝します.

FE

1.策定･乗施した一般車巣立行動計掛 =ついて

(1)-題辞呆主行鈎計TE便充満を届け出たEl 平成 年 月 日

【2〉-･･般事業美行勤計画策定屈の屈出先 労佃局演

(3)計両期間 平成 年 月 El～平成 年 月 Elく 期El)

2.常時雇用する労働者の鼓 L人 (うち身性 人､女性 人)

3.-｢牧等弟封 手取酢闇において達成しようとした自席及びそね達成状況 (第4両に紅就する

こと)

4.公表及び労働着への何知の方ゼミ

(ll-一腰事監宝行動計画を策定又は変 更内容 動計画の公表の (4)回議 罷 慧 甑
貰したEE 方抹 の方法 _

平成 年 月 一日 トの利用(自社のホームぺ-..芸去露草譜品())⑳その他の公表方法 () ①い辞禦鴇雲量違備え付け②へ慧賢 よる労働着送付◎ その他の周知方法( )

平成 年 月 日 ①画諸 讃 義行甜 ①ト霜鳥-(書道①い諾更鴇裏芸憲⑳目擦又姓次世代育のホームベ-備凡付け

確執 毒 冨娼写譜品く ②へ若鮎 よる労働者
い
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5_育児休講等の取得に阿する状況

[1)男性労働着の状況
計両州刑において育児休滋等をした男性労勝者弊:

(育児体栄辱を取得した男性労働着教が0人の常時有用する労働者の款が300人以下の串薬

玉は､イ～ハのいずれかを犯人)

イ 計画相問において看媒体暇を取得した男性労働者斧

(1齢 こ粥たない子のために当親休暇を取得した場合を除くこ) 人

口 短時間勤務の制度の措臣の具体的内容

計酎n岡にBける短時問勤務の制度の措隆を子の兼官のために利用した男性労幼者散
人

ハ 計画期間の開始前3年以内に育児休業等をした男性労働者 (複数いる場合はそのうち

のいずれか一人)が休果した期間

平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日

t27女性労働者の状況
① 計画期間に糾lて出産した女鹿労軸部臥 育児錐巣等をした女権労働巻数及びその剖

⑳ ((C)の育児休票等をしたものの都合が70%.未済の中小卒業生のみ記入)

計画期間の醐始約3年以内の日であって当該申小串業主が定める日から当惑計画期間の

末日までの期間にお汁る状況

平鹿 年 月 日から平成 年 月 日 (計囲期間の秦日)までの間の

出直した女性労働着数
(AJ

育児俺業等をした女権労働音数
Rrilq

育児洗髪等をしたものの割合
側//脚x180

様衰第二号 (第三粂関係)(第3両)

8.育児をする労働着のための勤務時間の鮭柿等の櫛肝等の鍵箱状況

響 毒‡岩諸 誓露 馨誓豊富苦慧駕 雪.? 実施の有無 ~

ア 育児休業の測圧に串ずる財産` 育 .塞

イ 御 革同独歩の制度 育 .無

ウ フレックスタイム制度 育 .無

エ 輪舞 .輪弟時刻の繰上げ又柱裸下げの制度 育 .蘇

オ 所走労勘時間を超えて労働させない軸圧 育 .蘇

育 .無≡

7.働普方の見直しに資する多梯な労働条件の整帝のための措置の乗越状況

夷施している培匿 亮族の有煉 措匿の内容 一

ア 所売外労働の削縄のための溝fB -i . #

の捨置 有 .無

(注)次の①から⑦の布類を添付すること.

① 策定･桑施した一般事業主幹勅計画

② 一般事業主行動計画た定めたEl榛が達成されたことを明らかにする昔頬 (労働協約又は

就業規則の写し等)

@ 公表及び労働着への凧丸が板妨又紘努力義務である寄集主については､一般事梁生得亀

計画の公表及び労働者への周知を行っていることを明らかにする奇叔 伯 社のホームペー
ジの河野を印刷した巻類等)であってその日付けがわかるもの

◎ 育児休業等をした男女労働者の氏名､育児休崇等をした期間及び収得の対象となった子
の年齢が酷救されている番類

◎ 5.(i)イ又はロのいずれかの基準を胡たすものとして評定申蒲をする喝合にあって臥
蓉深林喝の取得又は頻時間勤務制度の清賢の利用をした男性労幼者の氏名､及び取得又は

利用の対象となった予の年脚 転戦されている巷憩

⑥ 6.及び7,の臭施状況を明らかにする脊振 (労働協斜又は鹿粟規則の写し等)

⑦ 既に次世代育成支壌対策推進法第13免の評定を受けたことのある一般事業主にあつては

当砿罪定に係る基準近合一般番茶主認定申碑等及び詳定遭知乱か写し
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様式第二号く第三魚的係)(第4両) 壕或第二号 (%三魚眼係)(売5両 ･帯6両)
(記載要領)

1. r申筒年月El｣棚臥 都道府県労働局長に基準適合一般草津主認定申飽食 (以下 r申終審Jとい

う｡)を提出する年月日を寵載すること｡

2 r一般寄集垂の氏名又は名札 代表者の氏乱 使節及び砲籍番号｣収 ま､申話を行う一般事業主

の氏名又は名私 法人の場合はあつては代表者の氏名､住所及び電話番号を配収すること｡氏名に

ついて臥 す路 押印又はE柴による署名のいずれかにより東成すること｡一般事巣主が故人の場合

L=あっては.繰入の名称､主たる事掃所の所在地及び代表者の氏宅を記職すること｡代表者の氏名

について臥 記名押印又は自筆による著名のいずれかにより絶域すること｡電鋳番号k:ついては,

主たる事務所の電話番号を記載すること.

3. rl.〈1)一般事業主rT助計画発走屈を届け出たE]Jは､都道府県労働局長に-#串姓主行動計

画策定属 (以下,r届出苛｣という｡)を提出した年月日を記載することV

4. r1.珍)一般事業主行動計画策定届の届出免J楓は､屈ttI欝を提出した都窟府県労併局長の紡

道府県名を記載すること.

5. rl.(3) 計圃期間1柵は.蕗定を受けようとする一般事艶主行動計闇の相聞の初日及び末日並

びに当続行静計国が何期Elの行動計画であるかを記職すること0

6. r2.常時雇用する労働着の軌 桶は:.申細野を積出するEl又は選出する日嗣の1か月臥内のい

ずれかの日において常時応用する労働着の数及びその男女労tJの内訳を記俄すること｡

7. r3_一般寄集主行動計画に虫いて連成しようとした白襟及びその達成状況｣については.(第4

両)に記載すること.

8. r4.(i)-触寄集全行動副両を策定又は変更した日J柵臥 諾意を受けようとする一般耳放生

行動計面を発走又Iま変更した年月日を記蔽すること.凝救回変史し､㌍混作が足りない場合に臥

411)141について臥 取り括って畏敬すること.

9, T4.t2)変更した場合の変質内容J柵は.該当する数字をOで囲むこと｡

10. T4.(3)｣投事業主行動tr蘭の公議の方班｣楠は.該当するものの番号を0で囲臥 ①を囲ん

だ垢合は.その方睦を以むか､記載すること｡｢⑳ その他の公表分捷Jの番号を0で囲んだ場合桧､

①以外の公表の方法を語源すること.｢4.(4)一般事慕美行軌計画の労働者への周知の方法J鞠臥

諜当するものの番号をOで囲み.｢◎ その他の周知亦軌 をOで囲んだ萌合は､①から③以外の周

知の方汝を記載すること.

11 r5 育児休業等の取得に関する状況｣胸については.

(1) ｢育児休弗等Jと臥 育児休業.介娃休業中育児又は家族介接を行う労相着の屑枚に関する法

律 (平成3年汝待弟76号)第2粂第1号に題意する育児休柴のはか･小学佼就学の始期に連する
までの予を並育するための休業をいうこと｡

(2〉 r着甥体軌 とは.育児棟策,介碩床井等育児又は豪族介越を行う労働着の福祉に関する法砕

(平成3年法律第76号)第16免の2に規定する肴硬麻暇をいうこと｡

(3) ｢短時間勤務の制度｣.と拝,育児俵兼､介穣休業等育児又は家族介鰻を行う労働者の裾並等に

関する法律施行規則 (平成三年労働省令紫=十五軌 )集三十四兵務一項第一号に規定する脚 春闘

戯務の樹皮の措置のはか.小学校心学の始期に連するまでの子を養育する労働着のための東時間

動拝の樹皮をいうこと｡

14) r育児体焚称をしたものの制令J怯,Jト数施1枚を切り捨てて常軌すること.
12. rd.育児をする労働着のための働執時間の短蹄等の碓駿等の夷属状 況j 純臥 ア-牛の拷肝ご

とに､奏施の有井について有又与ま無の文字をOで滋むこと｡

13. ｢7.働き方の見直しに宋する多様な労働免停の嘘例のための招盟の実施状況｣朝は.ア～クの

措笹ごとに宋旅の有無について有又は無の文字を0で担むこと｡有の場合壮右椀に乗施した捨既の

内容について具体約に記載すること｡
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t
項
中

r学
校
保
健
夢

を

学
校
保
鍵
安
全
夢

に
改
め
る
｡

(社
会
福
祉
法
笹
行
規
則
の
】
郁
改
正
)

頴
田
集

社
会
福
祉
韓
施
行
疑
則

(昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
軍

手
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
十
六
魚
等

二
号
中
ホ
を
U
と
L
t
二
を
チ
と
し
r
八
を
ト
と
し
.
ロ
を
へ
と
L
P
イ
を
ホ
と
し
､
ホ
の
前
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
｡

イ

児
童
自
立
生
活
旗
助
事
業

巳

乳
児
家
庭
全
戸
紡
同
事
業

ハ

養
育
支
護
坊
間
専
業

こ

地
域
子
育
て
実
損
拠
点
妾

(社
会
保
険
労
務
士
睦
施
行
親
則
の
t
部
改
正
)

莞

象

葦

保
-

璽

荒

行
観
剤

(-

竿

三
晶

脈
管

璽

考
)
の
)
讐

次
の
よ
う

に霊
する
｡

別
表
や
第
四
十
五
の
三
号
の
次
に
次
の
一一号
を
加
え
る
.

四
十
五
の
四

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

革
成
十
五
年
抵
栓
第
百
二
十
号
V
i=
係
る
申
清

等
同法-
こよ

る
申
請
等

･
四
十
五
の
五

次
世
代
育
成
支
援
対
完
推
進
法
施
行
原
則

(平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
)
に
係

る
申
請
等

同
令
に
よ
る
申
許
等

(笹
杜
の
括
狂
及
び
保
育
の
爽
姫
等
の
廃
除
に
係
る
溌
明
年
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
)

弟
六
条

福
祉
の
措
蟹
及
び
保
育
の
蓋

等
の
解
除
に
係
る
現
明
等
に
断
す
る
省
令

へ平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
二

号
)
の
l
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.

第

t
粂
中

｢若
し
く
は
保
育
の
実
地
｣
を

｢
保
育
の
実
施
若
し
く
は
児
塞
里
止
生
涼
遺
功
の
爽
施
しに
改
ゆ
る
｡

(里
親
が
行
う
養
育
に
蹄
す
る
最
低
基
準
の
一
部
改
正
)

第
七
条

里
観
が
行
う
養
育
に
関
す
る
最
低
基
準

(平
成
十

四
年
厚
生
苗

省
令
第
百
十
六
号
)
の
一
蔀
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
｡

集
九
条
の
二
を
削
る
.

第
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
｡

2

里
親
は
､
垂
托
児
童
に
つ
い
て
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
､
遅
津
な
く
'
こ
れ
を
豊

府
県
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

3

里
親
結
､
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
垂
託
児
童
の
策
菅
を
継
続
す
る
こ
と
が
国
難
と
な
っ

た
と
尊
頃

遅
滞
な
く
'
理
由
を
付
し
て
そ
の
皆
を
拓
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

貸
十
五
粂
中

｢児
童
相
就
野

の
下
に

｢
活
第
十
l
粂
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
f
項
#
1専

へ
に
掃
け

る
纂
務
に
係
る
事
務
の
垂
託
を
受
け
た
着
｣
を
抑
え
る
｡

第
十
七
粂
簾

一
項
中

基
音
里
親

(塁
頴
の
措
定
等
i
J関
す
る
省
令
寺
丁成
十
四
年
厚
生
労
個
省
令
第
百
十
五
号

以
下

｢堤
定
等
省
令
｣
と
い
う
.)第
四
条
に
規
定
す
る
養
育
里
親
を
い
う
.
玖
下
同
じ
｡)､
短
期
里
親

(認
定
等
省

令
第
十
墳
負
に
規
定
す
る
東
期
里
親
を
い
う
｡
以
下
同
じ
J
Pp(は
専
門
里
親

(認
定
等
省
令
第
十
八
轟
に
規
定
す
る

専
門
里
親
考
い
う
.
以
下
同
じ
.))
を

｢里
規
｣
に
改
め
､
r六
人
｣
の
下
に

r(蜜
託
児
鳶
ij
つ
い
て
は
四
人
)J
を

加
え
'
同
条
讃
二
項
中

｢専
門
鼻
先
J
の
下
に

r(児
童
福
祉
法
終
行
規
則

(昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
弟
十
l
考
)

第
1
条
の
三
十
五
に
規
定
す
る
専
門
里
親
を
い
う
｡
以
下
同
じ
.)｣
を
､
｢人
数
は
｣
の
下
ij
rt
同
条
各
号
に
持

げ
る
着
に
つ
い
て
は
J
を
加
え
る
｡

弗
十
八
条
第

一
項
を
削
り
､
同
条
第
二
項
中

rに
よ
る
委
託
児
童
｣
の
下
に

r(
児

童
福
祉
法
施
行
規
則
弄
l
条

の
三
十
五
各
号
に
涛
げ
る
者
に
限
る
｡)j
を
加
え
､
同
項
を
同
条
第
一
項
と
す
る
｡

房
二
十
魚
を
削
る
.

第
こ
十

一
免
中

｢児
童
家
庭
支
度
セ
ン
タ
ー
｣
の
下
に

r
法
器
十
t
粂
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
点
第
1
項
第

二
号
へ
に
担
げ
る
業
務
に
係
る
事
拝
の
呑
託
を
受
け
た
著
し
を
加
え
､
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
｡

(児
童
膚
符
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
億
行
規
則
の
1
部
改
正
)

篤
八
森

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
園
す
る
放
免
施
行
規
則

串
唾

子
年
厚
生
労
鞠
省
令
夢

二
十
号
)
の
l
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
｡

堅

ハ集
中

r里
親

(児
産
福
祉
汝
璽

ハ
灸
の
三
L
を

r小
規
模
住
居
型
児
宜
欝

青
草
巽

(児
♯肴

祉
法
案
六
条
の

二
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
住
居
型
児
皇
養
育
藁

を
い
う
｡)
を
行
う
者
若
し
く
は
旦
親

爺
韓
煎
六
条
の
三
兼

i
項
｣
に
改
め
る
.

第
七
集
中

r琴

]+
五
条
の
七
第
山
項
筆
一考
｣
を

r第
二
十
玉
条
の
七
第

l
項
第
giき

に
､
r同
条
第
二
項
蔑

四
号
｣
を

｢国
魚
筆

意
第
五
き

ヒ
攻
め
る
.

附

則

(施
行
期
日
)

第
l
轟

こ
の
省

令

は
'
平
成
二
十

l
牢
四
月
7
日
か
ら
髄
符
す
る
.

呈
免
の
酪
定
等
に
関
す
る
脅
令
の
虎
止
)

等

嘉

島
親
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令

(平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
基

音
十
五
号
)
は
'
虎
止
す
る
｡

2

こ
の
省
令
の
施
行
の
酸
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
廃
止
前
の
里
親
の
措
定
等
に
附
す
る
省
令
軍

手
魚
に
老
い
て
準

用
す
る
第
九
免
の
裁
定
ーこ
よ
り
登
録
を
受
け
て
S
･る
専
門
凄
親
は
､
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
児
蓋
揺
祉
法
施
行

及
則
第
t
魚
の
三
十
五
に
規
定
す
る
専
門
里
親
と
み
な
す
.

(児
呈
福
祉
法
在
庁
鹿
別
の
1
部
改
正
に
伴
う
経
過
清
整
.

垂

二
条

児
童
宿
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

軍
成
二
十
年
法
線
簸
八
十
五
号
)
に
よ
る
改
重
刑
の
児
童
福
祉

汝

(昭
和
二
十
二
年
始
律
架
空
ハ十
四
号
)
璽

ハ
魚
の
三
に
規
定
す
る
里
親
は
､
第

l
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

児
孟
幕
牡
法
施
行
親
射
第
7
条
の
三
十
1
第
盲

及
び
琴

一号
並
び
に
策
l
魚
の
三
十
六
第

1
号
イ
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
､
蒙
育
里
親
と
､
欝
1
蕪
の
息
足
に
よ
る
改
正
稔
の
児
皇
岳
祉
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
三
十
七
第

t
項
第
六
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
里
親
と
み
な
で

2

こ
の
肴
令
の
凍
庁
の
際
現
に
里
親
が
養
育
し
て
い
る
療
託
児
萱
の
人
款
が
四
人
を
琴
te
て
い
る
場
合
に
は
､
当
抜

着
帯
児
童
の
人
数
が
四
人
以
下
と
な
る
ま
で
の
閑
は
'
第
1
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
tFi福
祉
括
施
行
規
対
策

一
条
の
三
十
二
第
一
項
中

｢四
人
し
と
あ
る
の
ほ

｢現
に
養
育
し
て
い
る
垂
託
児
藍
の
人
欺
｣
と
す
る
.

3

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
児
童
自
立
生
再
選
助
草
葉
を
行
う
者
に
つ
い
て
第
1
森
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児

童
福
祉
法
腰
行
規
則
第
三
十
六
条
の
十
二
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
ー
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

(以
下

r施
u
:n
J
と
い
う
.)か
ら
平
成
二
十
1
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
Ey
り
'
固
集
中

r定
め
て
烏
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
J
と
あ
る
の
は

｢定
め
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
す
る
｡

(次
世
代
育
成
支
扱
対

東
推
進法
施
行
規
則
の

一部
改
正
に
伴
う
経
豊

)

紫
e
l条

施
行
日
前
虹
次
世
代
育
成
支
濃
対
熊
推
進
幕

十
三
東
の
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
の
当
該
申
蘭
に
係
る
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
次
世
代
育
成
支
壌
対
策
推
進
睦
施
行
規
則
案
E
L集
に
競
走
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
､
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
｡

2

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
次
世
代
育
成
支
捜
対
策
推
進
法
施
行
現
則
第
囚
免
罪
蛸
号
の
規
定
は
'
施
行
日
凱
晩

に
7
般
事
業
主
行
勤
計
画
を
策
定
し
'
又
は
変
支
し
た
手
鼻
主
が
行
っ
た
次
世
代
育
成
支
壌
対
策
推
進
法
第
十
三
条

の
当
藩
J
股
事
巣
立
行
動
計
酉
に
係
る
申
紺
に
つ
い
て
適
用
す
る
.

3

こ
の
省
令
の
雁
行
の
鮫
こ
の
替
令
に
よ
る
改
正
前
の
葛
式

(次
項
に
お
い
て

｢旧
儀
式
｣
と
い
う
.)
に
よ
り
使
用

さ
れ
て
い
る
芋
類
は
'
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ

る
も
の
と
み
な
す
.

4

こ
の
省
令
の
施
行
の
鯨
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
柱
､
当
分
の
R
.
こ
れ
を
衷
り
誇
っ
て
庇
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
.

(里
親
が
行
う
考
青
に
関
す
る
愚
庶
基
準
の
1
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
)

蘇
五
条

こ
の
背
骨
の
施
行
の
際
現
に
里
親
が
鎮
守
し
て
い
る
黍
託
児
歳
の
人
数
が
四
人
を
超
え
て
い
る
場
合
に
柱
､

当
該
車
託
児
尊
の
人
款
が
四
人
以
下
と
な
る
ま
で
の
僻
は
､
第
七
魚
の
用
意
に
よ
る
改
正
硬
の
里
親
が
行
う
養
育
に

竣
療
法

(昭
和
二
十
六
年
法
第

二
胃
】
号
)
終
E
l十

t
条
の
規
定
に
基
づ

き

､
検
疫
睡
魔
行
娩
副
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
｡

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日

序
盤
労
伸
大
臣

舛
轟

要

一

後
療
法
溶
行
税
別
の
)
部
を
改
正
す
る
省
令

検
疫
緯
施
行
規
則

(昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
)
P
l
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.
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初
茸
C)汁
仲
秋
存
.
F]凍
H
瀬
滞
革
A
4
t
す
か
H
t
o

2

対
偶
仔
.
菅
ぐ
ノ斡
d
J
ヾ
*
′
F
J
I/
EL
j=
か
諒
側
胡
EL
h
D
Pj]爵
i;
田
^

ヰ
か
日
付
.

国
家
公
安
委
員
会
'
文
部
科

学
省
､

晶

粘

朗

銅

鞘

讐

如
窯

=
-

第

盲

環

境

省

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

(平
成
十
五
年
法
律
第
軍

一十
号
)第
七
粂
第
】
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
J

EgI家
公
安
委
貞
会
､
文
部
科
学
省
'

行
動
計
画
-

碧

(辛
-

毒

緋

離

断

鯛

紺
‥
綿
諾

器

‥
票

第

毒

の
全
-

次
の
よ
う
に
改
正

希

境

省

し
た
の
で
ー
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
｡

平
成
二
十

一
年
三
月
二
十
三
日

国
家
公
安
委
民
会
垂
最
長

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
健
大
臣

農
林
水
産
大
臣

蓮
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣

環
境
大
臣

寄 金 二 石 舛 塩 佐
藤 子 障 破 添 谷 藤

鉄 一 皮 要
夫 義 博 茂 - 立 勉

い
子
ど
も
の
育
ち
｣
等
の
四
つ
の
重
点
課
題
が
琴
不
さ
れ
､
こ
れ
に
沿
っ
た
具
体
的
な
計
画
で
あ
る

｢少
子
化
社

行
動
計
画
策
定
指
針

1

背
景
及
び
趣
旨

1

背
景

次
世
代
育
成
支
援
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
J
平
成
十
五
年
七
月
に

r次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
｣
(以
下

｢法
｣
と
い
う
｡)が
制
定
さ
れ
ー
相
方
公
共
団
体
及
び
事
業
主
が
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
通

じ
て
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

1
方
､
平
成
十
五
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た

r少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
)
に
基
づ
き
､平
成
十
六
年
六
月
に
｢少

子
化
社
会
対
韓
大
翻
し
(以
下

r大
網
L
と
い
う
｡)が
圃
詩
決
定
さ
れ
た
｡
大
綱
で
は
､
r若
者
の
自
立
と
た
く
ま
し

会
対
策
大
綱
に
基
づ
く
重
点
施
策
の
具
体
的
実
施
計
画
に
つ
い
て
｣
芋

ど
も
･
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
)を
踏
ま
え
､

様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
O

し
か
し
な
が
ら
､
平
成
十
七
年
ーこ
我
が
国
は
初
め
て
総
人
口
が
減
少
に
転
じ
l
出
生
数
が
百
六
万
人
及
び
合
計

特
殊
出
生
率
が
l
二
1大
と
､
と
も
に
過
去
最
低
を
記
録
す
る
と
い
う
予
想
以
上
の
少
子
化
の
進
行
が
見
ら
れ
た
｡

こ
の
た
め
､
平
成
十
八
年
六
月
に
少
子
化
社
会
対
策
会
議
で
決
定
さ
れ
た

｢新
し
い
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
｣

を
時
事
Te
.
少
子
化
対
策
の
抜
本
的
な
坂
充
､
執
化
を
囲
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

ま
た
､
平
成
十
八
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
た

｢日
本
の
将
来
推
計
人
口
｣
に
よ
れ
ば
､
二
千
五
十
五
年
に
あ
っ

て
も
合
計
特
殊
出
生
率
は
丁

二
六
と
示
さ
れ

(出
生
中
位

･
死
亡
中
位
推
計
)'
社
会
保
障
審
語
全
人
口
構
造

の
変
化
に
関
す
る
特
別
部
会
に
お
い
て
は
､
国
民
の
結
婚
や
出
産
･
子
育
て
に
対
す
る
希
望
と
現
実
の
か
い
雛
に

着
目
し
､
こ
の
か
い
雛
を
生
み
出
し
て
い
る
要
因
が
整
理
さ
れ
た
｡

以
上
の
よ
う
な
軌
向
を
踏
ま
え
設
置
さ
れ
た

｢子
ど
も
と
家
族
を

応
接
す
る
日
本
｣
重
点
戦
略
検
討
会
議
に
お

い
て
は
､
結
婚
や
出
産
･
子
育
て
に
関
す
る
国
民
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は
河
が
必
要
で
あ
る
か
に
焦
点
を

当
て
て
検
討
が
進
め
ら
れ
'
平
成
十
九
年
十
二
月
に

｢子
ど
も
と
家
族
を
応
接
す
る
m
本
｣
重
点
戦
略
(以
下
｢孟

点
戦
略
｣
と
い
う
｡)が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
q

重
点
戦
略
で
は
､
就
労
と
出
産
･
子
育
て
の
二
者
釈

t
構
法

の
解
消
に
は
'
｢翰
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と

生
活
の
調
和

(ワ
ー
ク
:
ブ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
)
の
実
現
｣
と
そ
の
社
会
的
基
盤
と
な
る

｢包
括
的
な
次
世
代
育

成
支
援
の
枠
組
み
の
構
革
｣
を

r牢
の
両
輪
｣
と

し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
d

こ
の
う
ち

r働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
｣
に
つ
い
て
は
､
平
成
十
九
年
十
二
月
に

仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
読
に
お
い
て

｢仕
事
と
生
活
の
調
和
へワ
ー
ク
ニ
ア
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
)

意
章
]
(以
下

｢憲
章
)
と
い
う
.
)及
び

｢仕
事
と
生
椿
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
｣
(以
下

｢行
動
指
針
)

と
い
う
J
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

寮
草
に
お
い
て
は
J
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能
な
社
会
､
飽
廉
で
豊
か
な
生
缶
の
た
め
の
時
間
が
確
保

で
き
る
社
会
､
多
様
な
働
き
方

･
生
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
､企
兼
と
働
く
者
ー

国
民
J
回
､
地
方
公
共
団
体
の
関
係
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
掲
げ
て
い
る
｡
ま
た
､
行
劾
指
針
に
お
い
て
は
､

憲
章
が
掲
げ
る
三
つ
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
条
件
を
示
す
と
と
も
に
.
各
主
体
の
取
組
を
推
進
す
る

た
め
の
社
会
全
体
の
目
標

(取
姐
が
進
ん
だ
場
合
に
達
成
さ
れ
る
水
準
と
し
て
十
牢
後
の
目
標
値
)
を
設
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.

今
後
は
､
窓
車
及
び
行
動
指
針
の
理
念
を
賭
事
te､
仕
事
と
生
酷
の
調
和
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な
政
組
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
筆
で
あ
る
.

ま
た
､
重
点
戦
略
で
は

[包
括
的

な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
特
集
｣
に
向
け
J
①
具
件
的
な
制
度
設
計

の
検
討
､
②
克
行
し
て
実
施
す
べ
き
課
題
と
い
う
二
つ
の
課
題
が
示
さ
れ
て
お
り
'
②
の
課
題
に
つ
い
て
は
､
地

域
や
職
場
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
填
軒
家
を
推
進
す
る
た
め
の
r児
童
福
祉
汝
等
の
一
部
を
改
正
す
る
旗
棒
案
｣

を
第
百
七
十
回
国
会
に
提
出
し
J
平
成
二
十
年
十

1
月
二
十
六
日
に
可
決
さ
れ
､
同
年
十
二
月
三
日
に
公
布
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

①
の
課
題
に
つ
い
て
は
､
｢持
続
可
能
な
社
会
保
障
構
築
と
そ
の
安
定
財
源
液
体
に
向
け
た

r中
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
L｣
(平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
四
En
閣
議
決
定
)
の
工
程
表
に
お
い
て
､
二
千
十
年
代
前
半
の
実
施
に
向
け
､

税
制
改
革
に
よ
る
財
折
確
保
を
図
り
な
が
ら
､
検
討
を
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

鮭
の
趣
旨

牡
に
お
い
て
は
J
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
L
t
市
町
村
に
あ
っ
て
は
､
法
第
八
粂
第

1
項
の
市
町
村
行
動

計
画

(以
下

r市
町
村
行
動
計
画
｣
と
い
う
｡)を
熊
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
､
都
道
崎
県
に
あ
っ
て
は
､
払
第
九
粂

第

一
項
の
都
道
府
県
行
動
計
画

(以
下

｢都
道
府
県
行
動
計
率
｣
と
い
う
.
)を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
固
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
事
業
主

(以
下

二

般
事
業
主
｣
と
い
う
｡)
で
あ
っ
て
J
常
時
雇
用
す
る

労
働
着
の
数
が
三
百
人

(平
成
二
十
三
年
四
月
1
日
以
後
は
､
百
人
)
を
超
え
る
も
の
に
あ
っ
て
は
'
故
第
十
二

条
第

l
項
の
r
般
事
業
主
行
動
計
画

(以
下

｢
1
般
事
業
主
行
数
計
画
｣
と
い
う
｡)を
策
定
L
J
そ
の
旨
を
届
け

出
る
こ
と
と
さ
れ
､
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人

(平
成
二
十
三
年
四
月

1
日
以
後
は
t
b
人
)
以
下

の
1
般
事
案
主
に
あ
っ
て
は
､

1
般
事
案
圭
行
動
計
画
を
策
定
L
J
そ
の
旨
を
届
け
出
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等

(以
下

r特
定
事
業
王
｣
と
い
う
｡
)
に
あ
っ
て
は
J
法

第
十
九
条
第

F
項
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画

(以
下

r特
定
事
業
主
行
動
計
画
｣
と
い
う
0)
を
兼
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
｡
-
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こ
の
た
め
､
主
務
大
臣
は
こ
れ
ら
の
行
酔
計
画
の
策
定
に
関
す
る
指
針

(以
下

r行
政
計
画
策
定
指
針
l
と
い

ラ
.
)を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
行
動
計
画
策
定
指
針
は
'
市
町
村
行
軌
計
画
､
都
道
府
県
行
動
計
画
､

l
般
事
業
主
行
動
計
画
及
び
特
定

事
業
王
行
動
計
画
の
指
針
と
な
る
べ
き
､
①
次
世
代
育
成
支
援
粁
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
､
②
次
世

代
育
成
支
壌
対
策
の
内
容
に
関
す
る
事
項
､
⑨
市
町
村
行
動
計
画
に
お
い
て
､
保
育
サ
ー
ビ
ス
､
放
課
後
児
童
健

全
育
成
草
葉
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
係
る
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
､
内
容
及
び

実
施
時
期
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
標
準
'
◎
そ
の
他
次
世
代
育
成
支
援
対
米
の
実
地
に
関
す
る
重
要

事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
｡

次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

基
本
理
念

次
世
代
育
成
支
噂
対
策
は
､
父
母
そ
の
他
の
篠
強
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

1
義
的
釆
任
を
有
す
る
と
い
う

基
本
的
認
識
の
下
に
'
家
庭
そ
の
他
の
壕
に
お
い
て
､
子
育
て
の
意
義
に
つ
い
て
の
盤
解
が
深
め
ら
れ
､
か
つ
'

子
育
て
に
伴
う
喜
び
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

行
動
計
画
の
策
定
の
目
的

地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
主

(国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
を
含
む
｡
)
は
､
行
動
計
画
熊
定
指
針
に
即
し

て
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
た
め
の
十
年
間
の
集
中
的

･
計
画
的
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
'
そ
れ
ぞ
れ
行
動
計

画
を
策
定
L
t
次
世
代
育
成
支
頓
対
策
の
実
施
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
､
実
施
し
ょ
う
と
す
る
次
世
代

育
成
支
援
対
策
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
｡

次
世
代
育
成
支
頓
知
乗
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
関
係
者
の
連
携

･
協
働

次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
､
児
童
福
祉
､
母
子
保
健
､
商
工
労
働
､
教
育
'
住
宅
等
の
各
分
野
に
ま
た
が
る
も

の
で
あ
り
､
関
係
部
局
が
連
携
し
て
部
局
横
断
的
に
取
り
組
む
総
合
的
な
庁
内
の
推
進
件
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
｡
そ
の
上
で
､
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
鯛
'
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
間
'
市
町
村
間
並
び
に
地

方
公
共
団
体
と

l
般
事
翠
玉
の
間
の
連
携
等
を
図
り
､
総
合
的
な
体
制
の
下
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
o

こ
の
た
め
J
行
動
計
画
に
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
関
係
者
の
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
'
地
方
公
共
団
体
と
国
と
の
情
報
の
共
有
化
を
さ
ら
に
傑
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
'
次
世
代
育
成
支
援

対
策
に
関
す
る
情
報
を
集
約
L
I
地
方
公
共
同
伴
と
国
が
相
互
に
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

｢少
子
化
対

策
連
携
促
進
サ
イ
ト
｣
へ
の
参
加
､
活
用
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
d

m

市
町
村
内
及
び
都
道
府
県
内
の
関
係
部
局
間
の
連
携

市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
'
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
推
進
を
限
る
た
め
'例
え
ば
'

首
長
を
本
部
長
又
は
責
任
者
と
し
て
少
子
化
対
策
推
進
本
部
等
を
設
監
す
る
な
ど
全
庁
的
な
体
制
の
下
に
､
行

動
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
捨
置
の
実
施
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
C

似

囲
及
び
地
方
公
共
団
体
の
連
携

法
第
四
条
で
は
､
国
及
び
地
方
公
共
EEl体
は
､
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
与
フ
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡

次
世
代
育
成
支
援
対
術
は
t
r働
き
方
の
改
革
に
よ
る
仕
事
と
生
静
の
調
和
の
葵
現
｣
と

r包
括
的
な
次
位
代

育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構
築
｣
を

r事
の
両
輪
J
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
､

EgZ及
び
地
方
公
共
団
体
は
､
｢仕
事
と
生
kEZの
調
和
椎
追
会
議
｣
や

｢次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
践
会
｣
等

の
活
用
に
よ
り
'
恒
常
的
な
意
見
交
換
を
行
い
､
連
携

･
臨
力
し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
次
世
代
育
成
支
援

対
策
の
椎
連
を
回
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

仙

市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
間
並
び
に
市
町
村
間
の
連
携

法
第
十
条
第

一
項
で
は
､
都
道
帝
県
は
､
市
町
村
に
対
し
'
市
町
村
行
動
計
画
の
策
定
上
の
技
術
的
事
項
に

つ
い
て
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
の
実
施
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
､
小
規
模
市
町
村
へ
の
配
慮
を
含

め
､
粛
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
血

ま
た
'
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
､
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
､
相
互
に
そ
の
整
合
性
が
図
ら
れ
る
よ

う
'
互
い
に
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
市
町
村
行
勤
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
J
必
要
に
応
じ
て
広
域
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整

備
等
､
近
隣
市
町
村
間
で
の
連
携
･
協
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

相

国
､
地
方
公
共
団
体
等
と
l
股
事
琴
王
と
の
連
携

法
第
五
条
で
は
､
事
態
主
は
七
回
又
は
地
方
公
共
団
体
が
誰
ず
る
次
世
代
育
成
支
旗
対
策
に
協
力
し
な
け

れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
丘

ま
た
､

1
般
草
葉
主
は
､

1
般
事

業
主
行
動
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
に
関
す
る
援
助
業

務
を
行
う
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
'
適
切
な

1
般
事
革
ま
行
動
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
措
匿
の
実
施
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
､
地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
l
般
事
革
王
は
､
行
動
計
轡
の
策
定
に
当

た
っ
て
,地
域
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
頒
対
策
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
､
必
要
に
応
じ
で
清
掃
交
換

･

倉
見
交
換
を
行
う
等
密
接
な
連
携
を
切
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
o

矧

地
域
の
事
案
主
や
民
間
旺
体
等
と
の
協
働

仕
事
と
生
清
の
調
和
の
実
現
に
向
け
た
働
き
方
の
改
革
を
は
じ
め
､
次
世
代
育
成
支
頓
対
策
は
'
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
企
泉
,
子
育
て
支
援
を
行
う
団
体
等
が
相
互
に
密
接
に
連
携
し
.
協
力
し
合
い
な
が
ら
､
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
取
組
を
遣
わ
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
敵
法
会
の
活
用

経
軍

手

t
粂
第
一
項
で
は
､
地
方
公
共
団
体
､
事
業
主
､
旺
民
そ
の
他
の
次
世
代
育
成
支
援
妙
策
の
推
進
を

図
る
た
め
の
活
軒
を
行
う
者
は
､
地
域
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
に
関
し
必
要
と
な
る
べ
き
培
畳

に
つ
い
て
協
蝕
す
る
た
め
'
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会

(以
下

｢地
域
協
議
会
｣
と
い
う
J
を
組
織
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
､
地
方
公
共
団
体
及
び
1
般
事
業
主
は
､
行
動
計
画
の
帯
定
や
こ
れ
に
基
づ
く

措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
'
必
要
に
応
じ
て
ー
地
域
協
議
会
を
十
分
に
活
用
す
る
と
と
も
に
'
密
接
な
連
携
を

図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
D

な
お
､
地
域
協
読
会
の
形
態
と
し
て
は
､
例
え
ば
､
次
に
掲
げ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
｡

川

市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
行
動
計
7E
[の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
播
匿
の
実
施
に
閲
L
t
意
見
交
換
等
を
行
う

た
め
'
地
方
公
共
団
体
'
事
業
主
､
労
働
考

子
育
て
に
関
す
る
活
動
を
行
う
地
域
括
新
団
体
､
篠
健
･
福
祉

関
係
者
､
教
育
関
係
者
､
都
道
府
県
労
働
局
等
の
幅
広
い
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
も
の

切

一
般
事
業
王
行
動
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
に
関
し
､
情
報
交
換
等
を
行
う
た
め
､
地
域

の
事
業
主
や
そ
の
間
)陣
等
で
構
成
さ
れ
る
も
の

他
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
接
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
､
地
域
の
子
育
て
支
援
事

業
の
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ
る
も
の

紬

家
庭
教
育
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
､
教
育
関
係
者
等
で
構
成
さ
れ
る
も
の

市
町
村
行
動
計
画
及
び
都
道
府
脹
行
動
計
画
の
発
達
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

市
町
村
行
政
計
画
及
び
都
道
府
県
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
挽
点

附

子
ど
も
の
観
点

我
が
国
は
､
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
節
約
国
と
し
て
も
､
子
ど
も
に
か
か
わ
る
種
々
の
権
利
が
操
諜

さ
れ
る
よ
う
に
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
.
こ
の
よ

うな
中
で
､
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
の
は
多
く
は
子
ど
も
自
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
､
次
世
代
菅
成
文
填
神
栄
の
推
進
に
お
い

で
は
､
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

1
に
考
え
､
子
ど
も
の
利
益
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
､
符
に
､
子
育
て
は
男
女
が
協
力
し
て
行
う
べ
き
も
の
と
の
視
点
に
立
っ
た
坂
組
が
重
要
で
あ
る
d

似

次
代
の
親
づ
く
り
と
い
う
視
点

子
ど
も
は
次
代
の
親
と
な
る
も
の
と
の
詩
織
の
下
に
J
畳
か
な
人
間
性
を
形
成
し
､
日
立
し
て
家
庭
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
子
ど
も
の
障
全
育
成
の
た
め
の
取
組
を
進
ゆ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
.

㈲

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
視
点

核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
行
等
の
社
会
環
境
の
変
化
や
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
'
子
育
て
家
庭
の

生
活
実
態
や
子
育
て
支
援
に
係
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
､
ま
た
､
農
林
水
産
業
等
の
個
々
の

集
積
ご
と
の
家
庭
の
特
性
を
踏
ま
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
次
世
代
育
成
支
援
対
紫
の
推
進
に
お

い
て
は
､
こ
の
よ
う
な
多
様
な
個
別
の
ニ
･J
i(
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
､
利
用
者
の
観
点
に
立
っ
た
柔

軟
か
つ
総
合
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
｡
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社
会
全
体
に
よ
る
支
境
の
視
点

次
世
代
育
成
支
壌
升
策
は
､
父
母
そ
の
他
の
院
議
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

l
轟
的
責
任
を
有
す
る
と
い

う
基
本
的
羅
苑
の
下
に
.
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り
J
企
業
や
地
域
社
会
を
含
め
た
社
会
全
体
で
協

力
し
て
放
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
様
々
な
担
い
手
の
協
働
の
下
に
対
常
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
｡

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
の
視
点

慮
章
に
お
い
て
は
､
仕
事
と
生
悟
の
調
和
が
実
現
し
た
社
会
と
は
t
r国
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実

感
を
感
じ
な
が
ら
飽
き
､
仕
事
上
の
安
住
を
果
た
す
と
と
も
に
'
家
庭
や
地
威
生
活
な
ど
に
お
い
で
も
'
子
育

て
期
､
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択

･
実
現

でき
る
社
会
｣
と
さ
れ

て
い
る
｡

働
き
方
の
見
直
し
を
進
め
､
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
'
国
民
の
結
婚
や
子
育
て
に
関
す
る

希
望
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
の
1
つ
と
し
て
､
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
'
憲
章
に
お
い
て

も
､
社
会
全
体
の
運
動
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て
は
'
地
域
に
お

い
て
も
､
国
及
び
地
方
公
共
団
体
や
企
業
を
始
め
と
す
る
関
係
者
が
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
､

自
ら
の
創
意
工
夫
の
下
に
､
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
展
開
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
の
視
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
'
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
み
な
ら
ず
'
子
育
て
の
孤
立
化
等
の
問
題
を
賭

事
え
､
広
く
す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
庭

へ
の
支
援
と
い
-
観
点
か
ら
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

そ
の
際
に
は
'
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
増
加
や
虐
待
等
の
子
ど
も
の
抱
え
る
背
景
の
多
様
化

等
の
状
況
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
､
社
会
的
養
護
体
制
に
つ
い
て
質

･
量
と
も
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
､

家
庭
的
な
養
護
の
推
進
､
自
立
支
援
策
の
強
化
と
い
う
観
点
も
十
分
踏
事
見
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
o

m
=

地
域

に
お
け
る
社
会
資
源
の
効
果
的
な
缶

用
の
観
点

地
域
に
お
い
て
は
へ
子
育
て
に
関
す
る
活
動
を
行
う
N
P
O
r
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ー
母
親
ク
ラ
ブ
､
子
ど
も

会
､
自
治
会
を
始
め
と
す
る
様
々
な
地
域
活
動
団
体
､
社
会
福
祉
施
政
会
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
等
の
様
々
な
民

間
事
業
者
､
主
任
児
童
委
員

･
児
童
委
員
等
が
皆
勤
す
る
と
と
も
に
､
高
齢
者
､
障
害
者
琴
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
民
間
事
業
者
等
も
あ
る
ほ
か
､
子
育
て
支
横
等
を
通
じ
た
地
域

へ
の
貢
献
を
希
望
す
る
高
齢
者

も
多
く
J
加
え
て
森
林
等
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
'
こ

う
し
た
様
々
な
地
域
の
社
会
蛮
源
を
十
分
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
児
童
福
祉
浜

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
)
第
四
十
八
条
の
二
及
び
粛
四
十
八
条
の
三
の

規
定
を
賭
事
見
た
児
童
養
護
施
設
等
及
び
粍
育
所
の
活
用
や
'
児
童
館
へ
公
民
館
､
学
校
施
設
等
を
始
め
と
す

る
各
榛
の
公
共
施
設
の
活
用
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
｡

胤

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
視
点

利
用
者
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
TO
た
め
に
は
'
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
を
適
卯
に

確
保
す
る
と
と
も
に
､
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
液
尿
す
る
こ
と
が
ま
要
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
､
次
世
代
育
成
支
嬢
対

策
に
お
い
で
は
､
サ
～
ビ
ス
の
質
を
評
価
し
､
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
っ
た
視
点
か
ら
'
人
材
の
資
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
､
情
報
公
開
や
サ
ー
ビ
ス
評
価
等
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

柳

地
域
特
性
の
視
点

都
市
部
と
農
山
漁
村
の
間
の
相
通
を
始
め
1
人
口
構
造
や
産
業
構
造
'
更
に
は
社
会
資
源
の
状
況
等
地
域
の

特
性
は
様
々
で
あ
り
.
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
及
び
必
要
と
さ
れ
る
支
援
策
も
異
な
る
こ
と
か
ら
'
次
世
代
育
成
支

援
対
策
に
お
い
て
は
'
各
地
方
公
共
EEL体
が
各
々
の
特
性
を
踏
ま
え
て
主
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
｡

市
町
村
行
動
計
画
及
び
都
道
仲
県
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
手
続

川

現
状
の
分
析

市
町
村
行
数
計
画
及
び
都
道
府
県
行
軌
計
画

(以
下

r市
町
村
行
動
計
画
等
j
と
い
う
｡
)
に
つ
い
て
は
､
地

域
の
人
口
構
造
や
産
業
構
造
等
の
地
域
特
性
､
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
実
情
､
サ
ー
ビ
ス
環
供
の
現
折
や
サ
ー
ビ

ス
資
源
の
状
況
､
更
に
は
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
帝
境
等
の
現
状
を
分
析
し
て
'
そ
れ
ら
を
頗
ま
え
策
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
連
す
る
各
種
の
資
料
を
収
集

･
分
析
し
､
そ
の
結
果
を
計
画
の
策

定
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

必

ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

市
町
村
は
'
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
意
向
及
び
生
活
実
像
を
把
握
し
ー
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
及
び
質
的
な
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
上
で
市
町
村
行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
､
サ
･J
1,
ス
対
象
者
に
対
す
る
lT

ズ
調
査
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
O

調
査
に
当
た
っ

て
は
､
女
性
の
就
業
率
の
高
ま
り
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
長
期
的
な
需
要
を

把
握
で
き
る
内
容
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
､
都
道
府
県
は
､
ニ
ー
ズ
調
査
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
'
市
町
村
に
対
す
る
助
言
や
lT

ズ
調
査
の

共
同
実
施
を
す
る
場
合
の
市
町
村
間
の
嗣
並
等
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
.

価

多
様
な
主
幹
の
参
画
と
情
報
公
開

法
第
八
粂
第
三
項
及
び
第
九
条
第
三
項
で
は
､
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
､市
町
村
行
動
計
画
等
を
策
定
L
J

又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
あ
ら
か
じ
め
､
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
定
を
繕
ず

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
計
画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
､
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
琴
と
し
て
の
地
域
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
'
公
聴
会
､
懇
談
会
又
は
汲
明
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
計
画
策
定
に
係
る
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
､
往
民
の
意
見
を
幅
広
く
聴
取
し
'
市
町
村
行
動
計
画
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
｡

ま
た
J
法
第
八
粂
第
g
]項
及
び
第
九
粂
第
四
項
で
は
､
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
､
市
町
村
行
動
計
画
等
を

策
定
し
､
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
あ
ら
か
じ
め
､
事
案
主
､
労
働
者
'
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
葵
な
措
置
を
縛
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
計

画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
､
地
域
協
読
会
等
を
括
用
し
て
事
業
主
支
援
の
方
策
の
検
討
'
事
菜
王
に
求
め
る
支

援
策
の
検
討
､
協
働
で
実
施
を
す
る
施
策
の
検
討
等
を
行
い
､
説
明
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
計
画
策
定
に
係
る

情
報
を
埠
供
す
る
と
と
も
に
､
事
業
主
､
労
働
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
幅
広
く
聴
取
し
､
市
町
村
行
数

計
画
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
事
策
主
､
労
働
者
'
そ
の
他
の
関
係
者
が
主
体
と
な
っ
て
､
利
用
者
の
捉
点
に
立

っ
た
評
価
摺
樺

を
考
え
る
仕
組
み
を
誘
導
す
る
な
ど
'
行
動
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
の
多
様
な
主
体
の
参
画
を
促
進
す
る
こ
と

も
東
雲
で
あ
る
｡

加
え
て
､
法
第
八
条
第
五
項
及
び
第
九
粂
第
五
項
で
は
､
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
'
市
町
村
行
動
計
画
等

を
先
走
し
､
又
は
変
更
し
た
と
き
は
､
遅
滞
な
く
､
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
で
お
り
'
広
報
韓
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
適
時
か
つ
適
切
に
広
く
住
民
に
周
知
を
回
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

市
町
村
行
軌
計
画
及
び
都
道
伸
県
行
動
計
画
策
定
の
時
期
等

市
町
村
行
動
計
画
等
は
五
年
ご
と
に
､
五
年
を

t
期
と
し
て
策
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
｡

1
回
日
に
策
定

さ
れ
た
市
町
村
行
数
計
画
等

(前
期
計
画
)
に
つ
い
て
は
､
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十

1
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
J
二
回
目
に
策
定
さ
れ
る
市
町
村
行
動
計
画
等

(後
期
計
画
)
に
つ
い
て
は
'
前
期

計
画
に
係
る
必
要
な
見
直
し
を
平
成
二
十

F
年
度
ま
で
に
行
っ
た
上
で
､
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年

度
ま
で
を
後
期
計
画
の
期
間

(以
下

r後
期
計
画
期
間
｣
と
い
う
｡
)と
し
て
､
平
成
二
十

一
年
度
中
に
策
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

利
用
者
の
観
点
に
立
っ
た
点
検

･
評
価
の
た
め
の
指
標
の
導
入

後
期
計
画
に
お
い
て
は
'
個
別
事
業
の
進
捗
状
況

へア
ウ
ト
プ
ッ
ト
)
に
加
え
､
価
別
事
業
を
束
ね
た
施
策
や

計
画
全
体
の
進
捗
状
況

(ア
ウ
ト
カ
ム
)
に
つ
い
て
も
点
検

･
評
価
す
る
こ
と
が
畳
要
で
あ
る
｡

次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
に
お
い
て
は
､
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
柔
軟
か
つ
給
合
的
な
取
組
が
必
要
で

あ
り
､
こ
の
よ
う
な
取
組
を
評
佑
す
る
た
め
､
利
用
者
の
視
点
にこ
立

っ
た
指
標
を
殴
定
L
t点
検

I
評
価
を
行
い
､

施
策
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
.

ま
た
､
個
別
事
業
を
束
ね
た
施
策
の
指
標
に
関
し
て
は
､
住
民
に
分
か
り
や
す
く
周
知
し
､
長
供
す
る
た
め
に

も
､
地
方
公
典
EE
[体
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
比
較
が
可
能
と
な
る
よ
う
､
共
通
の
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
.
国
で
は
'
共
通
の
指
標
例
を
示
す
の
で
､
こ
れ
を
参
考
に
'
市
町
村
及
び
都
道
府
県
に
お
い
て
意
識
調
査

等
に
基
づ
き
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡
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市
町
村
行
動
計
画
及
び
都
道
府
県
行
動
計
画
の
裏
梅
状
況
の
点
検

･
評
価
及
び
推
進
体
制

法
第
八
粂
第
七
項
及
び
第
九
粂
第
七
項
で
は
､
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
'
定
期
的
に
'
市
町
村
行
動
計
画
等

に
基
づ
く
措
置
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
い
､
市
町
村
行
動
計
画
等
に
検
討
を
加
え
､
必
要
が
あ
る
と

改
め
る
と
き
は
､
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
捨
置
を
誇
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
各
種
施
策
が
利
用
者
の
直
面
し
て
い
る
問
題
や
疎
題
の
解
消
に
役
立
っ
た
か
'
満
足

で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
か
等
､
利
用
者
側
の
視
点
に
立
っ
た
点
検

･
評
価
を
実
施
し
､
そ
の
緯
泉
を
毎
年
度
の
予

算
編
成
や
草
葉
実
施
に
反
映
さ
せ
る
､
計
画

(P
)an
)､
実
行

(D
o
)'
評
噺

(C
h
ec
k
)
'
改
善

八A
ctlqn
)
の

サ
イ
ク
ル

へp
D
C
<
サ
イ
ク
ル
)
を
独
立
す
る
,
)と
が
重
要

で
あ
る
｡

こ
の
際
､
こ
れ
ら
一
連
の
過
程
を
開
か
れ
た
も
の
と
す
る
た
め
､
地
域
に
お

ける子育
て支
援

事業
の関係
者

や
子
育
て
に
関
す
る
活
動
を
行
う
N
P
O
等
が
参
画
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
際
ー
地
域
協

縫
会
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
法
第
八
粂
第
六
項
及
び
第
九
粂
喬
六
項
で
は
､
市
町
村
及
び
都
道
府
県
は
､
毎
年
少
な
く
と
も

t
回
､

市
町
村
行
動
計
画
等
に
基
づ
く
捨
置
の
実
施
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
'
こ
の

計
画
の
実
施
状
況
等
に
係
る
情
報
を
広
報
韓
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
等
に
よ
り
､
住
民
に
分
か
り
や
す
く
周

知
を
図
る
と
と
も
に
､
姓
氏
の
意
見
等
を
略
取
し
っ
つ
､
そ
の
後
の
好
策
の
実
施
や
計
画
の
見
直
し
等
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

他
の
計
画
と
の
関
係

川

保
育
計
画
等
と
の
調
和

市
町
村
行
動
計
画
等
は
'
保
育
計
画

(児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
の
八
に
鑑
定
す
る
市
町
村
保
育
計
画
及
び

同
法
第
五
十
六
条
の
九
に
規
定
す
る
都
道
府
県
保
育
計
画
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)､
地
域
福
祉
計
画

(社
会
福

祉
法

(昭
和
二
十
六
年
法
律
第
E
]十
五
号
)
第
官
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
地
域
拓
社
計
画
及
び
同
法
第
官
八

条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
を
い
う
｡
)､
母
子
家
庭
及
び
喜
婦
自
立
促
進
計
画

(母
子
及
び

寡
婦
福
祉
法

(昭
和
三
十
九
年
法
律
野
草

一十
九
号
)
第
十

一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
及
び

寡
婦
自
立
促
進
計
画
を
い
う
C
以
下
同
じ
.
)'
陣
春
着
計
画

(陣
容
者
基
本
法

(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十

四
号
)
帯
九
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
障
春
着
計
画
及
び
市
町
村
障
害
者
計
画
を
い
う
｡
)
そ
の
他
の
汝
律
の
規

定
に
よ
り
.
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
策
定
す
る
計
画
で
あ
っ
て
､
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
も
の
と
の
間
の
嗣
和
が
県
た
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

な
お
､
市
町
村
行
動
計
画
等
と
盛
り
込
む
内
容
が
重
複
す
る
他
の
法
律
の
坂
定
に
よ
り
､
市
町
村
又
は
都
道

府
県
が
策
定
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
､市
町
村
行
動
計
画
等
と

1
体
の
も
の
と
し
て
策
定
し
て
差
し
支
え
な
い
.

脚

市
町
村
の
基
本
構
想
と
の
調
和

市
町
村
行
軌
計
画
に
つ
い
て
は
､
地
方
自
治
汝

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
粂
第
g
l項
の
基

本
構
想
に
即
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

市
町
村
iE
動
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
標
準

参
酌
憤
準
に
つ
い
て

=

意
義

法
第
七
条
第
二
項
第
二
冒
す
に
お
い
で
は
､
市
町
村
行
軌
計
画
に
お
い
て
､
保
育
サ
ー
ビ
ス
､
放
課
後
児
童
棒

金
育
成
事
業
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
係
る
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
､
内
容
及

び
実
施
時
期
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
標
準

(以
下

｢参
酌
標
準
｣
と
い
う
｡)
を
定
め
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
｡

参
酌
標
準
は
､
各
市
町
村
に
お
い
て
､
女
性
の
就
業
率
上
昇
に
伴
う
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
潜
在
需
要
を
把
握

し
っ
っ
､
中
長
期
的
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
生
備
水
準
を
勘
案
し
た
上
で
､
後
期
計
画
の
目
標
事
美
点

を
適
切
に
見
込
む
た
め
に
琴
不
す
る
も
の
で
あ
る
｡

矧

性
質

ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
把
握
し
た
各
事
業
の
需
要
に
基
づ
き
J
次
の
2
か
ら
川
ま
で
に
示
す
方
法
に
よ
り
-

新
待
機
児
童
ゼ

ロ
作
戦

(平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日
厚
生
労
働
省
熊
定
)
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
二
十
九

年
度
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
標
事
巣
畳

(以
下

r平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
｣
と
い
う
｡
)
を
設
定
し
た
上

で
'
後
期
計
画
期
間
の
目
標
事
業
蛍
に
つ
い
て
は
､
当
該
平
成
二
十
九
年
度
冒
陳
事
業
量
の
達
成
を
念
額
に
､

現
状
の
サ
ー
ビ
ス
基
鮭
を
踏
ま
え
つ
つ
定
め
る
こ
と
｡

ま
た
,
2
の
平
日
昼
間
の
陳
育
サ
ー
ビ
ス
及
び
6
の
放
課
後
児
童
棒
金
育
成
事
業
に
関
し
て
は
､
平
成
二
十

二
年
度
が
新
得
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
の
集
中
虚
点
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
早
見
で
'
目
標
事
業
量
を

定
め
る
こ
と
｡

平
EZ1
昼
間
の
除
育
サ
ー
ビ
ス

平
日
昼
間
の
陰
育
サ
ー
ヒ
ス
の
平
成
二
十
九
年
度
F
襟
事
衆
点
に
つ
い
て
は
'
三
歳
未
満
児
と
三
歳
以
上
児
に

区
分
の
上
､
次
の
方
添
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と
.

川

就
労
形
態
別
家
底
類
型
ご
と
の
潜
在
的
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
の
把
捉

ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
把
捜
し
た
共
働
き
家
庭
'
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
家
庭
､
専
業
主
婦
家
庭
､

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
就
労
形
憶
別
の
家
庭
区
分

(以
下

r就
労
形
態
別
家
庭
粁
撃

と
い
う
｡
)
ご
と
に
､
現
に

隈
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
家
庭
及
び
利
用
を
希
望
し
て
い
る
家
庭
を
勘
案
し
た
潜
在
的
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
率

(以
下

r潜
在
的
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
J
と
い
う
.
)
を
算
出
す
る
.

切

放
労
形
態
別
家
寝
類
型
ご
と
の
潜
在
家
庭
数
の
把
握

就
労
形
態
別
家
庭
類
型
ご
と
に
､
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
把
握
し
た
今
按
の
就
労
希
望
を
勘
案
し
た
潜
在
的

な
家
庭
数

(以
下

｢潜
在
家
庭
敢
｣
と
い
う
.
)
を
算
出
す
る
｡

矧

平
成
二
十
九
年
度
m
標
宰
集
塵
の

把
握

就
労
形
態
別
家
麻
績
型
ご
と
の
費

仕
家
庭
数
に
､
就
労
形
壕
別
家
底
類
型
ご
と
の
潜
在
的
サ
ー
ビ
ス
利
用
率

を
乗
じ
て
得
た
数
を
合
算
し
た
数
に
よ
り
､
平
成
二
十
九
年
度
日
韓
事
集
魚

(定
員
数
)
を
設
定
す
る
｡

後
期
計
画
期
間
の
日
原
事
業
亀
に
つ
い
て
は
､
平
些

事
九
年
度
目
標
事
業
息
を
考
慮
し
､
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
状
況
も
踏
考
え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
｡

夜
間
帯
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

2
の
平
目
昼
間
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
の
手
法
に
よ
り
､
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
把
撞
し
た
夜
間
帯
の
保
育

ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
て
､
時
間
帯
区
分
ご
と
に
平
成
二
十
九
年
度
zn
標
事
業
量
を
設
定
す
る
こ
と
｡

後
期
計
画
期
間
の
目
標
事
集
竜
に
つ
い
て
は
､
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
畳
を
考
慮
し
､
延
長
保
育
事
煮
'

凌
間
保
育
事
業
及
び
夜
間
養
護
等
事
業
で
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
､
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
状
況
も
踏
ま

え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
D

休
日
曝
首

2
の
平
日
昼
間
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
の
手
法
に
よ
り
'
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
杷
浸
し
た
休
日
の
保
育

ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
て
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
を
設
定
す
る
こ
と
｡

後
期
計
画
期
間
の
n
標
事
集
魚
に
つ
い
て
は
､
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
を
念
頭
に
､
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
状
況
も
稗
等

見な
が
ら
定
め
る
こ
と
｡

病
児

･
病
後
児
保
育

2
の
平
日
昼
間
の
保
育
サ
-
ビ
ス
の
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
畳

(定
員
数
)
を
病
児

･
病
後
児
保
育
の
利

用
可
能
性
が
あ
る
者
と
捉
え
た
上
で
､
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
把
握
し
た
病
児

･
病
後
児
の
発
生
頻
度
､
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
案
讃
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
希
望
を
勘
案
し
て
､
平
成
二
十
九
年
度
日
揮
事
業
量
を
設
定
す
る
こ
と
.

後
期
計
画
期
陶
の
目
標
事
集
魚
に
つ
い
て
は
､
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
讃
量
を
念
頭
に
､
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
状
況
も
塔
享
え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
0

位
謙
徒
児
藍
健
全
育
成
事
轟

保
育
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
続
性
を
意
現
し
'
ニ
ー
ズ
調
査
等
に
よ
り
把
渡
し
た
次
年
度
に
就
学
予
定
の
児
童
を
有

す
る
家
底
で
あ
っ
て
放
課
後
児
量
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望
す
る
家
庭
を
勘
来
し
て
'
適
切
と
見
込
ま
れ
る
平
成
二

十
九
年
度
目
標
寄
集
孟
を
設
定
す
る
こ
と
｡

後
期
計
画
期
間
の
目
標
事
業
畠
に
つ
い
て

は
､
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
を
念
頭
に
､
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
也
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
｡

一
時
預
か
り
事
業

ニ
ー
ズ
甜
査
等
に
よ
り
把
握
し
た

l
時
的
に
未
就
学
の
子
ど
も
を
第
三
者
に
預
け
た
日
数
の
美
徳
に
､
今
後
の

利
用
希
望
を
加
え
た
も
の
を
勘
案
し
て
'適
切
と
考
え
ら
れ
る
平
成
二
十
九
年
度
員
接
客
農
量
を
設
定
す
る
こ
と
｡

後
期
計
画
期
間
の
日
韓
事
業
量
に
つ
い
て
は
'
平
成
二
十
九
年
度
日
韓
事
巣
食
を
念
頭
に
ー
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
｡
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地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
､
居
宅
よ
り
容
易
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
際
域
内
に
一
箇
所
以
上
設
置
す
る
こ

と
を
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
と
設
定
す
る
こ
と
d

後
期
計
画
期
間
の
目
標
事
業
量
に
つ
い
て
は
'
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
案
丘
を
念
頭
に
'
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
.

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
～
車
楽

市
及
び
特
別
区
に
あ
っ
て
は
､
原
則
と
し
て
1
箇
所
以
上
の
設
置
を
平
成
二
十
九
年
度
目
標
率
策
点
と
設
定
す

る
こ
と
｡

町
村
に
あ
っ
て
は
､
住
民
の
利
用
希
望
等
を
賭
事
え
実
施
の
必
要
性
を
検
討
し
た
上
で
平
成
二
十
九
年
度
目
標

事
連
立
を
設
定
す
る
こ
と
｡

緩
期
計
画
期
間
の
目
標
事
集
最
に
つ
い
て
は
､
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
を
念
頭
に
定
め
る
こ
と
.

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業

宿
泊
を
伴
う
預
か
り
を
必
要
と
し
た
日
数
の
実
績
に
基
づ
き
'
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ボ
～
ト
･
セ
ン
タ
ー
幸
美
等

の
他
サ
/
ビ
ス
に
よ
る
対
応
の
可
能
性
も
勘
秦
し
な
が
ら
､
適
切
と
考
え
ら
れ
る
事
業
丑
を
平
成
二
十
九
年
度
目

標
事
業
量
と
設
定
す
る
こ
と
｡

後
期
計
画
期
間
の
目
標
事
業
量
に
つ
い
て
は
､
平
成
二
十
九
年
度
目
標
事
業
量
を
念
頭
に
､
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

基
盤
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
定
め
る
こ
と
.

市
町
村
行
動
計
画
及
び
都
道
府
県
行
動
計
画
の
内
容
に
関
す
る
事
項

市
町
村
行
動
計
画

市
町
村
は
､
住
民
に
最
も
身
近
な
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
役
割
を
賭
事
乙
､
次
世
代
育
成
支
壌
対
策
を
総
合

的
に
､
か
つ
､
き
め
細
か
く
行
え
る
よ
う
'
子
と
も
と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
関
連
す
る
施
策
及
び
事
菜
を
市

町
村
行
助
計
軒
に
体
系
的
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

市
町
村
行
政
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
と
し
て
は
'
法
第
八
粂
第

i
項
に
お
い
て
'
①
地
域
に
お
け
る
子
育

て
の
支
援
､
②
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
の
俸
廉
の
確
保
及
び
増
進
'
③
子
ど
も
の
心
身
の
陸
や
か
な
成
長
に

資
す
る
教
育
環
境
の
盤
僻
､◎
子
ど
も
を
育
成
す
る
家
庭
に
漬
し
た
良
質
な
住
宅
及
び
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
､

⑧
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
進
t@
そ
の
他
の
次
世
代
育
成
支
援
対
韓
の
実
施
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
'

こ
う
し
た
施
熊
の
領
域
を
踏
ま
え
'
計
画
策
定
に
当
た
る
も
の
と
す
る
｡

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
次
に
摘
げ
る
次
世
代
育
成
支
援
対
韓
と
し
て
東
要
な
施
策
を
賭
事
乙
つ
つ
､
各

市
町
村
の
実
情
に
応
じ
た
施
熊
を
そ
の
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
各
施
策
の
目
標
設
定
に
当
た
っ
て
は
'
利
用
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
､
可
能
な
限
り
定
丘
的
に
示

す
等
具
体
的
な
日
韓
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

な
お
へ
稽
定
都
市
､
中
核
市
及
び
児
童
相
談
所
設
置
市
に
あ
っ
て
は
､
行
動
計
画
策
定
指
針
に
お
い
て
都
道
府

県
行
動
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
内
容
の
う
ち
､
指
定
都
市
､
中
核
市
及
び
児
童
相
政
所
設
麿
市
が
処
埋
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
適
切
に
市
町
村
行
動
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

3

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

ア

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

専
業
主
婦
家
庭
や
母
子
家
庭
等
を
含
め
た
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
､
地
域
に

お
け
る
様
々
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
市
町
村
は
'
次
の
例
か
ら
柳
ま
で
に
掲
げ
る
児
童
福
祉
法
第
二
十

一
条
の
九
に
規
定
す
る
子

育
て
支
援
事
業

(以
下

｢子
育
て
支
壌
事
業
J
と
い
う
｡
)
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
､
必
要
な
特
産
の
実

施
に
努
め
る
と
と
も
に
ー
次
の
B
:に
掲
げ
る
同
法
第
二
十

-
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
子
育
て
支
援
事
業
に

関
す
る
情
報
の
軽
供
､
相
談
及
び
助
言
並
び
に
あ
っ
せ
ん
'調
整
及
び
要
請
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
ー
市
町
村
は
'
同
法
第
二
十
一
条
の
十
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
､
乳
児
家
庭
全
戸
訪
開
革
常
及
び

黄
昏
支
援
訪
問
事
業
を
実
施
す
る

(た

だし
ー
そ
の
事
務
の
全
豹
又
は
-
部
を
厚
生
労
働
者
令
で
定
め
る
者

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
B
)
よ
う
努
め
る
と
と
と
も
に
'同
法
第
二
十

l
条
の
十
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
､

母
子
保
健
に
関
す
る
串
黄
と
の
連
携
及
び
嗣
和
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
｡

ま
た
､
こ
れ
ら
の
取
組
に
際
し
て
は
'
親
が
障
害
を
持
つ
家
庭
等
に
つ
い
て
も
適
切
に
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
､
き
め
細
か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
｡

阿

児
塵
及
び
そ
の
休
題
者
又
は
そ
の
他
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
陣
頭
者
の
児
童
の
衰
膏
を
支
援
す
る
事
業

①

厚
生
労
働
者
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
市
町
村
に
お
け
る
､
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
乳
児
の
い

る
家
庭
を
訪
階
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
1
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
'
出
乳
児
及
び
そ
の
保
護
者

の
心
身
の
状
況
及
び
発
育
環
境
の
把
握
を
行
う
ほ
か
､
･j
養
育
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
へ
助
言
そ
の

他
の
援
助
を
行
う
事
業

(乳
児
家
庭
全
戸
肋
間
事
菓
)

②

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
の
実
施
そ
の
他
に
よ
り
把
握

し
た
1
保
譲
者
の
曇

R
を
支
援
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
絡
め
ら
れ
る
児
童
及
び
そ
の
県
誰
着
J
止
保

護
者
に
監
護
さ
れ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
諦
め
ら
れ
る
児
童
及
び
そ
の
保
譲
者
､
仙皿
出
産
後
の
養

育
に
つ
い
て
出
産
前
に
お
い
て
支
嶺
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
に
好
し
､
そ
の
養

育
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
､
こ
れ
ら
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
､
養
育
に
関
す
る
相
談
､
指
導
､
助
言

そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
事
業

奏
育
支
填
訪
問
事
業
)

③

乳
児
又
は
幼
児
で
あ
っ
て
'
市
町
村
が
児
童
福
祉
法
第
二
十
g
]粂
第

1
項
に
規
定
す
る
児
童
に
該
当

す
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
､
家
庭
的
保
育
着

帯

町
村
長
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
県
育
士
又
は

厚
生
労
勧
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
ー
こ
れ
ら
の
乳
児
又
は
幼
児
の
保
育
を
行
う
者
と
し
て
市
町
村

長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
)
の
居
宅
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
､
家
庭
的
保
管
者
に
よ
る
保
育
を
行
う

事
業

(家
庭
的
保
育
事
業
)

◎

除
籍
者
で
あ
っ
て
そ
の
乳
児
へ
幼
児
等
の
保
育
琴
に
関
す
る
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

と
当
嫉
援
助
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
者

(個
人
に
限
る
.
以
下
こ
の
④
に
お
い
て

r援
助
希
望
者
｣

と
い
う
｡
)
と
の
連
絡
及
び
調
整
を
行
う
と
と
も
に
'
援
助
希
望
者
の
講
習
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
を
行

う
事
業

(フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
-
事
業
)

川

保
育
所
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
保
強
者

の
児
童
の
養
育
を
支
援
す
る
事
業

①

小
学
校
に
鹿
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童
で
あ
っ
て
､
そ
の
倶
後
者
が
労
働
等
に
よ
り

昼
間
家
庭
に
い
な
い
も
の
に
'
児
童
福
祉
法
施
行
令

(昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
E
]号
)
第

1
集
の

二
で
定
ゆ
る
基
準
に
従
い
J
授
業
の
終
了
後
に
児
童
厚
生
施
設
等
の
施
設
を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
及

び
生
悟
の
場
を
与
え
て
､
そ
の
鎗
全
な
育
成
を
図
る
事
業

(放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
)

な
お
､
放
諜
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
､
小
学
校

や
幼
稚
園
を
始
め
と
す
る
地
域
の
社
会
資
波
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討
し
っ
つ
､
軒
策
が
必
要
な
児
壷

の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備
を
目
標
と
し
た
計
画
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
O･
ま
た
､
そ
の

運
営
に
当
た
っ
て
は
､
民
間
施
設
等
の
活
用
､
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
地
域
の
人
材
の
活
用
等
J
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的

･
効
率
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

@

供
譲
者
が
疾
病
､
疲
労
そ
の
他
の
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お

い
て
児
童
を
孝
育
す
る
こ
と
が
1
時
的
に
囲
義
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
J
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め

た
と
き
に
'
当
該
児
童
に
つ
き
､
児
童
福
祉
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
三
年
厚
生
宥
令
第
十
f
hす
)
第

f
条
の
匹
に
定
め
る
施
穀
に
お
い
て
必
要
な
除
護
を
行
う
事
業

(短
期
入
所
生
活
援
助
事
業
)

⑤

侍
詫
者
が
仕
事
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
平
日
の
夜
間
又
は
休
日
に
不
在
と
な
り
家
庭
に
お
い
て
児
童

を
養
育
す
る
こ
と
が
殉
難
と
な
っ
た
場
合
そ
の
他
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
､
市
町
村
長
が

適
当
と
認
め
た
と
き
に
､
当
該
児
童
に
つ
き
'
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第

】
条
の
四
に
定
め
る
施
設
に

お
い
て
必
要
な
院
護
を
行
う
草
葉

(夜
間
衆
強
等
事
蕪
)

④

次
に
掲
げ
る
児
童
で
あ
っ
て
､
そ
の
保
讃
者
の
労
働
そ
の
他
の
湾
曲
に
よ
り
､
家
庭
に
お
い
て
促
音

さ
れ
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
も
の
に
つ
き
､
保
育
所
そ
の
他
の
施
設
､
病
床
又
は
診
療
所

(◎
に
掲
げ

る
児
童
に
あ
っ
て
は
'
病
院
又
は
診
療
所
)
に
お
い
て
､
適
当
な
設
備
を
備
え
る
等
に
よ
り
､
除
宵
を

行
う
事
業

(市
町
村
又
は
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
倶
宮
を
行
う
着
が
行
う
も
の
に
限
る
.)
(病
児

･

病
後
児
倶
育
事
業
)

⑦

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童

(回
復
の
過
程
に
あ
る
も
の
に
限
る
｡)

◎

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
お
お
む
ね
十
歳
未
満
の
児
童

(回
復
の
過
程
に
あ
る
も
の
を
除
く
｡
)
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⑤

家
庭
に
お
い
て
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

一
時
的
に
匪
難
と
な
っ
た
乳
児
又
は
幼
児
に
つ
い
て
､
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
'
主
と
し
て
患
間
に
お
い
て
J
保
育
所
そ
の
他
の
賂
所
に
お
い
て
､

I
時
的
に
預
か
り
､
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業

(
】
暗
視
か
り
事
業
)

⑥

乳
幼
児
で
あ
っ
て
､
そ
の
保
護
者
の
発
噺
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
.

二
月
間
に
相
当
程
度
'
家
庭
に

お
い
て
保
育
さ
れ
る
こ
と
に
支
障
が
生
ず
る
も
の
に
つ
き
.
保
育
所
等
に
お
い
で
､
適
当
な
設
備
を
備

え
る
等
に
よ
り
､
保
育
を
行
う
事
業

(市
町
村
又
は
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
核
保
有
を
行
う
者
が
行
う

も
の
に
限
る
O
)
(特
定
県
有
事
業
)

⑦

幼
稚
園
に
在
籍
し
て
い
る
幼
児
に
つ
き
､
当
碑
幼
稚
園
に
お
い
て
､
適
当
な
設
備
を
備
え
る
等
に
よ

り
､
教
育
課
鳥
に
係
る
教
育
時
間
の
終
了
後
等
に
教
育
活
動
を
行
う
事
業

桝

地
域
の
児
童
の
養
育
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
､
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ー
必
要
な
暗
転
の

提
供
及
び
助
言
を
行
-
事
業

①

例
の
④
に
掲
げ
る
孝
養

◎

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
乳
児
又
は
幼
児
及
び
そ
の
保
掩
者
が
相
互
の
交
淀
を
行

う
場
所
を
開
設
し
'
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
､
情
報
の
提
供
､助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
(地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
)

⑳

幼
稚
園
に
お
い
て
､
幼
児
教
育
に
関
す
る
各
般
の
間
男
に
つ
き
.
院
達
者
か
ら
の
相
淡
に
応
じ
､
必

草
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
い
､
そ
の
他
必
要
な
横
助
を
行
う
事
業

的

市
町
村
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
楽
に
関
す
る
情
報
の
穐
駄
'
相
談
及
び
助
言
並
び
に
あ
っ
せ
ん
､
調

整
及
び
要
請
等
の
美
範

仇
か
ら
桝
ま
で
に
掲
げ
る
子
育
て
支
援
事
業
を
始
め
と
す
る
地
域
に
お
け
る
多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を

1
元
的
に
把
捉
し
､
保
誰
著

へ
の
情
報
の
提
供
､
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
､
利
用

援
助
等
を
行
う
事
兼

畑作
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

作
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
､
子
ど
も
の
幸
せ
を
第

一
に
考
え
る
と
と
も
に
､
利
用
者
の
生
昏
実
態
及
び

意
向
を
十
分
に
政
事
見
て
サ
ー
ビ
ス
の
軽
供
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ー
特
に
､
待
機
児
童
が

多
い
市
町
村
に
お
い
て
は
､市
町
村
促
音
計
画
等
に
基
づ
き
保
育
所
受
入
児
童
数
の
計
画
的
な
故
充
を
図
り
､

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
当
た
っ
て
は
J
様
々
な
規
制
緩
和
措
匿
や
民
間
活
力
を
活
用
し
て
､

保
育
所
､
家
庭
的
県
育
､
組
定
こ
ど
も
固
､
幼
稚
園
の
現
か
り
保
育
な
ど
多
様
な
保
育
に
よ
り
丘
的
に
拡
充

す
る
と
と
も
に
'
延
長
保
育
l
休
日
保
育
､
夜
間
保
育
､
病
児

･
病
後
児
保
育
事
業
の
充
実
に
よ
り
多
様
な

供
育
需
要
に
対
応
す
る
な
ど
､
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
行
-
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

ま
た
'
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
よ
る
選
択
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
と
子
ど
も
を
痩
け
る
保
謹
者

の
安
心
の
政
保
の
観
点
か
ら
ー
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
桂
浜
や
､
保
育
所
供
育
指
針
等
を

踏
考
え
た
保
育
の
質
の
向
上
J
保
育
士
の
専
門
性
向
上
と
質
の
高
い
人
材
の
安
定
的
確
除
な
ど
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
D
な
お
へ
質
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
､
保
育
所
職
員
の
研
修
体
制
の
充
実
ー
地
域
の
関
係
機

関
と
の
積
極
的
な
連
騰

･
臨
力
な
ど
の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
､
市
町
村

行
数
計
画
に
も
そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

さ
ら
に
､
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
粍
す
る
観
点
か
ら
､
サ
ー
ビ
ス
評
価
等
の
仕
組
み
の
導
入
､
実
施
等

に
つ
い
て
も
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
C

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

子
育
て
家
庭
に
対
し
て
､
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
･
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的

･
効
率
的
に

提
供
す
る
と
と
も
に
､
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
､
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ト
ビ
ス

等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進
し
､
ま
た
､
各
種
の
子
育
て
支
援
サ
-
ビ
ス
等
が
､
利
用
者
に
十
分
周

知
さ
れ
る
よ
う
､
子
育
て
マ
ッ
プ
や
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

･
配
布
等
に
よ
る
情
報
程
供
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
地
域
住
民
の
多
く
が
子
育
て
へ
の
関
心

･
理
解
を
高
め
､
地
域
全
体
で
子
育
て
家
産
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
､
子
育
て
に
関
す
る
意
識
啓
発
等
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

エ

児
童
の
健
全
育
成

地
域
社
会
に
お
け
る
児
童
数
の
減
少
は
､
遊
び
を
通
じ
て
の
仲
間
関
係
の
形
成
や
児
童
の
社
会
性
の
発
達

と
規
範
意
識
の
形
成
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
､
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
放
来

復
や
週
末
等
に
､
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
､
地
域
に
お
い
て
児
童
が
自
主
的
に
参
加
し
､自
由
に
選
べ
､

学
習
や
様
々
な
体
験
括
勤
､
地
域
住
民
と
の
交
流
清
動
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
安
全

･
安
心
な
居
場
所
づ

く
り
の
推
堰
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
児
童
の
姓
全
育
成
を
図
る
上
で
､
児
童
館
､
公
民
館
､
青
少
年
教
育
施
設
､
学
校
等
の
社
会
資
源

及
び
主
任
児
童
委
員
-
児
童
委
員
､
子
育
て
に
関
す
る
活
動
を
行
う
N
P
O
t
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
子
ど

も
会
､
自
治
会
等
を
活
用
し
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
｡
と
り
わ
け
へ
児
童
の
睡
全
育
成
の

拠
点
施
設
の
L
つ
で
あ
る
児
玉
館
が
'
子
育
て
家
庭
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
自
由
な
交
流
の
場
と
し
て
､
絵

本
の
読
み
随
か
せ
や
食
事
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
､
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
計
画
的
に
操
熊
す
る
と
と
も

に
､
地
域
に
お
け
る
中
学
生

二
南
較
生
の
活
動
拠
点
と
し
て
へ
そ
の
積
極
的
な
受
入
れ
と
括
勤
の
展
開
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
b
青
少
年
教
育
施
設
は
､
青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
境
と
し
て
､
自
然
体
数
活

動
を
始
め
と
す
る
多
様
な
件
数
活
動
の
機
会
の
提
供
等
を
行
う
と
と
も
に
､
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
活
動

拠
点
と
し
て
､
そ
の
債
権
的
な
受
入
れ
と
括
軌
の
展
開
を
隣
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
学
校
に
お
い
て
は
､

教
職
員
の
自
主
的
な
参
加

･
臨
力
を
得
つ
つ
､
学
校
施
設
の
開
放
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
､
こ
の
よ
う
な
社
会
資
酷
を
活
用
し
て
､
福
祉
郎
吊
と
教
育
重
点
全
が
連
携
し
､
夏
季
及
び
冬
季

の
体
裁
日
等
に
お
け
る
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
､
主
任
児
童
委
員
又
は
児
童
委
員
が
､
地
域
に
お
い
て
'
児
童
の
健
全
育
成
や
虐
待
の
防
止
の
取
組

啓
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
住
民
と

1
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

あ
わ
せ
て
'
他
の
逸
脱
行
軌
の
間
層
点
等
に
つ
い
て
､
教
育

･
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ゥ

ま
た
'
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
や
少
年
非
行
等
の
閉
経
を
抱
え
る
児
童
の
立
ち
直
り
支
援
､
保
話
者
の
子
育

て
支
援
並
び
に
引
き
こ
も
り
及
び
不
登
校

へ
の
好
応
に
お
い
て
は
'
児
童
相
談
所
､
学
校
､
保
護
司
､警
察
､

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
連
携
し
て
地
域
社
会
全
体
で
好
処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
'
地
域
ぐ
る
み
の
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
個
別
的

･
具
体
的
な
間
麺
に
対
し
て
関
係
機
関
に
よ
る
専
門
チ
ー
ム
を
編
成

し
､
対
応
す
る
た
め
の
参
加

･
協
力
体
制
を
整
鮪
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

オ

そ
の
他

ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
施
辞
を
実
地
す
る
に
当
た
っ
て
は
､
地
域
の
高
齢
者
の
参
画
を
得
る
等
､
世
代

間
交
流
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
幼
稚
園
の
園
庭

･
園
舎
を
開
放
し
､
子
育
て
相
談
や
米
蔵
園
児
の
親
子
登
園
等
を
推
進
す
る
こ
と

や
各
種
の
子
育
て
支
壌
サ
-
ビ
ス
の
壕
と
し
て
学
校
の
余
裕
教
室
等
公
共
櫓
設
の
余
裕
空
間
や
商
店
街
の
空

き
店
釦
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
o

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の
榛
康
の
抵
保
及
び
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
､
保
建
､
医
療
､
旨
祉
及
び
教

育
の
分
野
間
の
連
鎖
を
図
り
つ
つ
､
地
域
に
お
け
る
母
子
操
健
施
策
等
の
充
実
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
｡

ま
た
､
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
二
十

1
世
紀
に
お
け
る
母
子
保
健
の
国
民
連
動
計
画
で
あ
る

｢時
や

か
艶
子
二
十

二

の
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
'
母
子
保
韓
推
進
員
'
愛
育
班
等
の
地
域

に
櫨
ざ
し
た
住
民
活
動
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
'
市
町
打
保
鰻
セ
ン
タ
～
等
市
町
村
に
お
い
て
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
べ
き
基
盤
が
適
切
に
整

備
さ
れ
､
母
子
保
雄
事
策
の
推
進
に
必
要
な
床
健
師
J
管
理
栄
表
土
等
の
人
材
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
｡

ア

子
ど
も
や
母
親
の
韓
康
の
睦
倶

妊
娠
期
'
出
産
期
'
新
生
児
期
及
び
乳
幼
児
期
を
通
じ
て
母
子
の
蝕
廉
が
縫
供
さ
れ
る
よ
う
､
乳
幼
児
蝕

診
'
新
生
児
訪
問
'
両
親
学
級
等
の
母
子
保
隙
に
お
け
る
健
康
診
査
､
訪
問
指
導
､
倶
鮭
指
導
等
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
｡

特
に
､
親
の
育
児
不
安
の
解
消
等
を
図
る
た
め
､
乳
幼
児
蛙
診
の
場
を
活
用
し
､
親

へ
の
相
談
指
導
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
､
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
の
観
点
を
含
め
､
妊
娠
期
か
ら
の
継
続
し
た
支
援
体
制
の
整

臆
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
C
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ま
た
､
こ
う
し
た
乳
幼
児
睡
珍
等
の
麓
を
通
じ
て
､
誤
飲
､
転
落
･
転
倒
'
や
け
ど
等
の
子
ど
も
の
事
故

の
予
防
の
た
め
の
啓
発
等
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
'
妊
娠
及
び
出
産
の
経
過
に
満
足
す
る
こ
と
が
良
い
子
育
て
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
､
安
全
か
つ

快
適
で
あ
る
と
と
も
に
主
体
的
な
選
択
が
可
能
で
あ
る
な
ど
､
母
親
の
視
点
か
ら
み
て
満
足
で
き
る

｢
い
い

お
琴

の
適
切
な
普
及
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
､
妊
婦
に
対
す
る
出
産
準
備
教
育
や
持
続
の
場
の
操
供

等
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

イ

｢食
育
J
の
推
進

朝
食
欠
食
等
の
食
習
慣
の
乱
れ
や
思
春
期
や
せ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
心
と
身
体
の
健
康
問
題
が
子
ど
･a
た

ち
に
生
じ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
､
乳
幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
食
事
の
振
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定

着
及
び
食
を
通
じ
た
豊
か
な
人
間
性
の
形
成

･
家
族
関
係
づ
く
り
に
よ
る
心
身
の
健
全
育
成
を
回
る
た
め
､

保
障
分
野
や
教
育
分
野
を
始
め
と
す
る
縛
々
な
分
野
が
連
携
し
っ
つ
､
r食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
｣
等
の
食
生

活
上
の
指
針
を
参
考
に
､
乳
幼
児
期
か
ら
思
春
期
ま
で
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
に
関
す
る
学
習
の
機
会
や
情

報
捷
供
を
進
め
る
と
と
も
に
ー
保
育
所
の
粛
理
重
等
を
活
用
し
た
食
事
づ
く
り
等
の
体
験
活
動
や
子
ど
も
参

加
型
の
坂
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
低
出
生
体
重
児
の
増
加
等
を
踏
ま
え
､
母
性
の
健
康
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
ー
妊

娠
前
か
ら
の
適
切
な
食
生
帝
の
重
要
性
を
含
め
､
妊
産
婦
等
を
対
象
と
し
た
食
に
関
す
る
学
習
の
棒
金
や
情

報
提
供
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

ク

思
春
期
除
睦
対
策
の
充
実

十
歳
代
の
人
工
妊
娠
中
絶
､
性
感
恥
虚
構
息
率
の
増
大
等
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
､
性
に
関
す
る
棒
金

な
意
識
の
か
ん
蓑
と
併
せ
て
､
性
や
性
感
染
症
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
をま

た
､
喫
煙
や
薬
物
等
に
関
す
る
教
育
､
学
童
期

I
思
春
期
に
お
け
る
心
の
閉
居
に
係
る
専
門
家
の
養
成

及
び
地
域
に
お
け
る
相
談
捧
制
の
充
実
等
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

エ

小
児
医
療
の
充
実

小
児
医
療
体
制
は
､
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
､
睡
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
J
小
児
医
療
の
充
実
･
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
､
特
に
小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て
､

都
道
府
県
､
近
隣
の
市
町
村
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
､
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

子
ど
も
の
心
身
の
陸
や
か
な
成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

イ ア

次
代
の
親
の
育
成

男
女
が
協
力
し
て
家
庭
を
築
く
こ
と
及
び
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
意
義
に
関
す
る
教
育

･
広
報

･

啓
発
に
つ
い
て
､
各
分
野
が
連
携
し
っ
つ
効
果
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
家
底
を
築
き
､
子
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
思
-
男
女
が
､
そ
の
希
望
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
､
地
域
社
会
の
頻
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

特
に
､
中
学
生
､
高
校
生
等
が
'
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
､
子
ど
も
や
家
庭
の
大

切
さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
､
保
育
所
､
幼
稚
園
､児
童
館
及
び
乳
幼
児
健
診
の
場
等
を
活
用
し
､

乳
幼
児
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
広
げ
る
た
め
の
改
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に
向
け
た
学
校
の
教
育
環
境
等
の
整
備

次
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
が
個
性
豊
か
に
生
き
る
力
を
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
'
次
の
よ
う

な
叔
組
に
よ
り
'
学
校
の
誓

環
境
等
の
塵
肺
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

阿

確
か
な
学
力
の
向
上

子
ど
も
が
社
会
の
変
化
の
中
で
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
.
知
政
･
技
能
の
縫
実
な

修
得
と
思
考
力
､
判
断
力
ー
表
現
力
等
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
子
ど
も
､
学
校
及
び
地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
て
創
意
工
夫
し
､
子
ど
も

l
人
一
人
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
や
外
部
人
材
の

協
力
に
よ
る
学
校
の
悟
性
化
等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

全
国
学
力
･
学
習
状
況
調
査
の
結
果
か
ら
'児
童
生
徒
の
学
力
､学
力
と
学
習
状
況
の
関
係
等
を
分
析
･

検
証
し
､
課
題
が
み
ら
れ
る
学
校
の
改
善
に
向
け
た
取
経
へ
の
支
壇
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
O

川

豊
か
な
心
の
育
成

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
､
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工
兵
改
善
等
を
進
め
ー
子
ど
も
の
心
に
響
く

道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
'
地
域
と
学
校
と
の
連
携

･
協
力
に
よ
り
､
農
山
漁
村
に
お
け
る
長

期
宿
泊
休
験
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
体
験
蔭
勤
を
推
進
す
る
等
の
取
組
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
･
い
じ
め
J
少
年
非
行
等
の
間
騒
行
動
や
不
登
校
に
対
応
す
る
た
め
に
､
専
門
的
な
相
談
体
制
の
強

化
､
学
校
'
家
庭
'
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
も
必
要
で
あ
る
｡

脚

健
や
か
な
体
の
育
成

子
ど
も
の
体
力
が
低
下
傾
向
に
あ
り
､
生
態
習
慣
の
乱
れ
や
肥
満
の
増
加
等
の
現
代
的
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
現
状
を
賭
事
re
､
子
ど
も
が
生
杜
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
ス
ポ
～
ツ
に
親
し
む
習
喝

意
欲
及

び
能
力
を
育
成
す
る
た
め
､
優

れた
指
導
者
の
育
成
及
び
確
嘩

指
導
方
法
の
工
夫
及
び
改
善
等
を
進
め
､

体
育
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
､
子
ど
も
が
自
主
的
に
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
運
動
部
皆
勤
に
つ
い
て
も
'
外
部
指
導
者
の
括
用
や
地
域
と
の
連
携
の
推
進
等
に
よ
り
改
善
し
'
ま
た

充
実
さ
せ
る
等
､
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
､
子
ど
も

に
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
必
要
な
知
織
や
適
切
な
生
活
習
慣
等
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
鍵
庚
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

舛

信
輔
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

学
校
確
宮
脇
鼓
会
制
度

(い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ス
ク
ー
ル
)
の
活
用
等
に
よ
り
､
地
域
及
び
家

庭
と
学
校
と
の
連
携

･
協
力
を
図
る
こ
と
や
､
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
学
校
選
択
制
の
普
及
等
'
地
域
に

根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
'
指
導
が
不
溝
切
な
教
員
に
対
す
る
人

事
管
理
を
公
正
か
つ
適
正
に
行
う
と
と
も
に
'
教
員

1
人

t
人
の
能
力
や
実
績
等
を
適
正
に
評
価
し
'
そ
れ
を
配
置
.
処
遇
'
研
修
等
に
適
切
に
結
び
付
け
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
.

･

さ
ら
に
､
子
ど
も
に
安
全
で
豊
か
な
学
校
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
'学
校
施
設
の
整
備
を
適
切
に
行
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
｡

あ
わ
せ
て
､
学
校
に
お
い
て
は
､
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
各
学

校
が
､
家
庭
や
地
域
の
関
係
械
関

･
関
係
横
棒
と
も
連
携
し
な
が
ら
'
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安
全
を
見

守
る
環
境
を
亀
備
す
る
必
要
が
あ
る
｡

帥

幼
児
教
育
の
充
実

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
､
幼
稚
園

･
保
育
所

去
岬

走
こ
と
も
閲
を
通
じ
た
幼
児
教
育
全
体
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
､
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の

連
続
性
を
経
保
す
る
観
点
か
ら
､
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
隣
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
.

ま
た
､
幼
児
教
育
の
充
実
の
た
め
､
各
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
幼
児
教
育
の
振
興
に
関
す
る
政
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
府
定
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
｡

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

学
校
･
家
庭
･
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
･
責
任
を
自
覚
し
'
連
携
･
協
力
し
､
地
域
社
会
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
る
観
点
か
ら
､
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
総
合
的
に
高
め
'
社
会
全
件
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

桝

家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
充
実

都
市
化
'
核
家
族
化
'
少
子
化
､
地
域
に
お
け
る
地
線
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
等
に
よ
り
'
家
庭
の

教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
､
社
会
全
体
で
の
家
庭
教
育
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
｡

教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
'
そ
れ
ぞ
れ
の
家
厚
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

li-
ズ
を
踏
寧
え
､
か
つ
'
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
っ
つ
､
身
近
な
地
域
に
お
い
て
､
子
育
て
に

関
す
る
学
習
織
会
や
情
報
の
鞍
供
､
相
談
や
専
門
的
人
材
の
養
成
な
ど
の
家
慮
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な

取
組
を
関
係
機
関
が
通
暁
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
､
そ
の
成
果
を
広
く
共
有
し
､
き
め
細

か
な
家
庭
教
育
支
援
が
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
O

さ
ら
に
､
早
寝
早
起
き
や
朝
食
を
摂
る
な
ど
の
T

字
ど
も
の
望
ま
し
い
基
本
的
な
生
悟
習
慣
を
育
成
す

る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
ゥ
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イ ア
川

地
域
の
教
育
力
の
向
上

子
ど
も
が
'
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
､
自
ら
学
び
主
体
的
に
判
断
し
､
行
動
し
､
よ
り
よ
く
問
題
を
解

決
す
る
力
や
'
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
等
の
豊
か
な
人
間
性
'
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の

睡
床
や
体
力
を
備
え
た
生
き
る
力
を
'
学
校
､
家
庭
及
び
地
域
が
相
互
に
連
携
し
っ
つ
社
会
全
休
で
は
ぐ

く
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
へ
地
域
住
民
や
関
係
機
関
容
の
協
力
に
よ
っ
て
､
学
校
と
地
域
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

下
に
地
域
で
学
校
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
ー
森
林
等
の
豊
か
な
自
然
環
境
等
､
地
域
の
資
派
を
活

用
し
た
農
林
漁
草
体
敦
や
自
給
体
験
な
ど
の
多
様
な
体
験
活
動
の
機
会
の
積
極
的
な
提
供
'
世
代
間
交
流

の
推
進
及
び
学
校
施
設
の
地
域
開
放
､
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
整
備
'
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育

成
等
子
ど
も
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
毛
満
を
図
る
こ
と
等
に
よ

り
､
地
域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
､
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
地
域
に
お
け
る
子
育
て
に
関
連
し
た
様
々
な
活
動
に
学
校
の
教
職
員
が
自
主
的
に
参
加
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
も
望
ま
し
い
.

手
ど
も
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
対
策
の
推
進

街
中
の
i
般
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
'
性
や
暴
力
等
に
関
す
る
過
激
な
情
報
を
内
容
と
す

る
雑
結
'
ビ
デ
オ
'
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

･
ソ
フ
ト
等
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
､
テ
レ
ビ
､
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
上
の
性
や
暴
力
等
の
有
害
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に
つ
い
て
は
､
子

ど
も
に
称
す
る
悪
影
響
が
貯
金
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
､関
係
機
関

･
団
体
や
p
T
A
､ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
地
域
住
民
と
連
携

･
賂
力
を
し
て
､
園
係
業
界
に
対
す
る
自
主
的
措
匿
を
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
｡

皇
た
､
携
帯
電
鱈
を
通
じ
て
容
易
に
接
続
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
や
'
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
'
子
ど
も
の
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
の
実
態
を
把

握
す
る
と
と
も
に
､
子
ど
も
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
に
お
け
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

･
ソ
フ
ト
又
は
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
促
進
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
J
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
過
度
な
依
存
に
よ
る
弊
害
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と
も
に
､
子
ど
も
た
ち

が
有
事
情
報
等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
､
地
域
､
学
校
及
び
家
庭
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

子
育
て
を
支
援
す
る
生
済
環
境
の
整
備

良
好
な
住
宅
の
確
保

性
生
活
基
本
計
画

(平
成
十
八
年
九
月
十
九
EEL閣
議
決
定
)
に
基
づ
き
J
深
刻
な
少
子
化
の
状
況
を
踏
ま

え
J
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て
い
く
観
点
か
ら
､
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
っ
つ
'
市
境
で
は
十
分
な
畳
が

液
供
さ
れ
な
い
プ
ア
ミ
リ
～
向
け
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
支
填
す
る
な
ど
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
｡ま

た
､
子
育
て
世
帯
の
居
住
の
安
定
の
確
榛
を
図
る
た
め
'
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
対
す
る
公
共

簸

貸
住
宅
に
お
け
る
入
居
資
格
の
綬
和
や
優
先
入
居
の
実
施
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
'
子
育
て

世
帯
の
入
居
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
民
間
賃
貸
住
宅
に
関
す
る
情
報
在
供
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
｡

良
好
な
居
住
環
境
の
確
保

住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
'
子
育
て
世
帯
が
'
地
域
に
お
い
て
安
全

･
安
心
で
快
適
な
住
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
住
宅
の
ユ
l六

-
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
や
子
育
て
支
援
施
設
を
併
設
し
た
住
宅
の
供
給

支
援
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
'
特
に
大
都
市
地
域
に
お
い
て
､
職
住
近
接
型
の
市
街
地
住
宅
の
供
給
と
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
絶

食
的
な
整
備
な
ど
に
よ
り
'
利
便
性
の
高
い
都
心
等
で
の
居
住
を
希
望
す
る
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
Q

さ
ら
に
､
室
内
空
気
環
境
の
安
全
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
､
シ
ッ
ク
ハ
ゥ
ス
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
｡

安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
痕
償

高
齢
者
-
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
汝
律

亭

虎
十
八
年
睦
律
第
九
十

1
号
)
に

基
づ
き
､
駅
､
官
公
庁
施
設
､
病
院
等
を
相
互
に
連
絡
す
る
道
路
に
つ
い
て
'
移
動
等
の
円
滑
化
を
推
進
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
'
事
故
の
危
険
性
の
高
い
通
学
路
に
お
い
て
､
歩
道
等
の
整
備
等
'
安
全

･
安
心
な
歩
行
空
間
の
創

出
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
.

安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
の
痕

僻

の

公
典
施
設
､
公
共
交
通
機
関
､
建
築
物
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

妊
産
婦
'
乳
幼
児
連
れ
の
者
等
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
.
高
齢
者
､
障
害
者
等
の

移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
基
本
構
想
等
を
踏
亭
乙
､
道
路
､
公
園
､
公
共
交
通

触
関
､
公
的
建
築
物
等
に
お
い
て
'
段
差
の
解
消
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
｡
あ
わ
せ
て
､
妊
産
婦
等
へ
の
理
解
を
深
め
る

r心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣
の
た
め
の
取
親
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
､
ハ
ー
ト

･
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

l
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

川

子
育
て
世
帯
に
や
さ
し
い
ト
イ
レ
等
の
整
備

公
共
施
設
等
に
お
い
て
､
子
ど
も
サ
イ
ズ
の
陳
鰭

･
手
洗
い
BC
.
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
へ
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
､

ゆ
っ
た
り
し
た
化
粧
量
'
授
乳
室
の
設
置
な
と
の
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
盤
僻

や
商
店
街
の
空
き
店
鮪
等
を
括
周
し
た
託
児
施
殻
等
の
場
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

㈱

子
育
て
世
帯
へ
の
情
鞍
僅
供

r子
育
て
パ
リ
ア
プ
リ
ユ

マ
ッ
プ
の
作
成

･
配
布
や
､各
種
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
の
整
備
状
況
等
'

子
育
て
世
帯
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
濃
供
を
推
進
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
0

安
全

･
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等

子
ど
も
が
犯
罪
等
の
被
賓
に
革
わ
な
い
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
､
道
路
､
公
閲
等
の
公
共
施

設
や
住
居
の
構
造
､
設
備
'
配
置
等
に
つ
い
て
J
犯
罪
等
の
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
設
計
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
.

ま
た
､
侵
入
に
よ
る
犯
罪
の
防
止
を
図
る
た
め
､
関
係
械
関

･
Bj
降
と
連
携
し
て
､
防
犯
性
能
の
高
い
ド

ア
､
窓
'
シ
ャ
ッ
タ
1
等
の
建
物
部
品
や
度
良
防
犯
経
絡
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

職
兼
生
楢
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
進
等

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
の
た
め
の
働
き
方
の
見
直
し

仕
事
と
生
倍
の
調
和
の
実
現
に
つ
い
て
は
､
憲
章
及
び
行
軌
指
針
に
お
い
て
､
労
使
を
始
め
国
民
が
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
や
､
国
や
地
方
公
共
EEl捗
が
支
填
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
､
社
会
全
休
の
連
動
と
し
て

広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
o

こ
の
た
め
､
地
域
の
実
情
に
応
じ
､
自
ら
の
創
意
工
夫
の
基
に
'
次
の
よ
う
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
｡
こ
の
際
ー
都
道
府
県
'
地
域
の
企
貴
'
労
働
者
団
捗
､
次
世
代
育
成
支
援
対
束
推
進
セ
ン
タ
-
I

都
道
府
県
労
働
局
'
子
育
て
支
援
括
軌
を
行
う
民
間
団
捧
等
と
相
互
に
密
接
に
連
携
､協
力
し
合
い
な
が
ら
､

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

例

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
た
労
働
者
､
事
業
主
､
地
域
住
民
の
理
解
や
合
意
形
成
を
促
進
す

る
た
め
の
広
報

･
啓
発

5
:

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
陳
等
の
関
係
法
制
度
及
び

i
般
事
業
主
行
動
計
画
に
関
す
る
労
働
者
'
事

業
主
､
地
域
住
民
へ
の
広
報

･
啓
発

伽

仕
事
と
生
活
の
調
和
や
次

世

代
育
成
文
壇
対
第
に
取
り
組
む
企
業
や
民
間
団
体
の
好
事
例
の
情
報
の
収

集
確
供
等

帥

研
修
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

･
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

帥

評
定
マ
ー
ク
(く
る
み
ん
)
の
周
知
､
表
彰
制
攻
等
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
実
現
し
て
い
る
企
業
を
社

会
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
促
進

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の
基
盤
整
備

保
育
サ
ー
ビ
ス
及
び
放
現
像
児
童
棒
金
育
成
事
業
の
充
実
､
フ
ァ
ミ
リ
ー

･
サ
ポ
ー
ト

･
セ
ン
タ
Ⅰ
の
設

置
促
進
等
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
を
展
蹄
す
る
｡
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(7)
ア ウ

子
ど
も
等
の
安
全
の
施
操

子
ど
も
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
の
推
進

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
'
警
察
'
県
育
所
､
学
校
､児
童
館
､
関
係
民
間
田
体
等
と
の
連
携

･

協
力
鮮
創
の
強
化
を
図
り
､
総
合
的
な
交
通
事
故
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

例

交
通
安
全
教
育
の
推
進

子
ど
も
及
び
子
育
て
を
守
フ
観
等
を
対
象
と
し
た
参
加

･
体
験

･
実
践
型
の
交
通
安
全
教
育
を
交
通
安

全
教
育
措
針

(平
成
十
年
国
家
公
安
委
員
会
告
L不
第
十
五
号
)
に
基
づ
き
段
階
的
か
つ
体
系
的
に
行
う
と

と
も
に
'
地
域
の
実
緒
に
即
し
た
交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
た
め
､
交
通
安
全
教
育
に
当
た
る
職
員
の

蔚
尊
力
の
向
上
及
び
地
域
に
お
け
る
民
間
の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

川

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
･+
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底
を
図
る
た
め
J
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
効
泉
及
び
正

し
い
使
用
方
法
に

つ
い
て
普
及
啓
発
活
動
を
碑
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
､
正
し
い
佐
用
を
指
導
す
る

指
導
員
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
､
幼
児
の
保
護
者
等
に
対
す
る
指
導

･
助
言
'
情
報
提
供
等
の
充
実
を

図
る
ほ
か
'
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
制
度
等
を
領
極
約
に
実
施

･
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
､
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
利
用
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

桝

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

児
童

･
幼
児
の
自
転
車
乗
車
時
の
乗
車

用
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
推
逓
す
る
と
と
も
に
､
現
在
､
幼
児

二
人
同
乗
用
自
転
卓
の
開
発
に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
､
少
子
化
対
策
や
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
同
自
転
車
の
普
及
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
'
貸
出
制
度
､
助
成
制
度
等
の
導
入
や
安
全
利

用
に
係
る
情
報
環
供
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

子
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
の
推
進

子

ども
を
犯
罪
等
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
､
次
の
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

阿

住
民
の
自
主
防
犯
行
動
を
促
進
す
る
た
め
~
犯
罪
等
に
関
す
る
情
報
の
撮
供
を
推
進

川

手
ど
も
を
犯
罪
等
の
披
容
か
ら
守
る
た
め
'
関
係
機
関

･
団
体
と
の
情
報
交
換
を
実
施

桝

学

校付
近
や
通
学
路
等
に
お
い
で
p
T
A
等
の
学
校
関
係
者
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
'
少
年
警
察
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
関
係
機
関

･
団
体
と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
括
動
等
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
､
学
校
と
瞥
索
と
の
楳
渡
し
役
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
を
促
進

的

子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
-
に
す
る
た
め
の
防
犯
講
習
の
実
施

帥

子
ど
も
の
安
全
港
隈
等
の
た
め
に
活
軌
す
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
対
す
る
支
援

被
事
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
倶
誰
の
推
進

犯
罪
､
い
じ
め
'
児
童
虐
待
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
少
牢
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
し
､
立
ち
直
り

を
支
援
す
る
た
め
'
子
ど
も
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
､
保
後
者
に
対
す
る
助
言
等
学
校
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
た
き
め
細
か
な
支
援
を
実
据
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

要
陳
護
児
童

へ
の
対
応
な
ど
き
め
細
か
な
取
組
の
推
進

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

の

関
係
機
関
と
の
連
携
等

児
童
虐
待
に
よ
る
探
刻
な
扱
者
や
死
亡
事
例
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
ほ
な
ら
な
い
と
の
終
曲
の
下
､

福
祉
関
係
者
の
み
な
ら
ず
､
医
療
'
保
鯉
､
教
育
'
響
轟
等
の
関
係
機
関
を
含
め
た
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
守
る
支
援
体
制
を
捕
集
し
､
相
互
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
O
特
に
､
r子
ど
も
を
守
る

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
(要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
)
は
､
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
か
ら
保
護

･
支
援

に
至
る
ま
で
す
べ
て
の
段
階
で
有
効
で
あ
り
､
N
P
O
J
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
民
間
EEl拓
の
参
加
を
得
る
と

と
も
に
､
単
な
る
情
報
交
換
の
場
に
と
ど
生
ら
ず
ー
陶
別
の
ケ
ー
ス
の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
が

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
そ
の
設
置
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
b

ま
た
､
同
ネ
ッ
ト
ワ
～
ク
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
､
そ
の
運
営
の
中
核
と
な
る
要
保
護
児
童
対
策

調
整
機
関
に
専
門
性
を
有
す
る
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
.

な
お
J
当
該
調
薮
機
関
の
職
員
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
資
質
向
上
の
た
め
､
都
道
府
県
等
が
実
施
す

る
清
習
会
等
に
参
加
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
.

さ
ら
に
,
市
町
村
は
､
出
頭
要
求
､
立
入
調
査
又
は

1
時
保
誰
の
実
施
が
適
当
と
判
断
し
た
場
合
は
'

都
道
府
県
知
事
又
は
児
童
相
談
所
長
に
通
知
す
る
こ
と
や
､
児
豆
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
そ
の
心
身
に
著

し
く
重
大
な
披
書
を
受
け
た
事
例
に
つ
い
て
J
都
道
府
県
の
行
-
検
証
作
業
に
参
加

･
協
力
す
る
こ
と
等

を
通
じ
､
都
道
府
県
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
｡

川

発
生
予
防
､
早
期
発
見

･
早
期
対
応
等

窒

息
虐
待
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
'
除
康
診
査
や
曝
繰
指
導
等
の
母
子
保
健
活
動
や
地
域
の
医
療
機

関
､
医
療
関
係
団
体
と
の
連
嘩

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
寄
集
等
を
通
じ
て
､
妊
娠

･
出
産

･
育
児
期
に
養

育
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
を
早
期
に
把
握
す
る
と
と
も
に
､
特
に
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
つ
い
て

は
､
養
育
支
援
訪
鮒
事
業
等
の
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
こ
の
よ
う
な
適
切
な
支
援
や
虐
待
の
早
期
発
見

･
早
期
対
応
を
行
う
た
め
に
は
､
市
町
村
に
お

い
て
児
童
福
祉
担
当
部
局
と
母
子
倶
健
担
当
部
局
が
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
J
医
療
機
関
と
市
町

村
の
間
で
-
効
果
的
な
特
級
提
供

･
共
有
が
な
さ
れ
る
た
め
の
連
携
体
制
の
構
築
を
回
る
必
要
が
あ
る
.

さ
ら
に
は
､
虐
待
の
早
期
発
見
等
の
た
め
'
王
位
児
童
蓉

貝
･
児
童
委
員
等
を
構
極
的
に
昏
用
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
.I

母
子
家
庭
等
の
自
立
支
援
の
推
進

母
子
家
庭
等
が
増
加
し
て
い
る
中
で
､
母
子
家
庭
等
の
児
垂
の
睡
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
は
､
母
子
及

び
寡
婦
福
祉
法
等
の
規
定
を
踏
ま
え
て
､
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
と
自
立

･
就
業
の
支
援
に
主

眼
を
置
き
J
子
育
て
･
生
括
支
援
策
､
就
業
支
援
策
.
養
育
費
の
砥
倶
策
及
び
経
済
的
支
援
策
に
つ
い
て
､

地
域
の
母
子
家
庭
等
の
現
状
を
杷
担
し
っ
つ
､
総
合
的
な
対
策
を
適
切
に
実
鳩
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
O具

体
的
に
は
､
子
育
て
短
期
支
援
事
業
､
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
革
装
､
保
育
所
の
入
所
及
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
に
際
し
て
の
配
慮
等
の
各
種
支
榎
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
市
及
び
福
祉
事
務
所

を
設
置
す
る
町
村
に
お
い
で
は
､
国
の
基
本
方
針
に
別
し
て
'
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
皇

止
促
進
計
画
を
策
定

す
る
等
に
よ
り
母
子
家
庭
等
就
兼

･
日
工
比
支
援
事
業
や
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業
等
を
総
合
的

･
計

画
的
に
進
め
､
母
子
家
庭
等
に
対
す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

､

政
策
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
ー

公
共
職
業
安
定
所
琴
と
十
分
に
連
携
L
t
効
果
的
な
実
施
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
､
民
間
事
業
者
に
対
す
る
協
力
の
要
請
や
母
子
福
祉
団

体
等
の
受
注
機
会
の
増
大
へ
の
配
慮
等
､
必
要
な
施
策
を
諦
ず
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
,
住
民
に
身
近
な

地
方
公
共
団
体
と
し
て
'
母
子
家
庭
等
に

村す
る
相
談
体
制
の
私
案
や
施
策

･

取
組
に
つ
い
て
の
情
報
缶
供
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

障
寄
児
施
策
の
光
束

障
害
の
原
因
と
な
る
疾
病
や
事
故
の
予
防
及
び
早
期
発
見

･
治
療
の
推
進
を
図
る
た
め
､
妊
婦
及
び
乳
幼

児
に
称
す
る
健
康
診
査
や
学
校
に
お
け
る
睡
魔
診
断
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
障
害
児
の
健
全
な
発
達
を
支
援
し
､
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
'
保
革

医
族
､
福
祉
､
教
育
等
の
各
種
施
策
の
円
滑
な
連
携
に
よ
り
､
適
切
な
医
韓
及
び
医
学
的
リ
ハ

ビ
リ
デ
ー
シ
rn
ン
の
礁
鋲
'
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
､
就
学
支
援
を
含
め
た
教
育
支
援
捗
制
の
整
備
等
の

l

貫
し
た
総
合
的
な
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
児
隻
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
通
じ
て
保
護
者
に
対
す
る
育

児
相
談
を
推
進
す
る
こ
と
等
家
族
へ
の
支
援
も
併
せ
て
苛
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

さ
ら
に
､
学
習
障
害

(ト
ロ
)､
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

(<
D
H
D
)
等
発
達
陣
容
を
含
む
障
害
の
あ

る
児
竜
生
徒
に
つ
い
て
は
'
障
客
の
状
態
に
応
じ
て
J
そ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
､
自
立
L
I
社
会

参
加
を
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
培
う
た
め
'
教
員
の
資
質
向
上
を
図
り
つ
つ
､

E
人

t
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
J
発
達
障
書
着
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
を
紹
介
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
特
に
発
達
障
書

に
つ
い
て
は
､
社
会
的
な
理
解
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
､
適
切
な
情
報
の
周
知
も
必
要
で
あ

り
､
さ
ら
に
家
族
が
適
切
な
育
児
を
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
｡

倶
育
所
に
お
い
て
は
､
障
育
児
の
受
入
れ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
放
誤
後
児
童
偉

全
育
成
事
業
に
お
い

て
も
同
様
に
障
害
児
の
受
入
を
推
進
す
る
.

受
入
に
当
た
っ
て
は
､
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
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都
道
肺
県
行
助
計
画

都
道
府
県
は
､
次
に
掲
げ
る
都
道
府
県
が
実
施
す
る
施
策
と
併
せ
て
､
各
市
町
村
の
計
画
的
な
施
韓
の
実
施
を

支
援
す
る
た
め
の
措
置
を
含
め
て
､
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
関
連
す
る
施
策
及
び
春
美
を
都
道
肝
県

行
動
計
画
に
体
系
的
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

都
道
滑
県
行
軌
計
画
に
盛
り
込
む
.へ
き
事
項
と
し
て
は
､
法
第
九
条
第

一
項
に
お
い
て
'
①
地
域
に
お
け
る
子

育
て
の
支
凄
､
②
供
陸
を
襲
す
る
子
ど
も
の
養
育
環
舞
の
整
備
'
③
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
の
健
康
の
鮭
供

及
び
増
進
､
④
子
ど
も
の
心
身
の
棒
や
か
な
成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備
､
⑳
子
ど
も
を
育
成
す
る
家
庭
に

漬
し
た
良
質
な
陰
毛
及
び
良
好
な
居
住
衆
境
の
砥
保
､
◎
職
業
生
悟
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
準

⑦
そ
の
他

の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
､
こ
う
し
た
施
策
の
簡
城
を
賭
事
乙
､
計
画
策
定
に
当
た

る
も
の
と
す
る
O

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
次
に
掲
げ
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
と
し
て
亀
要
な
範
策
を
階
事
え
つ
つ
､
各

都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
そ
の
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
,
各
地
解
の
日
横
設
定
に
当
た
っ
て
は
､
市
町
村
行
動
計
画
も
賭
事
見
て
､

可
能
な
限
り
定
量
的
に
示
す

等
具
体
的
な
自
噴
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

3

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

ア

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

子
育
て
支
援
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
に
よ
り
､
地
域
全
体
で
子
育
て
の
在
り
方

を
考
え
る
た
め
の
気
運
づ
く
り
や
､
子
育
て
支
援
や
児
童
の
粗
金
育
成
に
資
す
る
た
め
の
子
ど
も
の
視
点
に

立
っ
た
人
材
の
取
除

･
秦
成
及
び
質
の
向
上
に
努
が
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
特
定
の
市
町
村
に
お
い
て
'
単
独
で
は
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
巌
合
に
は
'

広
敏
的
な
観
点
か
ら
､
市
町
村
間
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

イ

倶
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

子
ど
･.D
の
健
や
か
な
育
成
と
子
ど
も
を
預
け
る
粍
護
者
の
安
心
の
確
保
の
観
点
か
ら
ー
降
着
所
保
育
指
針

等
を
踏
ま
え
た
保
育
の
質
の
向
上
､
保
育
土
の
専
門
性
の
向
上
と
質
の
高
い
人
材
の
安
定
的
砥
保
な
ど
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
o
な
お
､
質
の
向
上
に
当
た
っ
て
は
､
倶
育
所
職
員
の
研
修
体
制
の
充
実
､
地
域

の
関
係
機
関
と
の
積
極
的
な
連
携

･
協
力
な
ど
の
施
簾
を
盛
-
込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
､
都
道
府
県
行
動
計
画
に
も
そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

ま
た
､
認
定
こ
ど
も
閲
の
殴
置
促
進
な
ど
地
域
や
職
場
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

患
要
で
あ
る
.

さ
ら
に
､
区
域
内
に
待
後
免
量
が
多
い
市
町
村
を
有
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
は
､
市
町
村
と
連
携
を
図

り
つ
つ
､
都
道
府
県
保
育
計
画
等
に
基
づ
き
除
育
所
受
入
児
童
数
の
計
画
的
な
拡
充
を
図
り
､
待
機
児
童
の

解
消
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

エ ウ

子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
常
の
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
､
子
育
て
支
援
サ
～
ビ
ス
の
都
道
府
県
の
区

域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
､
子
育
て
支
援
サ
ー
ヒ
ス
等
に
関
す
る
市
町
村

や
N
P
O
等
の
先
進
的
な
取
組
事
例
を
収
集
し
'
情
報
提
供
す
る
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

児
童
の
建
全
育
成

児
童
の
棒
金
育
成
の
拠
点
施
設
で
あ
る
児
童
館
が
'
子
育
て
家
庭
の
自
由
な
交
流
の
漁
や
地
域
に
お
け
る

中
学
生

･
41阿
綾
里
の
佑
助
拠
点
と
し
て
J
ま
た
青
少
年
の
健
全
育
成
の
拠
点
施
設
で
あ
る
青
少
年
教
育
施
設

が
､
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
清
新
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
'
計
画
的
な
施
設

の
整
備
'
体
系
的
な
研
修
や
人
材
の
養
成
'
効
果
的
な
広
報
活
軸
及
び
関
係
機
関
等
の
間
の
連
携

･
協
力
体

制
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
'
性
の
逸
脱
行
助
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
､
教
育

･
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
さ
ら

に
､
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
や
少
年
非
行
等
の
間
榎
を
抱
え
る
児
童
の
立
ち
直
り
支
援
'
梶
護
者
の
子
育
て

支
援
並
び
に
引
き
こ
も
り
及
び
不
登
校
へ
の
対
応
に
お
い
で
は
､
児
童
相
談
所
､
学
校
'
休
題
司
'
警
察
へ

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
連
携
し
て
地
域
社
会
全
体
で
対
処
す
る
こ
と
が
必
撃
で
あ
り
'
地
域
ぐ
る
み
の
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
個
別
的

･
具
体
的
な
問
題
に
対
し
て
関
係
機
関
に
よ
る
専
門
チ
ー
ム
を
編
威

し
､
対
応
す
る
た
め
の
参
加

･
協
力
終
料
を
車
齢
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の
健
康
の
縫
保
及
び
増
進

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
､
保
健
､
医
療
､
福
祉
及
び
教

育
の
分
野
間
の
連
携
を
図
り
つ
つ
'
母
子
倶
健
施
策
等
の
充
葵
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
｡

ま
た
､
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
二
十

1
世
紀
に
お
け
る
母
子
保
鍵
の
国
民
運
動
計
画
で
あ
る

r健
や

か
親
子
二
十

l
j
の
趣
旨
を
十
分
踏
事
見
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
､
促
鍵
所
等
都
道
何
県
に
お
い
て
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
べ
き
基
盤
が
適
切
に
単
勝
さ
れ
､
母

子
保
飽
事
業
の
推
進
に
必
要
な
倶
捷
師
'
管
理
栄
養
士
等
の
人
材
が
確
降
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ア

子
ど
も
や
母
親
の
榛
東
の
確
促

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
､
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
､
救
急
医
衆

を
必
要
と
す
る
未
熟
児
及
び
妊
産
婦
に
対
応
す
る
た
め
'
周
産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
周
る
琴
周

産
期
医
療
捧
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
J
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
､
誤
飲
､
転
落

･
転
倒
J
や
け
ど
等
の
子
ど
も
の
事
故
の
予
防
の
た
め
の

啓
発
等
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
,
妊
娠
及
び
出
産
の
経
過
に
満
足
す
る
こ
と
が
良
い
子
育
て
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
､
安
全
か
つ

快
適
で
あ
る
と
と
も
に
主
体
的
な
選
択
が
可
能
で
あ
る
な
ど
'
母
親
の
晩
点
か
ら
み
て
満
足
で
き
る

rい
い

お
き

の
適
切
な
普
及
を
図
る
こ
と
が
東
要
で
あ
り
J
医
療
機
関
等
に
対
す
る
積
極
的
な
情
報
の
提
供
等
を

行
-
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
､
出
産
を
望
み
な
が
ら
も
精
神
的
又
は
経
済
的
な
負
櫓
に
悩
む
妊
婦
に
対
し
て
は
､
市
町
村
と
連
携

を
図
り
つ
つ
'
相
談
等
の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

イ

r食
育
J
の
推
進

｢食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
｣
等
の
食
生
活
上
の
指
針
等
を
参
考
と
し
た
乳
幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
食
事
の

摂
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
走
者
､
食
を
通
じ
た
豊
か
な
人
間
性
の
形
成

･
家
族
関
係
づ
く
り
に
よ
る
心

身
の
繰
全
育
成
を
図
る
と
と
も
に
､
母
性
の
蛙
廉
の
確
侍
を
図
る
た
め
､
r食
育
｣
に
つ
い
て
地
域
社
会
全
体

で
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
J
保
健
分
野
や
教
育
分
野
を
始
め
と
す
る
様
々
な
分
野
が
連
携
ん
つ
つ
､

専
門
的

･
広
域
的
観
点
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
静
査
研
究
を
進
め
､
効
果
的
な
情
報
穏
供
の
体
制

を
整
備
す

る
と
と
も
に
､
食
に
関
す
る
関
係
機
関
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

り

思
春
期
保
健
対
策
の
充
異

性
に
関
す
る
曝
全
な
意
職
の
か
ん
蓑
を
図
る
た
め
､
専
門
的

･
広
域
的
観
点
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
嗣
査

研
究
を
進
め
､
効
果
的
な
情
報
操
供
の
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
､
性
に
関
す
る
関
係
機
関
等
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
ー
喫
煙
や
薬
物
等
に
関
す
る
教
育
､
学
童
期

･
思
春
期
に
お
け
る
心
の
間
短
に
係
る
専
門
家
の
架
戚

及
び
地
域
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
等
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

エ

小
児
医

療の
充
実

子
ど
も
が
地
域
に
お
い
て
'
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
凍
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
小
児
医
療
の
充
美

を
蹴
る
こ
と
､
特
に
､
休
日
･
夜
間
に
お
け
る
小
児
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

オ

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
推
進

治
療
が
長
期
間
に
わ
た
り
医
療
費
の
負
粗
も
高
額
と
な
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患
に
つ
い
て
J
小
児
慢
性
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
を
着
実
に
爽
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

カ

不
妊
治
療
対
策
の
充
実

子
ど
も
を
持
ち
た
い
の
に
子
ど
も
が
で
き
な
い
場
合
に
不
妊
治
硬
を
受
け
る
ケ
-
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
事
え
､
不
妊
に
関
す
る
医
学
的
な
相
談
や
不
妊
に
よ
る
心
の
悩
み
の
相
談
等
を
行
う
不
妊
専
門
相

鉄
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
､
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
､
高
額
の
直
療
資
が
か
か
る
配
偶
者
間

の
不
妊
治
療

へ
の
箆
済
的
支
盛
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡



28(号外第56号)平成 21年 3月23日 月曜日 官

子
ど
も
の
心
身
の
棒
や
か
な
成
長
に
資
す
る
等

環
境
の
亜
倫

次
代
の
親
の
育
成

男
女
が
協
力
し
て
家
庭
を
築
く
こ
と
及
び
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
意
義
に
関
す
る
教
育

･
広
報

･

啓
発
に
つ
い
て
､
各
分
野
が
連
携
し
っ
つ
効
果
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
家
庭
を
築
き
'
子
ど
も
を
生
堂

R
て
た
い
と
思
う
男
女
が
､
そ
の
希
望
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
'
地
域
社
会
の
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

特
に
'
若
年
者
が
自
立
し
て
家
庭
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
へ
若
年
者
'特
に
不
安
定
就
労
若
年
者
(フ

リ
ー
タ
⊥

等
に
対
し
'
意
識
啓
発
や
職
業
訓
練
等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
､
若
年
者
の
能
力
開
発

を
推
進
し
'
適
職
選
択
に
よ
る
安
定
就
労
及
び
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に
向
け
た
学
校
の
教
育
環
境
等
の
整
備

次
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
が
個
性
豊
か
に
生
き
る
力
を
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
次
の
よ
う

な
取
組
に
よ
り
､
学
校
の
教
育
環
境
等
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

の

縫
か
な
学
力
の
向
上

手
ど
も
が
社
会
の
変
化
の
中
で
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
J
知
鼓

･
技
能
の
確
実
な

習
得
と
思
考
力
J
判
断
力
､
表
現
力
等
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
子
ど
も
ー
学
校
及
び
地
域
の

実
態
を
踏
考
え
て
創
意
工
夫
し
､
子
ど
も

1
人

一
人
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
や
外
部
人
材
の

臨
力
に
よ
る
学
校
の
帝
位
化
等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
､
高
等
学
校
に
お
い
て
は
､
多
様
化
す
る
生
徒
の
実
情
を
賭
事
え
つ
つ
､
高
校
生
の
学
習
成
果
を

多
面
的

･
客
観
的
に
評
価
す
る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
J
そ
の
結
果
を
高
等
学
校
の
頼
尊
改
善
等
に
活

用
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
た
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
｡

川

豊
か
な
心
の
育
成

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
'
指
導
力
態
や
指
導
体
制
の
工
夫
改
善
等
を
進
め
､
子
ど
も
の
心
に
響
く

道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
､
地
域
と
学
校
と
の
連
携

･
協
力
に
よ
り
､
農
山
漁
村
に
お
け
る
長

期
宿
泊
体
験
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
体
験
滑
動
を
推
進
す
る
等
の
取
組
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
'
い
じ
め
､
少
年
非
行
等
の
問
題
行
動
や
不
登
校
に
対
応
す
る
た
め
に
へ
専
門
的
な
相
故
体
制
の

強
化
､
学
校
へ
家
庭
'
地
域
及
び
関
係
機
関
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
も
必
要
で
あ
る
.

㈲

健
や
か
な
体
の
育
成

子
ど
も
の
体
力
が
低
下
傾
向
に
あ
り
､
生
捧
習
悦
の
乱
れ
や
肥
満
の
増
加
等
の
現
代
的
課
題
が
指
摘
さ

れ
て

いる
現
状
を
踏
ま
え
'
子
ど
も
が
生
樫
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣
､
意
欲
及

び
能
力
を
育
成
す
る
た
め
､
優
れ
た
指
導
者
の
育
成
及
び
確
保
､
桔
導
方
睦
の
工
夫
及
び
改
善
等
を
進
め
､

体
育
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
､
手
ど
も
が
自
主
的
に
棋
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
連
動
部
活
動
に
つ
い
て
も
､
外
部
指
導
者
の
活
用
や
地
域
と
の
連
携
の
推
進
等
に
よ
り
改
替
L
t
ま
た

充
実
さ
せ
る
等
'
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
英
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
､
子
ど
も

に
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
必
要
な
知
弧
や
適
切
な
生
活
習
慣
等
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
姓
康
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

川

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

学
校
運
営
協
議
会
制
度

(い
わ
ゆ
る
コ
,rr
Th
iテ
ィ
･
ス
ク
ー
ル
)
の
活
用
等
に
よ
り
､
地
域
及
び
家

庭
と
学
汝
と
の
連
携

･
協
力
を
図
る
こ
と
や
'
絶
域
の
実
情
に
応
じ
た
学
区
の
弾
力
化
'
総
合
学
科
へ
単

権
利
高
校
や
中
高

1
貫
教
育
校
等
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
等
の
取
鹿
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
指
導
が
不
適
切
な
教
員
に
対
す
る
人
事
管
理
を
公
正
か
つ
遮
切
に
行
う
と
と
も
に
､
教
員

l
人

一
人
の
能
力
や
実
績
等
を
清
正
に
評
価
し
'
そ
れ
を
配
匿
､
処
遇
ー
研
修
等
に
適
切
に
徒
び
付
け
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
子
ど
も
に
安
全
で
鼻
か
な
学
校
環
境
を
操
供
す
る
た
め
に
､学
校
施
設
の
整
備
を
適
切
に
行
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
｡

あ
わ
せ
て
J
学
校
に
お
い
て
は
､
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
'
各
学

校
が
'
家
庭
や
地
域
の
関
係
格
関

･
関
係
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
､
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安
全
を
見

守
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
｡

帥

幼
児
教
育
の
充
爽

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
､
幼
稚
園

･
保
育
所

･
認

牢

)と
も
園
を
通
じ
た
幼
児
教
育
全
体
の
質
の
向
上
に
取
-
組
む
と
と
も
に
'
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の

連
続
性
を
確
陳
す
る
観
点
か
ら
､
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
o

ま
た
､
幼
児
整

円
の
充
実
の
た
め
､
各
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
幼
児
教
育
の
振
興
に
関
す
る
政
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
｡

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

学
校

･
家
庭

･
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

･
責
任
を
自
覚
し
､
連
携

･
協
力
し
､
地
域
社
会
全
体
で
子
と

も
宝

円
て
る
観
点
か
ら
､
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
総
合
的
に
高
め
､
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

例

家
庭
教
育

へ
の
支
旗
の
充
実

都
市
化
､
核
家
族
化
､
少
子
化
へ
地
域
に
お
け
る
地
線
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
等
に
よ
り
ー
家
庭
の

教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
､
社
会
全
体
で
の
家
庭
教
育
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
｡

教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
'
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
踏
卓

見
､
か
つ
J
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
っ
つ
､
身
近
な
地
域
に
お
い
て
､
子
育
て
に

関
す
る
学
習
機
会
や
悼
軌
の
娩
供
､
相
紋
や
専
門
的
人
材
の
養
成
な
ど
の
家
庭
致
青
に
関
す
る
総
合
的
な

取
組
を
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.
ま
た
､
そ
の
成
東
を
広
く
共
有
L
へ
き
め
細

か
な
家
庭
教
育
支
援
が
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
.

さ
ら
に
､
早
寝
早
起
き
や
朝
食
を
摂
る
な
ど
の
､
子
ど
も
の
望
ま
し
い
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
育
成
す

る
た
め
の
環
境
を
撃

見
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
｡

川

地
域
の
教
育
力
の
向
上

子
ど
も
が
､
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
､
自
ら
学
び
主
体
的
に
判
断
し
J
行
動
し
､
よ
り
よ
く
聞
鱒
を
解

駄
す
る
力
や
､
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
軌
す
る
心
等
の
亀
か
な
人
間
性
､
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の

健
康
や
終
力
を
甲
乙
た
生
き
る
力
を
'
学
校
'
家
庭
及
び
地
域
が
相
互
に
連
携
し
っ
つ
社
会
全
体
で
は
ぐ

く
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
地
域
住
民
や
関
係
糠
関
等
の
協
力
に
よ
っ
て
､
学
校
と
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ソ
ソ
プ
の
下

に
地
域
で
学
校
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
の
推
准
､
森
林
等
の
豊
か
な
自
然
環
境
等
ー
地
域
の
資
源
を
活
用

し
た
農
林
漁
業
体
験
や
自
然
体
艶
な
ど
の
多
磯
な
体
験
活
動
の
機
会
の
積
極
的
な
提
供
､
世
代
間
交
流
の

推
進
及
び
学
校
施
設
の
地
域
開
放
､
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
盤
備
､
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
等
子

ど
も
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
等
に
よ
り
'
地

域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
'
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
'
地
域
に
お
け
る
子
育
て
に
関
連
し
た
様
々
な
活
動
に
学
校
の
教
職
員
が
自
主
的
に
参
加
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
も
望
ま
し
い
｡

子
ど
も
を
取
り
巻
く
有
畜
環
境
対
策
の
推
進

街
中
の
一
般
蕃
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
'
性
や
暴
力
等
に
関
す
る
過
激
な
情
報
を
内
容
と
す

る
雑
蓑
､
ビ
デ
オ
､
コ
ン
ビ
TI
-
タ
･
ソ
フ
ト
等
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
､
テ
レ
ビ
､
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
上
の
性
や
暴
力
等
の
有
事
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に
つ
い
て
は
､
子

ど
も
に
対
す
る
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
'関
係
機
関

･
団
体
や
p
T
<
､ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
地
域
住
民
と
連
携

･
協
力
を
し
て
J
関
係
業
界
に
対
す
る
自
主
的
捨
置
を
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
O

ま
た
~
携
帯
電
話
を
通
じ
て
容
易
に
接
続
で
き
る
イ
ン
タ
～
ネ
ッ
ト
上
の
青
虫
昆
情
報
や
'
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
'
子
ど
も
の
携
帯
尾
括
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
の
爽
感
を
把

握
す
る
と
と
も
に
､
子
ど
も
が
利
用
す
る
携
帯
電
話
に
お
け
る
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ

･
ソ
フ
ト
又
は
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
促
進
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
賓
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
過
度
な
恢
存
に
よ
る
弊
書
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と
も
に
､
子
ど
も
た
ち

が
有
害
情
報
等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
､
地
域
'
学
校
及
び
家
庭
に
お
け
る
借
換
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
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子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

良
質
な
住
宅
の
確
保

往
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
､
深
刻
な
少

子
化
の
状
況
を
踏
亭
え
､
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
て
い
く
観
点

か
ら
､
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
っ
つ
､
市

境
で
は
十
分
な
最
が
確
供
さ
れ
な
い
プ
ア
rK
-
1
向
け
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
支
援
す
る
な
ど
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
.

ま
た
､
子
育
て
世
帯
の
居
住
の
安
定
の
薩
侍
を
図
る
た
め
'
小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
対
す
る
公
共

貸
賃
住
宅
に
お
け
る
入
居
梁
椿
の
緩
和
や
優
先
入
居
の
実
施
等
に
積
極
的
に
漁
り
組
む
と
と
も
に
､
子
育
て

世
帯
の
入
居
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
民
間
貸
賃
住
宅
に
関
す
る
情
報
提
供
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
O

良
好
な
居
住
環
境
の
碇
保

住
生
活
基
本
計
野
に
基
づ
き
'
子
育
て
世
帯
が
､
地
域
に
お
い
て
安
全

･
安
心
で
快
適
な
住
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
住
宅
の
ユ
ニ
.i
-
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
や
子
育
て
支
援
施
設
を
併
設
し
た
住
宅
の
供
給

支
援
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

ま
た
､
特
に
大
都
市
地
域
に
お
い
て
､
職
住
近
横
型
の
市
街
地
住
宅
の
供
給
と
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
総

合
的
な
整
備
な
ど
に
よ
り
､
利
便
性
軌
高
い
都
心
等
で
の
居
住
を
希
望
す
る
子
育
て
世
帯
の
lT

ズ
へ
の
対

応
を
回
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

さ
ら
に
､
喜
内
空
気
環
境
の
安
全
性
を
殖
促
す
る
観
点
か
ら
'
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
帝
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
｡

安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
塵
肺

高
齢
者
､
捧
害
者
等
の
移
動
等
の
E
:滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
､
駅
､
官
公
庁
施
設
､
病
院

等
を
相
互
に
連
絡
す
る
道
路
に
つ
い
て
'
移
動
等
の
円
滑
化
を
推
進
す
る
ほ
か
'
生
活
道
路
に
お
い
て
､
都

道
冊
県
公
安
委
員
会
に
よ
る
信
号
機
､
光
ビ
ー
コ
ン
等
'
道
路
管
理
者
に
よ
る
歩
道
'
ハ
ン
プ
I
ク
ラ
ン
ク

等
の
整
備
を
重
点
的
に
実
施
し
､
生
沿
道
路
に
お
け
る
通
過
車
両
の
進
入
や
速
度
の
抑
制
'
幹
線
道
路
に
お

け
る
交
通
の
済
れ
の
円
滑
化
等
を
推
進
す
る
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､妊
婦
等
に
配
慮
し
た
道
路
上
の
駐
停
車
場
所
の
確
保
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

姿
心
し
て
外
出
で

き
る
凍
境
の
整
備

田

公
共
施
設
､
公
共
交
通
機
関
､
建
築
物
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

妊
産
婦
､
乳
幼
児
連
れ
の
者
等
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
､
高
齢
者
.
障
害
者
等
の

移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
伍
律
に
基
づ
く
基
本
構
想
等
を
踏
卑
見
､
道
路
へ
公
園
'
公
共
交
通

機
関
､
公
的
建
築
物
等
に
お
い
て
ー
段
差
の
解
消
等
の
バ
リ
ア
ア
リ
I
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
｡
あ
わ
せ
て
'
妊
産
婦
等

へ
の
理
解
を
深
め
る

T心
の
バ
リ
ア
フ
ジ
-
｣
の
た
め
の
取
組
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
､
ハ
ー
ド

･
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

1
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
,

㈹

子
育
て
世
帯
に
や
さ
し
い
ト
イ
レ
等
の
整
備

公
共
施
設
等
に
お
い
て
'
子
ど
も
サ
イ
ズ
の
便
器

･
手
洗
い
器
'
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
､
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
､

ゆ
っ
た
り
し
た
化
粧
室
､
授
乳
室
の
設
置
な
ど
の
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
整
備

や
商
店
街
の
空
き
店
細
等
を
活
用
し
た
託
児
施
設
等
の
場
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

柳

子
育
て
世
帯

へ
の
情
報
経
験

各
種
の
ハ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
の
整
備
状
況
等
､
子
育
て
世
帯

へ
の
バ
リ
ア
ア
リ
I
情
報
の
提
供
を
推
進

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

安
全

･
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等

子
ど
も
が
犯
罪
等
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
'
道
路
､
公
園
等
の
公
共
施

設
や
住
居
の
構
造
ー
設
備
､
配
置
等
に
つ
い
て
､
犯
罪
等
の
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
設
計
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
｡

ま
た
､
侵
入
に
よ
る
犯
罪
の
防
止
を
図
る
た
め
､
関
係
機
鯛

･
団
体
と
連
携
し
て
､
防
犯
性
能
の
高
い
ド

ア
､
恋
､
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
の
建
物
部
品
や
摩
良
防
犯
機
欝
の
普
及

促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

職
蓑
生
活
と
家
庭
生
悟
と
の
両
立
の
推
進
等

仕
事
と
生
清
の
調
和
の
実
現
の
た
め
の
働
き
方
の
見
直
し

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
つ
い
て
巧

唐
草
及
び
行
動
指
針
に
お
い
て
､
労
使
を
始
め
国
民
が
積
極

的
に
放
り
組
む
こ
と
や
､
圏
や
地
方
公
共
団
陣
が
支
援
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
､
社
会
全
体
の
運
動
と
し
て

広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
た
め
､
地
域
の
実
情
に
応
じ
､
自
ら
の
創
意
工
夫
の
基
に
､
次
の
よ
-
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
｡
こ
の
際
,
市
町
村
､
地
域
の
企
業
､
労
働
者
団
体
J
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
･J

都

道
府
県
労
働
局
'
子
育
て
支
援
活
動
を
行
う
民
間
EE
Z体
等
と
相
互
に
密
接
に
連
携
'
協
力
し
合
い
な
が
ら
､

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
具
体
的
に
は
､
都
道
府
県
労
働
局
に
設
置
さ

れ
て
い
る

｢仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
会
話
し
に
積
極
的
に
参
画
す
る
等
に
よ
り
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
｡

の

仕
事
と
生
槍

の
調
和
の
実
現
に
向
け
た
労
働
者
'
事
業
主
､
地
域
住
民
の
理
解
や
合
意
形
成
を
促
進
す

る
た
め
の
広
報

･
啓
発

川

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
関
係
法
制
度
及
び

t
般
宰
紫
主
行
数
計
画
に
関
す
る
労
働
着
'
事

業
主
､
地
域
住
民
へ
の
広
報

･
啓
発

脚

仕
事
と
生
滑
の
調
和
や
次
世
代
育
成
支
頓
対
策
に
取
り
組
む
企
業
や
民
間
団
体
の
好
事
例
の
情
緒
の
収

鴨
堆
恥
rJT

帥

研
修
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

･
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

帥

静
定
マ
ー
ク

(く
る
み
ん
)
の
周
知
､
表
彰
制
度
等
仕
事
と
生
活
の
粛
和
を
実
現
し
て
い
る
企
業
を
社

会
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
促
進

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た
め
の
基
盤
整
備

市
町
村
と
連
携
を
図
り
つ
つ
'
広
域
的
な
観
点
か
ら
促
音
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し

た
子
育
て
支
援
を
展
開
す
る
｡

子
ど
も
等
の
安
全
の
確
保

子
ど
も
の
交
通
安
全
を
榛
旅
す
る
た
め
の
倍
数
の
推
進

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
､
市
町
村
'
扶
育
所
､
学
校
ー
児
童
館
､
関
係
民
間
団
体
等
と
の
連

携

･
臨
力
体
制
の
強
化
を
図
り
J
総
合
的
な
交
碩
事
故
防
止
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

例

交
通
安
全
教
育
の
推
進

子
ど
も
及
び
子
育
て
を
行
う
親
等
を
対
象
と
し
た
参
加

･
体
験

･
夷
践
型
の
交
通
安
全
教
育
を
交
通
安

全
教
育
指
針
に
基
づ
き
段
階
的
か
つ
体
系
的
に
行
う
こ
と
が
必
賓
で
あ
る
｡

ま
た
､
地
域
の
実
情
に
即
し
た
交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
た
め
､
交
通
安
全
教
育
に
当
た
る
職
員
の

指
導
力
の
向
上
及
び
地
域
に
お
け
る
民
間
の
指
噂
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
､
地
域
に
お
け
る
交
通
事

故
を
様
々
な
角
度
か
ら
捻
合
的

･
科
学
的
に
調
査

･
分
析
し
'
事
故
の
発
生
要
因
等
に
応
じ
た
効
果
的
な

事
故
防
止
対
照
を
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

川

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
～
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底
を
回
る
た
め
､
チ
ャ
イ
ル
ZL
シ
ー
ト
の
使
用
効
苑
及
び
正

し
い
依
用
方
法
に
つ
い
て
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
､
正
し
い
使
用
を
指
導
す
る

指
導
員
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
'
幼
児
の
保
護
者
等
に
対
す
る
指
導

･
助
言
J
情
報
提
供
等
の
充
実
を

図
る
ほ
か
､
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
制
度
等
を
積
極
的
に
実
施

･
杜
充
す
る
こ
と
に
よ
り
､
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

桝

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

児
童

･
幼
児
の
自
転
車
乗
車
時
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
'
現
在
､
幼
児

二
人
同
乗
用
自
転
車
の
開
発
に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
､
少
子
化
対
策
や
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
同
自
転
卓
の
普
及
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
､
貸
出
制
度
'
助
成
制
度
等
の
導
入
や
安
全
利

用
に
係
る
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

子
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
の
推
進

子
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
書
か
ら
守
る
た
め
､
次
の
施
策
を
張
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
D

桝

住
民
の
自
主
防
犯
行
動
を
促
進
す
る
た
め
'
犯
罪
琴
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
推
進

川

手
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
客
か
ら
守
る
た
め
､
関
係
樺
関

･
EE
L体
と
の
情
鞭
交
換
を
実
施
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桝

学
校
付
近
や
通
学
路
等
に
お
い
て
P
T
A
等
の
学
校
関
係
者
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
J
少
年
警
察
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
関
係
機
関
･
団
体
と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
の
安
全
対
策
を
推
遷
す
る
と
と
も

に
､
学
校
と
瞥
蕪
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入

的

子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
防
犯
詳
習
の
実
施

脚

子
ど
も
の
安
全
確
除
等
の
た
め
に
活
動
す
る
隣
邦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
対
す
る
支
援

被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
保
顔
の
推
進

犯
罪
､
い
じ
め
､
児
童
虐
待
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
少
年
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
し
､
立
ち
直
り

を
支
援
す
る
た
め
､
子
ど
も
に
称
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
､
保
渡
者
に
対
す
る
助
言
等
学
校
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
た
き
め
細
か
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き
め
細
か
な
取
組
の
推
進

児
童
虐
待
防
止
対
韓
の
充
実

児
童
虐
待
を
防
止
し
､
す
べ
て
の
児
童
の
健
全
な
心
身
の
成
長
'
ひ
い
て
は
社
会
的
自
立
を
施
し
て
い
く

た
め
に
は
'
発
生
予
防
か
ら
早
期
発
見
･
早
期
対
応
､
保
護

･
文
壇
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
組
合
的

な
支
援
を
強
ず
る
必
要
が
あ
る
｡
ま
た
､
特
に
児
童
虐
待
に
よ
る
深
刻
な
被
害
や
死
亡
事
例
が
生
じ
る
こ
と

は
あ
っ
て
ほ
な
ら
な
い
と
の
認
識
の
下
､
福
祉
関
倖
者
の
み
な
ら
ず
､
医
療
､
保
障
'
教
育
､
馨
廃
等
の
関

係
機
関
を
含
め
た
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
る
支
援
体
制
を
構
築
し
､
相
互
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
｡

例

児
童
相
談
所
の
体
制
の
強
化

児
童
虐
待
の
防
止
は
'
そ
の
予
防
対
策
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
保
護
､
そ
し
て
､
自
立
に
雷
る

ま
で
の
支
援
'
更
に
は
親
へ
の
指
導
等
多
様
な
機
関
が
長
期
間
に
わ
た
り
文
題
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
.
こ
の
た
め
'
そ
の
中
心
で
あ
る
児
患
相
談
所
が
､

l
時
保
護
所
の
機
能
も
含
め
児
童
虐
待
に
関
す

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
的
確
に
実
施
す
る
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
'
東
岸
な
ケ
ー
ス
等
に
つ
い
て
支

援
の
過
程
を
管
理
す
る
こ
と
を
含
め
て
十
分
な
関
わ
り
を
持
つ
よ
-
に
す
る
た
め
の
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

川

市
町
村
や
関
係
機
関
と
の
役
割
分
担
及
び
連
携
の
推
進

児
童
相
鉄
所
が
児
童
虐
待
に
十
分
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
､
児
童
相
談
所
自
体
の
体
制
を
強
化
す

る
の
み
な
ら
ず
､
市
町
村
や
関
係
機
関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
連
携
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
.
こ
の
た
め
､
住
民
に
身
近
な
市
町
村
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
'
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

(要
県
連
児
童
対
策
地
域
協
議
会
)
の
設
置
促
進
や
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
l
衆
と
し
て
､
当

弦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
体
者
に
向
け
た
専
門
性
向
上
の
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
等
の
市
町
村
の
支
援
捨

置
を
弾
じ
る
と
と
も
に
､
地
域
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
必
要
と
す
る
相
談
支
援
等
を
行
い
､

保
護
指
導
者
の
委
託
先
と
な
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
I
等
を
頗
極
約
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
O

脚

児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
重
大
事
例
の
検
証

児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
そ
の
心
身
に
著
し
く
盛
大
な
被
害
を
受
け

た
事
例
が
生
じ
た
場
合
ー
当
薮
事
例
に
つ
い
て
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
検
証
作
業
を
行
い
､
そ
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
据
置
を
辞
じ
る
こ
と
に
よ
り
､
こ
の
よ
-
な
死
亡
事
例
等
の
再
発
を
防
止
す
る
こ
と
が

求

め
ら
れ
る
｡

社
会
的
夷
讃
捧
制
の
充
実

社
会
的
養
護
体
制
の
質
･
点
と
も
に
充
実
を
図
る
た
め
､
①
現
に
児
童
養
護
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
る
又

は
里
親
等
に
賓
託
さ
れ
て
い
る
要
保
護
児
童
の
人
数
､
②
児
童
相
談
所
で
受
理
し
た
相
談
等
の
う
ち
'
吸
に

児
童
兼
務
施
設
等
へ
入
所
等
を
し
て
い
な
い
が
､
入
所
等
を
必
要
と
す
る
可
能
性
の
あ
る
児
童
の
人
数
'
⑨

7
時
促
議
所
で
長
期
に
障
蕗
さ
れ
て
い
る
児
童
の
人
数
､
⑥
児
童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
対
応
件
数
の
推
移
､

⑤
要
保
護
児
童
の
保
護
等
に
関
し
､
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
他
の
都
道
府
県
の
状
況
そ

の
他
社
会
的
嚢
譲
を
必
要
と
す
る
児
童
の
人
数
の
伸
び
等
を
把
撮
す
る
た
め
に
適
当
と
考
え
ら
れ
る
指
標
を

勘
案
し
て
､
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
必
要
量
を
念
頭
に
'後
期
行
軌
計
画
期
間
の
必
要
急
を
定
め
る
こ
と
｡

な
お
､
1
時
保
護
所
に
つ
い
て
は
､

E
時
保
健
容
託
も
含
め
て
､
社
会
的
養
護
体
制
の
整
備
息
に
見
せ
っ

定
員
及
び
囲
別
称
応
で
き
る
居
童
の
鮭
陰
等
す
べ
て
の
児
童
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
の
で
き
る
虎
境

整
備
等
を
勘
来
し
て
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
｡

社
会
的
葵
護
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
.
前
記
の
必
要
量
を
見
込
む
ほ
か
'
次
に
記
載
す
る
項
目
を
参

考
と
L
I
家
庭
的
養
預
の
t
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
'
権
利
擁
護
の
強
化
や
人
望

日
成
等
皇

rnめ
'
ケ

ア
の
質
の
確
供
を
図
る
た
め
の
体
制
確
保
に
つ
い
て
併
せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
0

の

家
庭
的
養
護
の
推
進

里
親
制
度
を
充
実
し
､
里
親
層
託
を
推
進
す
る
た
め
へ
新
規
里
親
の
開
拓
､
子
ど
も
を
受
託
し
て
い
る

里
親
に
対
す
る
支
店
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
､
里
親
委
託
率
に
つ
い
て
は
.
地
域
の

実
情
に
応
じ
､
現
在
の
委
託
率
よ
り
1
定
以
上
番
詑
率
が
上
が
る
よ
う
､
日
韓
を
設
定
す
る
｡

こ
の
際
､
児
童
柏
餅
所
に
お
け
る
支
援
の
強
化
の
み
な
ら
ず
､
里
親
支
援
機
関
等
の
地
域
資
敵
の
活
用

を
図
り
つ
つ
､
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
'
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
案
に
つ
い
て
J
地
域
に
お
け
る
普
及
の
状
況
を
賭
事
え
つ
つ
ー

家
庭
的
喪
沖
の
一
形
態
と
し
て
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
｡

帥

施
設
機
能
の
見
直
し

心
理
的
ケ
ア
や
治
療
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対
す
る
専
門
的
な
ケ
ア
や
皇

比
支
倭
に
向
け
た
改
組
､

継
続
的

･
安
定
的
な
環
境
で
の
支
援
の
確
保
､ケ
ア
単
位
の
小
規
模
化
と
そ
こ
に
お
け
る
家
壕
的
な
養
繕
､

子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
I
に
配
慮
し
た
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
｡

桝

家
庭
支
援
機
能
等
の
強
化

家
庭
支
援
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
に
は
､
ア
で
示
し
た
よ
う
に
'
児
童
相
故
所
の
体
制
漁
化
を
進
め

る
と
と
も
に
､
市
町
村
や
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
の
役
割
分
粗
及
び
連
携
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
b
こ
の
際
､
特
に
､
児
童
寮
癌
支
援
セ
ン
タ
I
に
つ
い
て
は
､
児
童
相
談
所
と
連
携
し
､

そ
の
委
託
を
受
け
て
保
縄
者
指
導
を
行
う
こ
と
や
､
市
町
村
等
関
係
機
関
に
専
門
的

･
技
術
的
助
言
を
行

う
こ
と
等
の
稽
極
的
な
役
割
を
埠
っ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
.

ま
た
､
母
子
生
活
支
援
施
設
に
つ
い
て
は
､
そ
の
特
性
を
陪
か
し
､
福
祉
事
務
所
､
児
童
相
鉄
所
､
婦

人
相
談
所
等
と
連
携
し
､
母
親
と
子
ど
も
の
関
係
性
に
着
目
し
た
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
｡

的

自
立
支
援
策
の
強
化

施
設
を
退
所
し
た
者
等
に
許
し
､
自
立
を
促
す
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
設
置
を
推
進
す
る
｡
こ
の
際
､
自

立
援
助
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
､
施
設
を
退
所
す
る
者
等
の
敬
や
地
域
の
実
情
等
を
勘
奏
し
､
当
該
地
域
に

お
け
る
必
要
且
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
｡

ま
た
､
こ
れ
ら
の
者
が
気
軽
に
相
鉄
で
き
る
拠
点
を
用
意
す
る
な
ど
社
会
的
養
護
の
下
で
育
っ
た
子
ど

も
等
が
地
域
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
支
援
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
O

脚

人
材
確
保
の
た
め
の
仕
組
み
の
強
化

社
会
的
養
護
の
資
を
確
保
す
る
た
め
､
そ
の
担
い
手
と
な
る
職
員
及
び
そ
の
専
門
性
を
蘇
供
す
る
た
め

の
研
修
体
制
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
D

こ
の
際
､
見
込
ん
だ
必
要
量
に
見
合
っ
た
必
要
な
人
材
育
成
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
.

蜘

子
ど
も
の
権
利
擁
縄
の
強
化

子
ど
も
の
権
利
擦
過
の
強

化
を
回
る
た
め
､
被
措
置
児
亀
等
虐
待
に
対
す
る
捨
置
の
ほ
か
ー
ケ
ア
の
質

の
向
上
の
た
め
の
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
被
措
置
児
童
等
虐
待
に
関
す
る
通
告
や
子
と
も
か
ら
の
届
銭
の
受
付
､
通
告
等
が
あ
っ
た

場
合
の
対
応
'
披
措
置
児
壷
等
虐
待
が
起
こ
っ
た
場
合
の
適
切
な
措
置
等
に
関
し
､
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定

め
､
都
道
府
県
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
対
応
に
つ
い
て
意
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
､
適
切
な
対
応
を
放

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
運
用
に
当
た
っ
て
結
､
必
要
に
応
じ
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
や
体
制
の
見
直
し
を
適
宜
進
め
る
必
要
が
あ
る
｡

さ
ら
に
'
都
道
府
県
児
童
拓
祉
審
議
会
な
ど
の
鮮
制
に
つ
い
て
も
'
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
運
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
､
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
D

ま
た
'
施
設
に
お
け
る
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
進
め
る
た
め
'
ケ
ア
の
質
に
関
し
て
も
監
査
で
き
る
鮮
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
'
施
設
に
お
け
る
第
三
者
評
栃
の
急
事
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
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母
子
家
庭
等
の
自
立
支
援
の
推
進

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
等
の
規
定
を
轄
ま
え
､
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
の
策
定
等
に
よ
り
'

母
子
寮
鷹
等
就
菓

･
自
立
支
援
審
美
や
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
寄
集
等
の
母
子
家
庭
等
施
策
を
総
合

的

･
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
､
市
町
村
が
実
施
す
る
就
業
支
嶺
や
生
活
支
援
が
円
滑
に
進
む
よ
う
､
市

町
村
に
お
け
る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
の
策
定
状
況
や
各
種
施
策
の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
の

情
報
操
供
を
苛
つ
な
ど
､
広
域
的
な
観
点
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
支
援
を
背
フ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.
ま
た
､

就
業
支
嶺
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
､
公
共
職
業
安
定
所
等
と
十
分
に
連
携
し
､
効
果
的
な
実
施
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
'
民
間
事
業
者
に
対
す
る
協
力
の
要
請
や
母
子
福
祉

団
体
等
の
受
注
機
会
の
増
大
へ
の
配
慮
等
､
必
要
な
施
策
を
請
ず
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
｡

悼
審
児
施
策
の
充
実

市
町
村
に
お
け
る
保
臆
､
医
療
､
福
祉
'教
育
等
の
各
種
施
策
が
体
系
的
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
､

専
門
的

･
広
域
的
な
観
点
か
ら
の
支
後
を
行
う
と
と
も
に
､
自
立
支
援
医
療

(育
成
医
療
)
の
給
付
'
障
害

に
応
じ
た
専
門
医
療
機
関
の
薩
操
等
を
通
じ
､
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ほ
か
.
教
育

支
援
体
制
の
麓
備
を
回
る
等
の
総
合
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

発
達
持
寄
に
つ
い
て
は
J
社
会
的
な
理
解
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
遮
断
な
情
報
の
周
知
も
必

要
で
あ
る
｡
発
達
搾
寄
者
支
壌
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
､
関
係
機
関
や
保
護
者
に
対
す
る
専
門
的
情
範
の
程

供
や
支
援
手
法
の
普
及
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
職
員
の
専
門
性
を
十
分
確
保
す
る
と
と
も
に
'

専
門
的
情
報
や
支
援
手
汝
の
埠
供
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

ま
た
､
特
別
支
頓
学
校
に
つ
い
て
は
､
特
別
支
援
致
育
教
諭
免
許
状
保
有
率
の
向
上
を
図
る
等
専
門
性
の

向
上
に
努
的
る
と
と
も
に
､
在
籍
す
る
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
や
指
導
に
加
え
て
､
小
学
絞
､
中
学
校
等
の

教
員
の
資
質
向
上
策

へ
の
支
援

･
臨
力
､
地
域
の
保
護
者
等
へ
の
相
談
支
援
や
小
学
校
､
中
学
校
等
に
お
け

る
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
O

六

】
般
孝
義
主
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(3) (2)

1
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
視
点

労
槻
者
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
と
い
う
視
点

潜
幸
に
お
い
で
は
､
企
業
と
そ
こ
で
働
く
者
は
協
調
し
て
生
産
性
の
向
上
に
努
め
つ
つ
､
職
場
の
意
純
や
職

場
風
土
の
改
革
と
あ
わ
せ
､
働
き
方
の
改
革
に
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
行
動
指
針

に
お
い
て
は
'
社
会
全
体
の
目
標
と
し
て
､
適
労
働
時
間
六
十
時
間
以
上
の
雇
用
者
の
割
合
､
年
次
有
給
休
暇

取
得
率
､
男
女
の
育
児
休
菓
取
得
率
及
び
第

1
子
出
産
前
後
の
女
性
の
継
続
就
業
率
等
の
数
値
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
､
こ
う
し
た
目
標
を
踏
ま
え
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
D

労
働
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
巻
と
い
う
観
点

子
育
て
を
す
る
労
働
者
が
子
育
て
に
伴
う
喜
び
を
実
感
し
っ
つ
'
仕
事
子
育
て
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
､
労
働
者
の
ニ
～
ズ
を
掩
ま
え
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
1
時
に
､
子
育
て
は
男
女
が
酪
力
し

て
行
う
べ
き
も
の
と
の
視
点
に
立
っ
た
改
組
が
重
要
で
あ

る
｡企

業
全
体
で
取
り
組
む
と
い
う
視
点

企
業
に
よ
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
J
等
務
内
容
や
其
務
体
制
の
見
直
し
等
を
も
必
要
と
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
'
企
業
全
体
で
の
理
解
の
下
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
､
経
営
者
自
ら

が
､
企
業
全
体
で
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
明
確
に
し
､
圭

導
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

更
に
､
企
菜
に
よ
っ
て
は
全
国
に
事
業
所
が
存
在
し
､
事
業
所
に
お
け
る
職
種
の
通
い
や
､
そ
の
地
域
の
実

陪
に
よ
り
J
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
策

へ
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
は
様
々
で
あ
る
こ
と
が
埜

足
さ
れ
る
こ
と

か
ら
､

t
般
事
業
主
行
動
計
画
を
企
業
全
体
と
し
て
策
定
し
た
上
で
､
必
要
に
応
じ
て
事
業
所
ご
と
の
実
情
に

応
じ
た
効
果
的
な
放
線
を
自
主
的
に
速
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

仰

企
業
の
実
情
を
踏
ま
え
た
取
組
の
推
進
と
い
う
視
点

子
育
て
を
行
う
労
働
者
の
多
少
､
企
業
の
業
種
又
は
構
成
割
合
の
高
い
労
働
者
の
接
種
､
雇
用
形
態
等
の
遠

い
等
に
よ
り
､
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
策

へ
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
は
企
業
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
関
係
法
令
を
遵
守
し
た
上
で
'
企
紫
が
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
､
効
果
的
な
取
組
を
自

主
的
に
決
定
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
､
社
会
全
体
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

㈲

取
組
の
効
果
と
い
う
視
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
'
将
来
的
な
労
働
力
の
再
生
産
に
寄
与
し
､
我
が
国
の
経
済
社

会
の
持
続
的
な
発
展
や
企
業
の
競
争
力
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
､
ま
た
'
恒
々
の

企
巣
に
と
っ
て
も
'
当
弦
企
巣
の
イ
メ
ー
ジ

･
ア
ッ
プ
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
､
定
着
等
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
､
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

縦

社
会
全
体
に
よ
る
支
援
の
観
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
､
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

1
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い

う
基
本
的
詮
級
の
下
に
､
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り
､
企
窯
や
地
域
社
会
を
含
め
た
社
会
全
体
で
臨

力
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
J
Jと
か
ら
､
梼
々
な
担
い
手
の
払
働
の
下
に
対
策
を
逓
め
て
い
く
と
い
う

視
点
が
必
要
で
あ
る
.

仰

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
の
視
点

各
企
業
に
摩
周
さ
れ
る
労
働
者
は
､
同
席
に
地
域
社
会
の
構
成
員
で
あ
り
､
そ
の
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

槙
の
取
組
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
､
地
域
に
お
い
て
､
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
纏
め
る
中
で
各
企
業
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
役
争~
を
踏
亭
見
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
賓
で

あ
る
.

一
般
車
等
王
行
数
計
画
の
計
画
期
間

一
般
事
琴
王
行
動
計
画
は
､
経
済
社
会
環
境
の
変
化
や
労
働
者
の
ニ
ー

ズ

等
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
J
計
囲
期
間
内
に
お
い
て
､

1
定
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま

し
い
｡
し
た
が
っ
て
､
計
画
期
間
に

つ
い
て
は
､
各
菜
の
実
情
に
応
じ
て
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
美
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
､
平
成
十
七
牛
虎
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
の
十
年
間
を
お
お
む
ね
二
年
間
か
ら

五
串
間
ま
で
の
範
囲
に
区
切
り
､
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
.

次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標

丁
般
事
業
主
行
動
計
画
に
お
い
て
は
､
各
企
妻
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
､
よ
り

l
眉
労
働
者
の
職
業
生
韓
と
家

庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
雇
用
喪
境
の
整
備
そ
の
他
の
次
世
代
育
成
支
棲
対
策

の
美
施
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
.

目
標
に
つ
い
て
は
､
育
児
休
業
の
男
女
別
取
得
率
等
の
制
度
の
利
用
状
況
に
関
す
る
も
の
'
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
の
導
入
に
関
す
る
も
の
等
の
幅
広
い
分
野
か
ら
企
業
の
実
情
に
応
じ

た
目
標
を
設
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
､
可
能
な
限
り
定
食
的
な
目
標
と
す
る
等
､
そ
の
達
成
状
況
を
客
観
的
に

判
断
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
.

ま
た
､
各
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
職
業
生
棒
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
雇
用

辞
境
の
整
備
に
関
す
る
放
線
の
状
況
や
課
題
を
把
捜
し
ー
各
企
業
の
実
情
に
応
じ
､
必
要
な
対
策
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
､
こ
の
際
'
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等

･
児
童
家
庭
局
長
が
定
め
た

｢両
立
指
榛
に
関
す

る
指
針
l
を
活
用
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
と
と
も
に
､
r両
立
指
標
に
関
す
る
指
針
L
に
よ
る
評
価
の
結
果
を

目
標
と
し
て
定
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

そ
の
他
基
本
的
事
項

川

推
進
体
制
の
整
備

T
般
事
業
主
行
動
計
画
の
常
走
や
こ
れ
に
基
づ
く
捨
置
の
実
施
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
､
ま
ず
､
管

理
接
や
人
事
労
務
管
理
担
当
者
に
対
し
､
そ
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
'
子
育
て
を

行
う
労
触
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
関
係
労
働
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
放
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
C

こ
の
た
め
へ
各
企
業
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
､
そ

の
方
策
と
し
て
次
の
よ
う
な
措
置
を
諦
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
O

ア

次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
へ
人
事
労
務
担
当
者
'
労
働
者
の
代
表
等
を
構
成
員

と
し
た

l
般
幸
美
主
行
動
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
捨
置
の
実
施
の
た
め
の
社
内
委
員
会
の
設
置
等

イ

次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る
管
理
職
や
労
働
者
に
対
す
る
研
修

･
蹄
習
､
情
報
軽
供
等
の
実
施
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ウ

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
等
に
つ
い
て
の
相
談

･
情
報
提
供
を
行
う
窓
口
の
設
匿
及
び
当
核
相
談

･
情
報
桂

供
等
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
捜
当
着
の
配
置

ま
た
､
各
企
業
が

】
般
事
業
主
行
動
計
軒
を
策
定
す
る
際
に
､
同

一
菜
種
の
企
業
及
び
事
業
主
の
EEl体
等
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
､
よ
り
効
果
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

労
働
者
の
意
見
の
反
映
の
た
め
の
措
置

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
妙
の
雇
用
環
境
の
盤
僻
に
軒
す
る
労
助
者
の
ニ
ー
ズ
は
様
々
で
あ
り
､
必

要
な
壌
用
環
境
の
整
備
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
'
こ
う
し
た
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
も
踏
宰
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
q
こ
の
た
め
､
労
働
者
や
労
働
組
合
等
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
聴
取
等
の
方
法
に
よ

り
､
次
世
代
育
成
支
壊
対
策
に
関
す
る
労
働
者
の
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
'
企
業
の
実
情
に
応
じ
て
工
夫
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

計
画
の
公
表
及
び
周
知

t
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
義
務
の
あ
る
宰
革
王
は
計
画
の
公
表
及
び
労
働
者

へ
の
周
知
が
義
務
と
さ

れ
､

一
般
事
業
主
行
動
計
国
の
策
定
が
努
力
兼
務
と
さ
れ
て
い
る
事
業
主
は
､
計
画
の
公
表
及
び
労
働
者

へ
の

周
知
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

l
娘
事
業
主
行
軌
計
画
の
公
表
に
よ
り
､
事
兼
主
が
､
他
の
企
巣
に
お
け
る
取
組
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
､
国
民
が
事
業
主
の
次
世
代
育
成
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
､
ま
た
､

就
労
希
望
者
の
企
業
選
択
に
資
す
る
こ
と
'
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
地
域
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援
の
取

組
を
進
め
る
際
に
､
地
域
の
事
業
主
の
政
経
を
知
る
こ
と
が
で
き
J
円
滑
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

こ
と
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
｡

こ
の
た
め
'策
定
し
た
]
般
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
､
r両
立
支
援
の
ひ
ろ
ぽ
し
ゃ
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
適
切
な
方
法
で
公
表
す
る
と
と
も
に
､
自
社
の
擁
々
な
両
立
支
援
の
取
組
や
そ
の
実
施
状
況
を
併
せ
て

公
表
す
る
等
そ
の
公
表
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

ま
た
､
策
定
し
た

i
般
事
菜
主
行
動
計
画
に
定
め
た
目
標
の
達
成
に
向
け
て
'企
業
全
体
で
放
り
組
む
た
め
J

計
画
を
企
業
内
に
周
知
し
､
企
業
全
件
で
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
V

こ
の
た
め
､
策
定
し
た

l
般
事
業
主
行
動
計
国
に
つ
い
て
は
'
全
て
の
労
働
者
が
知
り
う
る
よ
う
に
書
面
の

交
付
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
送
付
な
ど
適
切
な
ガ
綾
で
周
知
す
る
と
と
も
に
'
啓
発
資
料
の
作
成

.
配
布
'
研

修

･
締
習
の
実
施
等
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡
特
に
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
企
業
全
体
で
推

進
す
る
と
い
う
意
粗
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
､
経
営
者
の
主
導
の
下
､
管
理
職
や
人
事
労
務
管
理
担
当
者
に
対
す

る
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

な
お
'

一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
き
次
世
代
育
成
支
援
好
評
を
実
施
す
る
場
合
､
労
働
者
の
労
働
時
間

そ
の
他
の
労
働
条
件
の
変
更
を
伴
う
な
ど

1
定
の
場
合
に
は
､
就
業
規
則
ー
労
働
協
約
等
に
明
記
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
｡

計
画
の
実
施
状
況
の
点
検

L
般
事
案
主
行
動
計
画
の
推
進
に
当
た
つ
て
は
ー
計
画
の
実
施
状
況
を
把
握

･
点
検
し
J
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
､
そ
の
後
の
対
策
の
実
施
や
計
画
の
見
直
し
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

基
準
に
適
合
す
る

一
般
事
業
主
の
認
定

浜
第
十
三
条
の
基
準
に
適
合
す
る

1
般
事
業
王
の
謎
定
及
び
法
第
十
四
条
第

f
項
の
表
示
の
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
､
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
や
す
い
犀
用
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
外
部
に
広
く

周
知
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
､
そ
の
結
果
､
企
業
イ
メ
･:
I)
の
向
上
及
び
塵
秀
な
人
材
の
睦
保
､
定
着
等
を

通
じ
､
企
業
経
営
に
メ
リ
ッ
ト
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
｡
し
た
が
っ
て
､

l
般
宰
集
主
行
動
計
野

を
実
施
し
､
当
醸
計
画
に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
た
亀
倉
等
に
､
綻
定
を
申
請
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
､

計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
捨
匿
の
実
施
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
O
ま
た
'
当
該
認
定
を
受
け
る
こ
と
を

希
望
す
る
歩
合
に
は
､
津
第
十
三
条
の
厚
生
労
轍
省
令
で
定
め
る
基
準
を
跨
生
え
た

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

ま
た
､
評
定
を
取
得
し
た
企
業
に
お
い
で
は
'
他
の
企
業
の
取
組
を
促
す
観
点
か
ら
も
'
法
第
十
四
条
第

1

項
の
緒
定
を
受
け
た
旨
の
衷
示
を
頗
権
助
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

1
般
辛
夷
主
行
動
計
画
の
内
容
に
関
す
る
事
項

六
の
1
枚
事
栗
王
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
時
事
X
t
計
画
期
間
'
次
世
代
育
成
支
援
対
策

の
実
地
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
棟
並
び
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
次
世
代
育
成
支
横
対
策
の
内
容
及
び
そ
の
実

施
時
期
を
記
載
し
た

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
す
る
｡

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
.
次
世
代
育
成
支
援
対
策
と
し
て
重
要
な
･J3
の
と
考
え
ら
れ
る
次
の
よ

う
な
事
項
を

降
ま
え
･
各
企
業
の
実
情
に
応
じ
て
､
必
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

1

雇
用
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項

川

子
育
て
を
行
う
芳
槻
者
等
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
を
支
横
す
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備

ア

妊
娠
中
及
び
出
産
後
に
お
け
る
配
慮

母
性
保
護
及
び
母
性
睡
庚
管
理
を
適
切
か
つ
有
効
に
実
施
す
る
た
め
､
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
労
働
者
に

対
し
て
'
制
度
を
積
櫨
的
に
周
知
す
る
と
と
も
に
､
情
報
の
複
供
､
相
談
体
制
の
塵
億
等
を
実
施
す
る
｡

イ

子
ど
も
の
出
生
時
に
お
け
る
父
親
の
休
暇
の
聴
得
の
促
進

子
育
て
の
始
ま
り
の
時
期
に
親
子
の
時
間
を
大
印
に
し
､
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
喜
び
を
実
感
す

る
と
と
も
に
出
産
後
の
配
偶
者
を
支
援
す
る
た
め
'
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
父
親
と
な
る
労
働
者
に
つ
い
て
､

例
え
ば
五
日
間
程
度
の
陣
職
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
｡
具
体
的
に
は
'
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
際

に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
休
暇
制
度
の
創
設
や
､
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
際
の
年
次
有
給
休
暇
､
配
偶
者
の

産
後
八
週
間
以
内
の
期
間
に
お
け
る
育
児
休
葉
の
取
得
促
進
を
因
る
｡

ク

よ
り
利
用
し
や
す
い
育
児
休
業
制
度
の
実
施

よ
り
利
用
し
や
す
い
育
児
休
業
制
度
と
す
る
た
め
､
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
て
'
そ

の
期
間
､
国
数
等
に
つ
い
て
､
育
児
休
業
､
介
護
体
臭
等
育
児
又
は
家
族
介
韻
を
行
う
労
御
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律

亭

成
三
年
駐
韓
第
七
十
六
号

以
下

｢育
児

･
介
詑
休
業
法
｣
と
い
う
J
に
規
定
す
る
育
児
休

業
制
度
を
上
回
る
捨
置
を
実
施
す
る
｡

エ

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
､
職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
の
盤
備

育
児
体
叢
を
取
得
し
や
す
く
､
ま
た
'育
児
休
業
後
の
就
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
環
境
を
を
併
し
'

育
児
体
柴
の
取
得
を
希
望
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
J
そ
の
円
滑
な
取
得
を
促
進
す
る
た
め
'
例
え
ば
､
次
に

掲
げ
る
常
置
を
実
施
す
る
｡

阿

育
児
休
業
に
関
す
る
定
め
の
周
知
等

男
性
も
育
児
休
業
を
取
締
で
き
る
こ
と
や
'
労
働
者
の
育
児
休
業
中
に
お
け
る
待
遇
及
び
育
児
休
業
後

に
お
け
る
賃
金
､
配
置
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
､
労
微
音
に
周
知
す
る
o

川

育
児
休
業
期
間
中
の
代
替
要
員
の
放
保
等

育
児
休
業
を
取
得
す
る
期
間
に
つ
い
て
当
該
労
働
者
の
集
務
を
円
滑
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
､
当
該
育
児
休
業
期
間
に
つ
い
て
当
骸
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
労
働
者
の
確
陳
､
業
務
内
容
や
繁
務

体
制
の
見
直
し
等
を
実
施
す
る
｡

桝

育
児
休
業
を
し
て
い
る
労
働
者
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
等

育
児
休
業
を
し
て
い
る
労
働
者
の
希
望
に
応
じ
て
､
当
該
労
働
者
の
接
崇
駈
力
の
開
発
及
び
向
上
等
の

た
め
の
情
報
の
提
供
､
円
滑
な
職
場
復
帰
の
た
め
の
講
習
'
育
児
等
に
関
す
る
相
鉄
そ
の
他
の
猿
助
を
実

施
す
る
｡

B
:
育
児
休
業
後
に
お
け
る
原
磯
又
は
原
職
柏
当
職
へ
の
復
帰

育
児
休
業
を
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
､
当
務
育
児
休
業
後
に
原
職
又
は
原
職
相
当
職
に
裸
婦
さ
せ
る
た

め
'
煮
務
内
容
や
業
務
捧
制

の見
直
し
等
を
実
施
す
る
o

オ

短
時
間
勤
務
制
度
等
の
実
施

働
き
続
け
な
が
ら
子
育
て
を
行
う
労
働
者
が
子
育
て
の
た
め
の
時
間
を
確
倖
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
､

子
ど
も
を
育
て
る
労
働
者
の
う
ち
希
望
す
る
者
が
利
用
で
き
る
制
度
と
し
て
､
次
に
絡
げ
る
席
匿
の
う
ち
適

切
な
も
の
を
実
施
す
る
｡
な
お
'
子
育
て
の
た
め
の
時
間
確
保
の
観
点
か
ら
は
､
特
に
短
時
間
勤
頼
制
度
や

所
定
外
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
な
い
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

例

短
時
間
勤
務
制
度
の
実
施

川

フ
レ
γ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
実
施

桝

始
菜
又
は
終
業
の
時
刻
の
換
上
げ
又
は
漁
下
げ
の
制
度
の
実
施

紳

所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
な
い
制
度
の
実
施
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カ

事
業
所
内
託
児
施
設
の
設
置
及
び
連
常

子
ど
も
を
育
て
る
労
働
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
菜
所
内
託
児
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い

て
'
他
の
企
業
と
共
同
で
設
置
す
る
こ
と
も
含
め
'
検
討
を
行
い
､
実
施
す
る
｡

キ

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
援
助
の
捨
置
の
実
施

労
働
着
か
ら
の
委
任
を
受
け
て
ベ
ビ
-
シ
ツ
タ
ー
を
手
配
L
I
当
核
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
に
係
る
費
用
を
負

担
す
る
な
ど
､
子
ど
も
を
育
て
る
労
執
着
が
子
育
て
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
要
す
る
費
用
の

援
助
を
符
う
｡

ク

子
ど
も
の
看
確
の
た
め
の
休
暇
の
措
置
の
実
施

ケエ ウ イ

子
の
看
鯉
休
暇
に
つ
い
て
､

1
時
間
を
単
位
と
す
る
取
得
を
可
能
と
す
る
等
の
弾
力
的
な
利
用
が
可
能
と

な
る
よ
う
な
制
度
等
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
を
導
入
す
る
.

勤
務
地
ー
担
当
農
務
等
の
限
定
制
度
の
実
施

希
望
す
る
労
働
者
に
対
し
て
､
子
育
て
を
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
､
勤
務
地
､
担
当
義
務
'

労
働
時
間
等
を
限
定
す
る
制
度
を
沫
ず
る
｡

そ
の
他
子
育
て
を
行
う
労
働
者
に
配
慮
し
た
措
置
の
実
施

ア
か
ら
コ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
､
子
育
て
を
行
う
労
働
者
の
社
宅
へ
の
入
居
に
関
す
る
配
慮
､
子

育
て
の
た
め
に
必
要
な
費
用
の
貸
付
け
の
実
施
'
子
ど
も
の
検
診
や
予
防
填
磯
の
た
め
の
休
暇
制
度
の
実
施
､

子
ど
も
の
学
校
行
事

へ
の
参
加
の
た
め
の
休
暇
制
度
の
導
入
そ
の
他
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
労
働
者
に

配
慮
し
た
措
匿
を
耗
ず
る
｡

諸
制
度
の
周
知

育
児
休
菓
'
子
の
看
護
休
暇
､
時
間
外
労
働
の
制
限
及
び
滞
夜
襲
の
制
限
の
育
児

･
介
鍾
休
業
法
に
基
づ

く
労
働
者
の
権
利
や
､
休
柴
期
間
中
の
育
児
休
業
給
付
の
支
給
等
の
経
済
的
な
支
援
措
置
等
の
関
係
汝
令
に

定
め
る
諸
制
度
に
つ
い
て
､
広
鞭
東
に
記
穀
す
る
事
､
辛
渉
Li
朗
者
工
夫
を
凝
ら
し
労
働
者
に
卸
し
で
頒
極

的
に
周
知
す
る
｡

育
児
等
退
職
者
に
つ
い
て
の
再
犀
用
特
別
措
置
等
の
実
施

出
産
や
子
育
て
の
た
め
に
退
職
し
､
退
職
の
際
､
将
来
､
再
就
職
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た
者
を
優
先

的
に
採
用
す
る
再
雇
用
特
別
措
匿
や
母
子
家
庭
の
母
の
就
薬
促
進
の
た
め
の
捨
置
を
許
ず
る
｡

働
き
方
の
見
直
し
に
瞥
す
る
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備

所
定
外
労
働
の
削
減

子
育
て
世
代
の
男
性
を
中
心
に
､
長
時
間
に
わ
た
り
労
働
す
る
労
働
者
の
割
合
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
､
所
定
外
労
働
は
､
本
来
'
例
外
的
な
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

探
め
ー
次
の
よ
う
な
所
定
外
労
働
を
削
減
す
る
た
め
の
方
策
等
を
検
討
し
､
実
施
す
る
｡
企
案
内
に
安
易
に

操
業
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
場
合
に
は
'
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の
意
織
啓
発
等
の
取
組
を
行
う
｡

例

労
働
時
間
等
設
定
改
善
葬
民
会
を
は
じ
め
と
す
る
労
使
間
の
話
合
い
の
機
会
の
整
備

州

｢ノ
I
銀
幕
デ
上

や

｢ノ
I
残
業
ウ
イ
ー
ク
｣
の
導
入

･
拡
充

桝

フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
榊
や
変
形
労
働
時
間
制
の
蔭
用

的

時
間
外
労
働
協
定
に
お
け
る
延
長
時
間
の
鐙
締

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
の
促
進

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
､
牢
次
有
給
休
暇
に
対
す
る
意
識
の
改
峯
を
図
り
'
計
画
的
付

与
制
度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､
労
働
者
の
取
得
希
望
時
期
を
あ
ら
か
じ
め
聴
取
し
､
字
間
の
取
得
計
画
を

件
成
す
る
こ
と
等
職
場
に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
容
易
ーこ
す
る
た
め
の
捨
置
を
誼
ず
る
｡

短
時
間
正
杜
員
制
度
導
入
の
促
進

短
時
間
正
杜
見
制
度
に
つ
い
て
は
'
個
々
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
そ
の
導
入
が
因
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

在
宅
廟
務
等
の
導
入

在
宅
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク

(情
報
通
信
技
術

(I
T
)
を
利
用
し
た
場
所

･
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き

方
)
等
は
､
磯
陸
近
接

の
実
現
に
よ
る
通
勤
負
担
の
軽
液
に
加
え
､
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を
拡
大
す
る

も
の
で
あ
り
､
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
し
や
す
い
働
き
方
で
あ
る
点
に
着
目
し
､
そ
の
導
入
の
推
進
を
図

る
｡

オ

癖
壕
優
先
の
意
織
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
毅
等
の
是
正
の
た
め
の
取
組

職
場
優
先
の
意
職
や
同
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
織
等
の
働
き
や
す
い
環
境
を
阻
害
す
る
職
場
に
お
け
る

版
行
そ
の
他
の
諸
要
EElを
積
極
的
に
解
消
す
る
た
め
､
管
理
職
を
含
め
七
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
す
べ
て
を

対
象
と
し
て
､
情
報
提
供
､
研
修
等
に
よ
る
意
識
啓
発
を
行
う
｡

そ
の
他
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る
事
項

仙

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

多
数
の
尭
幼
者
が
利
用
す
る
社
屋
等
に
お
い
て
'
子
ど
も
を
連
れ
た
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
､
託

児
室

･
授
乳
コ
ー
ナ
I
や
乳
幼
児
と

t
緒
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
設
置
等
の
整
備
を
行
う
｡

ま
た
､
商
店
街
の
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
て
'
託
児
施
設
等
各
種
の
子
育
て
支
壌
サ
ー
ビ
ス
の
場
を
壕
供
す

る
｡

切

子
ど
も

･
子
育
て
に
関
す
る
地
域
貢
献
活
動

ア
子
ど
も

･
子
育
て
に
関
す
る
活
動
の
支
援

地
域
に
お
い
て
､
子
ど
も
の
榛
全
育
成
､
疾
患

･
陣
容
を
韓
つ
子
ど
も
の
支
援
､
子
育
て
家
庭
の
支
援
等

を
行
う
N
P
O
や
地
域
団
体
等
に
つ
い
て
､
そ
の
活
動

へ
の
労
働
者
の
積
極
的
な
参
加
を
支
援
す
る
｡

イ

子
ど
も
の
体
験
括
動
等
の
支
援

子
ど
も
の
多
樺
な
体
取
棒
動
等
の
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
'
職
場
見
学
を
実
施
す
る
こ
と
'
子
ど
も
が

参
加
す
る
地
域
の
市
事

.
清
動
に
企
業
内
施
設
や
社
有
地
を
提
供
す
る
こ
と
'
各
種
学
習
会
等
の
漁
師
､
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
等
と
し
て
社
員
を
而
遭
す
る
こ
と
'
子
ど
も
の
陣
取
宿
敵
を
行
う
N
P
O
等
に
対
す

る
支
援
を
行
う
こ
と
等
に
取
り
組
む
｡

ウ

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
活
動

の
実
施
や
支
援

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
､労
働
者
を
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
'

当
該
活
動
を
支
横
す
る
と
と
も
に
､
業
務
に
使
用
す
る
自
動
車
の
運
転
者
に
財
す
る
交
通
安
全
教
育
､
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
し
専
'
企
業
内
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
必
要
な
稽
匿
を
実
施
す
る
｡

エ

安
全
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

子
ど
も
を
安
全
な
環
境
で
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
､
地
域
住
民
等
の
自
主
防
犯
活
動
や
少

年
非
行
防
止
､
立
ち
直
り
支
援
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
労
働
着
の
横
桟
的
な
参
加
を
支
援
す

る
｡

伽

企
業
内
に
お
け
る

｢子
ど
も
参
観
日
｣
の
実
施

偉
強
者
で
も
あ
る
労
働
者
の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
充
実
さ
せ
､
心
豊
か
な
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
た
め
へ

子
ど
も
が
保
話
者
の
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

r子
ど
も
参
観
日
｣
を
実
施
す
る
｡

仙

企
菜
内
に
お
け
る
学
習
機
会
の
提
供
等
に
よ
る
家
虞
の
教
育
力
の
向
上

供
強
者
で
も
あ
る
労
働
者
は
'
子
ど
も
と
の
交
流
の
時
間
が
確
保
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
と
と
も
に
､
家
膚

教
育
に
関
す
る
学
習
機
会

へ
の
参
加
が
崩
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
J
企
業
内
に
お
い
て
､
家
虞
教
育
絶
塵
等
を

地
域
の
教
育
東
員
会
や
N
P
O
等
と
連
携
し
て
開
設

する
等
の
取
組
に
よ
り
､
家
庭
教
育
へ
の
理
解
と
参
画
の

促
進
を
図
る
｡

㈲

若
年
者
の
安
定
鹿
労
や
自
立
し
た
生
活
の
促
進

次
代
の
社
会
を
埠
っ
若
年
者
の
能
力
開
発
や
適
職
選
択
に
よ
る
安
定
就
労
を
推
進
す
る
た
め
J
若
年
者
に
対

す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
就
黄
体
教
練
会
の
提
供
'
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
等
を
通
じ
た
雇
入
れ
又
は
職
業
訓

練
の
推
進
を
行
う
｡

特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
米
産
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

特
定
審
美
圭
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
視
点

川

職
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
と
い
う
視
点

憲
章
に
お
い
で
は
'
仕
事
と
生
活
の
調
和
し
た
社
会
の
実
現
に
向
け
､
職
場
の
意
識
や
職
場
風
土
の
改
革
と

あ
わ
せ
'
働
き
方
の
改
革
に
放
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
行
動
指
針
に
お
い
て
は
､
社
会

全
体
の
目
標
と
し
て
'
濁
労
働
時
間
六
十
時
間
以
上
の
屈
用
者
の
割
合
J
年
次
有
給
休
暇
取
得
率
及
び
第

一
子

出
産
前
後
の
女
性
の
継
続
就
業
率
等
の
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
､
こ
う
し
た
目
標
を
踏
ま
え
た
取
組
が

求
め
ら
れ
て
い
る
｡
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仏

職
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進
と
い
う
視
点

子
育
て
を
す
る
職
員
が
子
育
て
に
伴
う
嘗
び
を
実
感
し
っ
つ
､
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
惜
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
､
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
腐
ま
え
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
'
特
に
'
子
育
て
は
男
女
が
鱗
力
し
て
行
う
べ
き
も
の
と
の
視
点
に
立
っ
た
政
経
が
重
要
で
あ
る
｡

矧

機
関
全
体
で
放
り
組
む
と
い
う
視
点

特
定
事
業
主
に
よ
る
次
世
代
育
成
文
壇
対
策
は
､
菓
務
内
容
や
業
務
体
制
の
見
直
し
等
を
も
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
全
体
で
の
理
解
の
下
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
こ
の

た
め
､
大
臣
や
地
方
公
共
団
体
の
長
等
の
各
機
関
の
長
を
含
め
､
機
関
全
体
で
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
積
極

的
に
実
施
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
明
薩
に
し
.
主
導
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

脚

線
関
の
実
情
を
踏
亭
見
た
改
組
の
推
進
と
い
う
視
点

各
樟
関
に
お
い
で
は
J
そ
の
機
関
の
任
務
､
所
在
す
る
地
域
等
に
よ
り
'
勤
務
環
境
や
子
育
て
を
取
り
巻
く

環
境
は
異
な
る
こ
と
を
踏
亭
え
つ
つ
へ
そ
の
機
関
の
実
情
に
応
じ
て
効
果
的
な
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

㈲

取
組
の
効
果
と
い
う
視
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
､
将
来
的
な
労
働
力
の
再
生
産
に
泰
阜
す
る
こ
と
を
踏
寧
え
つ

つ
､
皇
た
'
当
薪
機
関
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
､
定
着
等
の
具
件
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

で
き
る
こ
と
を
理
解
し
.
主
体
的
に
放
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

㈲

社
会
全
体
に
よ
る
真
横
の
視
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
'
家
庭
を
基
本
と
し
つ
つ
も
､
社
会
全
体
で
協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
畏
塔
で
あ

る
こ
と
か
ら
､
様
々
な
担
い
手
の
協
働
の
下
に
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
､
特
に
､
職
員
の
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
環
境
の
整
備
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
､
特
定
事
業
主
に
お
い
て
は
､
率
先
し
て
'
枝
極
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

m

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
の
観
点

各
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
は
'
同
時
に
地
域
社
会
の
栴
成
員
で
あ
り
､
そ
の
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
の

取
組
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
､
地
域
に
お
い
て
'
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
中
で
各
榛
関
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
時
事
hJた
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
｡

特

定

事
業
主
行
軌
計
画
の
計
画
期
間

特
定
事
業
主
行
動
計
画
は
､
経
済
社
会
環
境
の
変
化
や
職
員
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
､
計
画
期
間
内
に
お
い
て
､

l
定
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
q
し
た
が
っ
て
､
計
画
期
間
に
つ

い
て
は
ー
各
特
定
串
業
主
の
実
情
に
応
じ
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
､

平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十

六
年
度
の
十
年
間
の
-
ち
､
お
お
む
ね
五
年
間
を

l
期
と
L
t
お
お
む
ね
三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標

特
定
事
果
主
行
動
計
画
に
お
い
で
は
､
各
特
定
幸
美
主
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
､
よ
り

1
層
職
員
の
職
業
生
潜

と
家
庭
生
蔭
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
_こ
必
要
な
執
務
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
次
世
代
育
成
支
増

対
策
の
実
施
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

目
標
に
つ
い
て
は
､
育
児
休
業
の
男
女
別
取
得
率
等
の
制
度
の
利
用
状
況
に
関
す
る
も
の
'
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
敢
弧
に
関
す
る
も
の
等
の
幅
広
い
分
野
か
ら
各
機
関
の
実
情
に
応
じ
た
目

標
を
設
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
J
可
能
な
限
り
定
量
的
な
目
標
と
す
る
等
'
そ
の
達
成
状
況
を
客
観
的
に
判
断

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

特
定
事
弟
主
行
数
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
符
匿
の
実
施
に
係
る
手
続

川

推
進
体
制
の
整
備

特
定
事
貴
意
行
動
計
画
の
束
定
や
こ
れ
に
基
づ
く
捨
置
の
実
施
を
英
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
､
ま
ず
､
管

理
職
や
人
事
担
当
者
に
対
し
'
そ
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
､
子
育
て
を
行
う
職
員

を
含
め
た
す
べ
て
の
職
員

の
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
.
こ
の
た
め
､
各
機
関

に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
寮
で
あ
り
､
そ
の
方
熊
と
し
て
次
の

よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
O

ア

次
世
代
育
成
支
援
対
束
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
ー
各
部
局
に
お
け
る
人
事
抵
当
者
等
を
粋
成
員
と
し

た
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
や
こ
れ
に
基
づ
-
措
置
の
英
族
の
た
め
の
委
員
会
の
設
置
等

イ

次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る
管
理
職
や
職
員
に
対
す
る
研
修

･
絶
習
､
情
報
提
供
等
の
実
砲

ウ

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
等
に
つ
い
て
の
相
談

･
情
報
箆
供
を
行
-
窓
口
の
設
置
及
び
当
該
相
談

･
情
報
確

供
等
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
の
配
置

矧

職
員
の
意
見
の
反
映
の
た
め
の
捨
置

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め
の
勤
務
環
境
の
丑
備
に
鮒
す
る
准
良
の
ニ
ー
ズ
は
様
々
で
あ
り
J
必
要

な
勤
務
頻
境
の
整
備
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
'
こ
う
し
た
職
員
の
ニ
ー
ズ
も
踏
亭
見
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
D
こ
の
た
め
へ
響

貝
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
聴
取
等
の
方
法
に
よ
り
､
次
世
代
育
成
支
援

対
策
に
関
す
る
職
員
の
政
見
の
反
映
に
つ
い
て
､
機
関
の
実
情
に
応
じ
て
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

粗

計
画
の
公
表

怯
第
十
九
条
第
三
項
で
は
､
特
定
事
業
主
は
'
特
定
草
葉
主
行
動
計
画
を
策
定
L
t
又

は
変
更
し
た
と
き
は
､

遅
滞
な
く
､
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
広
報
詮
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
等
に
よ
り
適
時
か
つ
適
切
に
公
表
す
る
こ
と
が
必
宴
で
あ
る
｡

抑

計
画
の
周
知

策
定
し
た
特
定
事
業
主
行
軌
計
画
に
定
め
た
LzEL標
の
達
成
に
向
け
て
'
機
関
全
体
で
取
り
組
む
た
め
､
計
画

を
惟
関
内
に
周
知
し
､
機
関
全
体
で
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
｡

こ
の
た
め
､
策
定
又
は
変
更
し
た
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
､
全
て
の
職
員
が
知
り
う
る
よ
う
に

書
面
の
交
付
や
電
子
メ
～
ル
に
よ
る
送
付
な
ど
適
切
な
方
法
で
周
知
す
る
と
と
も
に
'
啓
発
資
料
の
作
成

･
配

布
､
研
修

･
講
習
の
実
施
等
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡
特
に
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
機
関
全

体
で
推
進
す
る
と
い
う
意
靴
を
浸
遺
さ
せ
る
た
め
へ
大
臣
や
地
方
公
共
団
体
の
長
等
の
各
格
間
の
長
等
の
主
峯

の
下
'
管
理
職
や
人
事
担
当
者
に
対
す
る
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
D

㈲

計
画
の
実
施
状
況
の
点
検
及
び
公
費

特
定
事
琴
王
行
動
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
､
計
画
の
実
施
状
況
を

l
括
し
て
把
握

･
点
検
で
き
る
体
制

を
琴
え
た
上
で
､
各
年
度
に
お
い
て
､
把
握
等
を
し
た
結
果
を
踏
事
hJて
､
そ
の
後
の
対
策
の
実
施
や
計
画
の

見
直
し
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

ま
た
､
法
第
十
九
条
第
五
項
で
は
､
毎
年
少
な
く
と
も

1
拭
､
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
基
づ
く
捨
置
の
実

施
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
､
前
年
度
の
取
組
状
況
や
目
標
に
対
す
る
実
績
等
に
つ

い
て
広
鞍
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

特
恵
事
菜
主
行
動
計
画
の
内
容
に
関
す
る
事
項

八
の
特
定
事
等
王
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
踏
ま
え
､
計
画
期
間
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策

の
実
施
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
す
る
旨
傍
並
び
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
内
容
及
び
そ
の
実

施
時
期
を
記
載
し
た
特
定
事
業
王
行
動
計
画
を
策
定
す
る
｡

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
次
世
代
育
成
支
援
対
策
と
し
て
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
事
項
を

踏
ま
え
､
各
特
定
事
業
主
の
英
情
に
応
じ
て
､
必
要
な
事
項
を
そ
の
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

1

執
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項

111

妊
娠
中
及
び
出
産
後
に
お
け
る
配
慮

母
性
良
港
及
び
母
性
経
度
管
理
を
適
切
か
つ
有
効
に
実
施
す
る
た
め
､
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
接
見
に
対
し

て
'
次
の
制
度
等
に
つ
い
て
周
知
す
る
｡

ア

危
険
有
巷
業
務
の
鹿
策
制
限

イ

深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制
限

ク

健
康
診
査

及
び
慢
健
指
導
の
た
め
に
勤
務
し
な
い
こ
と
の
承
酪

工

業
務
軽
減
等

オ

通
勤
緩
和

ま
た
､
あ
わ
せ
て
'
出
産
費
用
の
給
付
等
の
経
済
的
な
支
援
堆
匿
に
つ
い
て
も
､職
員
に
対
し
て
周
知
す
る
.
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子
ど
も
の
出
生
時
に
お
け
る
父
親
の
休
暇
等
の
取
得
の
促
進

子
育
て
の
始
ま
り
の
時
期
に
親
子
の
時
間
を
大
切
に
し
､
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
筈
び
を
実
感
す
る

と
と
も
に
出
産
後
の
配
偶
者
を
支
援
す
る
た
め
､
す
べ
て
の
男
性
職
員
が
取
得
で
き
る
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時

の
配
偶
者
出
産
休
暇
並
び
に
妻
の
産
後
等
の
期
間
中
の
育
児
参
加
休
暇
及
び
育
児
休
業
等
に
つ
い
て
周
知
L
t

こ
れ
ら
休
暇
等
の
取
得
を
促
進
す
る
｡

ま
た
へ
こ
の
よ
う
な
休
暇
等
を
敢
碑
す
る
こ
と
に
つ
い
て
J
職
場
に
お
け
る
理
解
が
得
ら
れ
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
行
う
.

育
児
休
業
等
を

取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備
等

育
児
休
潅
'
育
児
短
時
間
勤
務
又
は
育
児
時
間

(地
方
公
務
員
に
お
い
て
は

盲

児
の
た
め
の
部
分
休
菓
｣

を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
の
取
得
を
希
望
す
る
職
員
に
つ
い
て
J
そ
の
円
滑
な
致
得
の
促
進
等
を
図
る
た
め
'
次

に
掲
げ
る
捨
置
を
実
施
す
る
｡

ア

育
児
休
業
等
の
周
知

男
性
も
育
児
休
業
､
育
児
短
時
間
執
務
又
は
育
児
時
間
を
取
得
で
き
る
こ
と
や
､
育
児
休
兼
等
の
制
度
の

趣
旨
及
び
内
容
や
休
業
期
間
中
の
育
児
休
菓
手
当
金
の
支
給
等
の
経
済
的
な
支
援
措
置
に
つ
い
て
'
職
員
に

対
し
て
周
知
す
る
｡

イ

育
児
終
業
等
鐘
験
着
に
関
す
る
情
報
根
粒

育
児
休
業
､
育
児
短
時
間
勤
務
又
は
育
児
時
間
を
英
際
に
取
得
し
た
職
員
の
体
験
談
を
ま
と
め
た
冊
子
の

配
布
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
'
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
す
る
と
と
も
に
へ
育
児

休
業
等
の
取
得
を
希
望
す
る
職
員
の
不
安
の
軽
減
を
図
る
｡

り

育
児
休
業
等
を
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
の
醸
成

育
児
体
集
､
育
児
短
時
間
勤
務
又
は
育
児
時
間
に
対
す
る
職
場
の
意
識
改
革
を
進
め
J
育
児
休
業
等
を
取

得
し
や
す
い
雰
囲
気
を
観
成
す
る
｡

エ

育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員
の
円
滑
な
職
場
復
帰
の
支
援

育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
職
員
が
円
滑
に
職
場
に
復
帰
で
き
る
よ
う
'
当
該
樺
関
等
が
発
刊
し
て
い
る

広
報
経
等
の
送
付
を
行
う
と
と
も
に
､
碓
場
復
帰
に
際
し
て
研
腔
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
｡

オ

育
児
休
業
等
に
嘩
フ
任
期
付
採
用
及
び
臨
時
的
任
用
制
度
等
の
活
用

職
員
か
ら
育
児
休
業
の
請
求
が
あ
っ
た
騰
合
に
､
部
内
の
人
員
配
置
等
に
よ
っ
て
当
該
職
員
の
業
務
を
処

理
す
る
こ
と
が
雄
し
い
と
き
は
､
任
期
付
採
用
及
び
臨
時
的
任
用
制
度
の
活
用
を
図
る
｡
ま
た
､
職
員
か
ら

育
児
短
時
間
勤
務
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
､
当
該
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
任
期
付

短
時
間
勤
務
職
員
の
任
用
制
度
や
､
二
人
で
一
つ
の
蹄
を
占
め
る
並
立
任
用
制
度
の
活
用
を
図
る
｡

カ

公
共
的
施
設
に
お
け
る
雇
入
れ
の
促
進
等

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
'
母
子
家
庭
の
母
等
の
公
共
的
施
設
に
お
け
る
雇
入
れ
の
促
進

等
を
図
る
｡

庁
内
託
児
施
設
の
設
置

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
ど
も
を
育
て
る
職
員
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
庁
内
託
児
施
設

の
設
壁
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
上
で
'
適
切
な
計
応
を
寓
る
｡

超
過
勤
務
の
縮
減

超
過
勤
務
は
､
本
来
､
公
務
の
た
め
の
拓
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
勤
務
で
あ
る
と
い

う
級
瓢
を
深
め
､

1
層
の
満
汝
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
各
軍
が
あ
り
､次
に
掲
げ
る
措
医
を
実
施
す
る
｡

国
に
つ
い
て
は
､
人
事
院
の
定
め
る
超
過
勤
務
の
上
限
の
目
安
時
間
を
超
え
て
勤
務
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
る
｡

ア

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
職
員
の
頂
夜
勤
務
及
び
超
過
勤
務
の
制
限
の
制
度

の
周
知

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
ど
も
を
育
て
る
機
具
に
対
し
て
､
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
の
供
夜
勤
務
及
び
超
過
勤
務
の
制
限
の
制
度
に
つ
い
て
周
知
す
る
.

M〓JJJ-掛倒
イ

1
着
走
時
退
庁
日
等
の
実
施

国
に
お
い
で
は
､
既
に

｢国
家
公
務
員
の
労
働
時
間
短
結
対
策
に
つ
い
て
｣
(平
成
四
年
人
事
管
理
運
営
協

法
会
決
定
)
に
基
づ
き
､
全
省
庁

一
斉
走
時
退
庁
日
が
吏
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
固
又
は
地
方

公
共
団
体
を
問
わ
ず
､
各
機
関
の
実
情
に
応
じ
て
'
独
自
に
定
時
退
庁
日
を
設
尭
す
る
等
の
更
な
る
取
組
を

行
う
Q

ウ

事
務
の
静
索
合
理
化
の
推
進

事
務
の
簡
素
合
理
化
に
つ
い
て
､
業
務
竜
そ
の
も
の
の
見
直
し
､
O
A
化
の
計
画
的
な
推
進
に
よ
る
事
務

の
効
率
化
､
外
部
蓉
託
に
よ
る
事
務
の
餅
素
化
'
事
務
処
理
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
適
正
な
人
員
の
配
置
及

び
年
間
を
通
じ
た
業
務
鼓
の
平
準
化
に
よ
る
更
な
る
取
組
を
推
進
す
る
.

エ

超
過
勤
務
の
縮
減
の
た
め
の
意
識
啓
発
等

超
過
勤
務
の
縮
減
の
た
め
の
取
組
の
重
要
性
に
つ
い
て
'
管
理
職
を
始
め
と
す
る
轡

貝
全
体
で
更
に
認
織

を
深
め
る
と
と
も
に
'
安
易
に
超
過
勤
務
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
意
識
啓
発
等
の
取
組
を
竿
フ
C

オ

勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
等

職
員
の
勤
務
状
況
の
的
確
な
把
撮
､
各
機
関
の
実
情
に
応
じ
た
縮
減
日
枝
の
設
定
な
ど
､
勤
務
時
間
管
環

の
徹
底
を
図
る
｡

休
暇
の
取
得
の
促

進

休
暇
の
鹿
稗
を
促
准
す
る
た
め
へ
磯
貝
の
休
暇
に
射
す
る
富
級
の
改
革
を
図
る
と
と
も
に
､
職
場
に
満
け
る

休
暇
の
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
'
次
に
掲
げ
る
潜
匿
を
実
施
す
る
｡

ア

年
次
休
暇
の
取
得
の
促
進

計
画
的
な
年
次
終
暇
の
取
絡
促
進
を
図
る
た
め
､
各
職
場
の
実
情
に
応
じ
､
匹
半
期
毎
等
の
年
次
杵
暇
の

計
画
表
の
作
成
及
び
職
場
の
業
務
予
定
の
響
貝
へ
の
早
期
周
知
を
綴
る
等
J
年
次
休
暇
を
取
-
や
す
い
罪
因

気
の
穣
成
や
環
境
整
備
を
行
う
｡

ま
た
､
人
事
担
当
部
局
に
お
い
て
は
､
響

貝
の
年
次
休
暇
の
取
得
状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
､
敢
特
車
が

低
い
郁
署
に
つ
い
て
は
'
そ
の
管
理
職
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
指
導
を
行
う
等
の
必
要
な
取
組
を
行
う
｡

イ

連
続
休
暇
等
の
取
得
の
促
進

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
､
夏
季

(七
月
か
ら
九
月
ま
で
)
等
に
お
け
る
連
続
休
昭
､
将
兵
及
び
そ
の

家
族
の
喪
生
口
等
の
記
念
日
や
子
ど
も
の
学
校
行
事
等
'
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
の
た
め
の
年
次
休
暇
等
の
取

得
の
促
進
を

回る
.

夕

子
ど
も
の
看
護
の

た
め
の
特
別
休
暇
の
取
得
の
促
進

子
ど
も
の
看
護
の
た
め
の
特
界ー
休
暇
に
つ
い
て
'
職
員
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
'
当
該
特
別
休
暇
の
取

得
を
希
望
す
る
職
員
が
､
円
滑
に
取
得
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
｡

転
勤
に
つ
い
て
の
配
慮

官
署
を
異
に
す
る
異
動
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
､
そ
れ
に
よ
り
子
ど
も
の
菱
青
を
行
う
こ
と
が
因
矩
と
な

る
職
員
が
い
る
と
き
は
J
そ
の
状
況
に
配
慮
す
る
｡

宿
舎
の
貨
与
に
お
け
る
配
慮

子
育
て
を
し
て
い
る
職
員
に
対
し
て
'
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
も
配
慮
し
た
宿
舎
の
貸
与
に
努
め
る
｡

職
場
庭
先
の
環
境
や
国
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
等
の
是
正
の
た
め
の
取
組

聴
場
優
先
の
責
境
や
固
定
的
な
性
別
役
封
分
担
意
接
等
の
働
き
や
す
い
環
境
を
阻
害
す
る
職
壕
に
お
け
る
慣

行
そ
の
他
の
諸
要
因
を
解
消
す
る
た
め
､
管
理
職
を
含
め
た
職
員
全
員
を
対
象
と
し
て
､
晴
軽
軽
快
'
研
修
等

に
よ
る
意
識
啓
発
を
行
う
｡

そ
の
他
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る
事
項

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

外
部
か
ら
の
来
庁
者
の
多
い
庁
舎
に
お
い
て
'
子
ど
も
を
連
れ
た
人
が
安
心
し
て
来
庁
で
き
る
よ
う
､
乳
幼

児
と

)
緒
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
や
ベ
ビ
-
ベ
ッ
ド
の
設
置
等
を
適
切
に
行
う
｡

子
ど
も

･
子
育
て
に
関
す
る
地
域
貢
献
情
動

ア
子
ど
も
･
子
育
て
に
関
す
る
括
助
の
支
援

地
域
に
お
い
て
､
子
ど
も
の
健
全
育
成
､
疾
患

･
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
支
接
､
子
育
て
家
庭
の
支
億
を

行
う
N
p
O
や
地
域
団
降
等
に
つ
い
て
､
そ
の
宿
敵

へ
の
職
員
の
積
極
的
な
参
加
を
支
援
す
る
.
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子
ど
も
の
体
験
宿
動
等
の
文
壇

子
ど
も
の
多
様
な
体
験
活
動
等
の
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
､
職
場
見
学
を
実
施
す
る
こ
と
､
子
ど
も
が

参
加
す
る
地
域
の
行
事

･
清
動
に
庁
舎
内
施
設
や
そ
の
敷
地
を
鍵
鉄
す
る
こ
と
､
各
種
学
習
会
等
の
講
師
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
-
ダ
1
等
と
し
て
職
員
の
積
極
的
な
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
琴
に
取
り
組
む
p

ウ

子
ど
も
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
活
動
の
実
施
や
支
援

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
､
地
域
の
交
通
安
全
活
動

へ
の
職
員
の
頗
極
的
な
参
加
を
支
授
す
る

と
と
も
に
､
公
務
に
関
し
自
動
車
の
運
転
を
行
う
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
等
の
交
通
安
全
に
必
要
な
措

置
を
実
施
す
る
｡

エ

安
全
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

子
ど
も
を
安
全
な
魔
境
で
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
-
､
地
域
住
民
等
の
自
主
防
犯
括
軌
や
少

年
非
行
防
止
､
立
ち
直
り
支
援
の
活
軌
等

へ
の
職
員
の
横
棒
的
な
参
加
を
支
援
す
る
｡

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実

保
護
者
で
も
あ
る
職
員
の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
充
実
さ
せ
､
心
豊
か
な
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
た
め
､

子
ど
も
が
保
護
者
の
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

｢子
ど
も
参
親
日
i
を
実
施
す
る
.

ま
た
､
各
機
関
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
m
ン
括
軌
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
へ
当
該
職
員
の
み
だ
け
で
は
な

く
'
子
ど
も
を
含
め
た
家
族
金
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
｡

仙

学
習
機
会
の
提
供
等
に
よ
る
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

保
護
者
で
も
あ
る
接
負
は
､
子
ど
も
と
の
交
流
の
時
間
が
確
保
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
と
と
も
に
､
家
庭
教

育
に
関
す
る
学
習
棟
会

へ
の
参
加
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
'
各
機
関
内
に
お
い
て
､
家
庭
教
育
講
座
等
を

政
治
資
金
規
正
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

早
)
第
六
条
第

5
項
の
親
定
に
よ
る
政
治
fE
l体
の
届
出
に

つ
い
て
､
真
和
政
経
研
究
会
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
､
同
法
第
七
糸
の
こ
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
'
政

治
礎
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
幹
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件

(平
成
六
年
自
治
省
告
示
薦
百
八
十

t
骨
)
の

一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
｡

平
成
二
十

一
年
三
月
二
十
三
日

総
務
大
臣

鳩
山

邦
夫

増

そ
の
他
の
政
治
fE
rjg
:
(政
党
及
び
政
治
資
金
団
休
以

外
の
政
治
団
休
)
の
部
真
和
政
経
研
究
会
の
う
ち

｢西

村

案
倍
｣
を

｢西
村

県
債
)
に
改
め
る
｡

○
総
務
省
告
示
第
百
五
十
七
号

政
治
資
金
規
正
添

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
)
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
EEt体
の

届
出
に
つ
い
て
'
西
村
長
信
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
､
同
法
第
十
九
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
､

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

(平
成
七
年
自
給
省
告
示
第

百
二
十
九
号
)
の
山
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
b

平
成
二
十

一
年
三
月
二
十
三
日

給
務
大
臣

鳩
山

邦
夫

宵
村
真
情
の
う
ち

｢西
村

其
悟
｣
を
｢西
村

寓
悟
｣

に
改
め
る
｡

政
治
資
金
規
正
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

早
)
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の

届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
'
西
村
賞
鯨
か
ら
訂

正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
'
同
法
第
十
九
条
の
二
第

t
項

の
規
定
に
基
づ
き
､
政
治
資
金
規
正
汝
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動

の
届
出
が
あ

っ
た
の
で

公
表
す
る
件

(平
成
十
八
年
始
務
省
告
示
第
四
百
六
十
三

早
)
の

一
都
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
｡

平
成
二
十

一
年
三
月
二
十
三
日

総
務
大
臣

鳩
山

邦
夫

西
村
真
情
の
う
ち

｢百
村

英
悟
｣
を
r西
村

直
情
｣

に
改
め
る
｡

0
線
務
省
告
示
集
百
五
十
九
号

政
治
資
金
規
正
泣

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
g
]

早
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